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刊行のことば

　繍立隅語研究所の第葺資料研究室では，昭和38年度から「現代雑誌九十種の胴語用字調査llの

結果に基づいて，雑誌における送りがなの漣用状況について調査・分析し，その結果の一部を『国

立圏語研究所年報16』その他に発褒した。これは，印刷された交字資料に基づいて，送りがな表

記の実態を分析したものである。しかし，送りがなについての問題点を明らかにするためには，

実際に文字猛動を営む人間を対象として，その表記の実態と，表記に対する意識や態度について

知る必要がある。そこで，昭和41年度から「文字使用の実態調査」を企繭し，実施した。

　eの調査では，二字活動を営む機会の多い一一般成人，大学生，中高校生約三千人を対象とし

て，送りがな表記と年齢・学歴・職業などとの関係，欄人の中に見られる送りがなの法則性の度

含い，送りがなに対する関心・態度等について明らかにしょうとした。その分析結果をまとめた

のが，この報告書である。ただし，漂本調査の方法をとらなかったので，集団甥の傾向を比較す

るには不十分であるが，送りがなに関する聞題点のいくつかは解明できたように思われる。

　なお，この調査の分析にあたっては，語と語，あるいは送りがな表記に影響する諸要因相互の

梢関関係を明らかにするために，ぼう大なデータを綿密に分析する必要があった。そのためには

人手だけに回ることは不可能に近く，初めての試みとして電子計算機を使用して集計・分析の作

業を進めることにした。この点も，この調査研究の一つの特徴といえよう。

　この調査は，第四研究都第三資料研究室で行なったものであり，担当者および分担は次のとお

りであるG

　　　企繭・実施　　　　斎賀秀夫（当時室長，昭和43年4月から第三研究部長に配置換え）

　　　心懸・実施・分析　土屋信一

　　　実　施　　　　　　野村i推昭（昭禰42年4月就任）

なお，調査結果の集計・分析および報告書の作成は，土麗信一が当たった。

　この調査を進めるにあたって，被調査者を得るために諸方面から特別の御協力をいただいた。

心から厚く御礼申し上げたい。

昭　孝［i46　年　　1　　月

国立濁語研究所長　　岩　　淵　悦　太　郎

（圭）
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要　約

　この調査のねらい

1　納入の衷記行動における送りがなの「ゆれ」を

　とらえる。

　これまでの送りがな調査は，調査語ごとの集鐡闘

の差異を問題にしてきたが，送りがなは，個人の表

記行動の中における1’ゆれ」が大きく，それを分析

することによって，、はじめて送りがなの「ゆれ」の

本質に迫ることができる。この調査では，動詞と名

詞・蟻純語と褄合語など，縮互ξこ関連のある語にお

いて「ゆれ」を分析した。また，その結果を集駅ご

とに集めることによって，2とは違った集國閣の差

異をとらえることができた。

2　送りがな表寵の実態をとらえる。

　これまでの送りがな調査で最大のものは，畷和31

年の雑誌を対象とした「町代雑誌九十種の用語朋牢

調査」であり，これは，内繭告示「送りがなのっけ

方」翻定以前の調査として重要である。それに．対し

て，この綱査は，昭1和41年に約蕊口入を対象として

行なったもので，告示綱定後の実態を知る上で重要

である。（ただし，表記行動そのものを対象とした

のではなく，各個人の意識を対象としたものであ

り，また，サンプリング調査ではないので金国民的

な実態でもない。）

　調査対象

　この調査の被調査者は，学生および交字生活に溺

連のある職種の人々2，955人目ある。年齢的には十

代から六十代に及ぶが，中・高・大学生が多し・ため

平均年齢は22．6歳である。一般寮民と比べて，新開

を読む時闘が多く，また雑誌をよく読んでいる。大

多数の人が送りがなのっけ方に関してまよったこと

があり，社会人のほとんどの人は的麗告示「送りが

なのっけ方」があることを知っている。

　結　果

　築団閣の差異の比較から

○集照の蓬が顕著なのは，オワル（終）㌦アワセル

（合）・アツマル（集）など他の動詞を含む動詞と

その名詞化したもの，ワリアテル（割・当）・ハライ

サゲ（払・下）など複合動詞とその名詞化したもの

であり，一般公務員がきわだって少なく送り，広報

。社内報・大学生がそれに続いている。（5．1）

○年齢の差は，概して顕著で，年齢が高くなるにし

たがい，少なく送る。（5．2）

○最終学歴は送りがな表記と関連があり，学歴が高

いものほど多く送る語と少なく送る語とがあり，明

瞭に区別される。これは学歴そのものが送りがなと

関係があるのではなく，学歴が祉会における文字生

活の内容を限定しているためと考えられる。（5．3）

○経験年数と送りがな表溌の問には関係があると考

えられるが，この調査では数語にしかその関係が見

出せなカaつた。　（5．4）

○新聞を読む時間と送りがな表詑との間には相関が

あるが，毎臼読んでいる側聞名とは絹関がない。ま

た，雑誌を読む程変とは相関があるが，手紙を写す

1亘1数と寺ま相関力竃なk・・。　（5．4）

　個人の表詑行動の「ゆれ」の分析から

0表記行動の場面でのゆれは非常に大きく，調査語

の蹴列・選択肢の配列などにも影響される。（6．3）

○複合語は，誤読のおそれが少ないにもかかわら

ず，他の部分に引かれて蟻純諾よりも多く送るよう

だ。この傾向は若勲爵鷺に著しい。（6．3）（6．4）

○複合語の場合，高年齢藩は，意味の軽郵こよって

送りがなを変える向きがある。（6・4）

○名調は動詞よりも少なく送る傾晦があるが，その

程度は語の性質によってまちまちで，また，個人差

も大きい。（6・3）

○動詞と名調との関係について，年齢別にながめる

と，年齢が高い人ほど名詞を少なく送る傾向がある

ことがわかる。単純動詞と単暴琶名詞との比較から

は，29歳以下と35歳以上との二つのグループに分け

られ，29歳以下のグ／v・一ブでは動詞と名詞とを同じ

に送る傾向も強いと戦える。（6．4）

○動詞と名詞との関係について，集殿別にながめる

と，一・般公務員層・教員贋では名詞を少なく送る傾

向が強く，広報・研究春層では動詞と名詞を溝じよ

うに送る傾向が比較的強い。また，学歴別にながめ

ると，学歴が高いものほど，動詞と名詞を間じよう

に送る傾向が見られる。（6．4）

○類語の相関溺係は，一語一諾の組み合わせによっ

てまちまちであり，血紅をまとめて一つの傾向を見

出すことはできない。（7、1）

○アラワス（表）とアラワレル（規）では，アラワ

スを多く送る傾向があり，集団では大学生・研究者

層，年齢では三十代，学歴は高い層ほど著しい。こ

れは「蓑わす一現れる」と書く人が多いためで，衷

す」を「ヒョウス」と誤読されるという理由から意

識的に避けた結果と考えられる。（7．1）

○調査票の中で，ヤシナウ（養）をオコナウ（行）

と接近させて質問すると，オコナウと岡じ送り方を

する。この傾向はどの年齢衝にも見られ，また，

中学生・一般公務員・公報関係者謄に著しい。これ

は，類推カミ強く働いたためと考えられ，表記行動に

おける送りがなの「＠れ」がいかに大きいかを物語

っていると霧’える。（7．1）
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1　調査の目的

1．1調査の目的と意義

　この調査は，現代語における，読み季および書き手の送りがなの使用状況を調査・分析し，あ

わせて，それらと送りがなに諭する意識・態度との関連をも弱らかにしょうとするものである。

　第三資料研究室では，昭和37年以降，「現代雑誌九十種の用語用字調査」で得られた資料に基

づいて，漢字ならびに表記法に関する調査研究を行なってきた。その中で，38年度からは，主と

して，送りがなと，漢字・かなの書き分けの問題を取り上げ，その実態を調査し分析を進めた。

送りがなに関しては，各語を，品詞別，活用別，音節数別，語結合の種類別に分類したうえで，

送りがなの使用状況が一覧できる送りがな分析表を作成し，さらに，一つの語が他の品詞に転成

したり，あるいは複合語の結合要素になったりした場合に，送りがなのっけ方に変動が生じるか

どうかを見るために，送りがな関連表を作成した。この結果については，39年度に，「送りがな

のゆれ一覧表」を，40年度に「『送りがなのゆ2■一一覧表』補正資料」（ともに謄写版制り）を作成

し，また，「國立国語研究所年報16」（昭和39年度）　tlこは，前者の中で使用度数が20以上あるも

のを抜き書きした「送りがなのゆれている語例」を掲げた。

　「現代雑誌九十種の用語用字調査」の中の，送りがなの使用状況の分析記述によって，われわ

れは，送りがなのゆれについて，いくつかの問題点を見出した。しかし，この調査は，書かれた

文字資料，それも，書き手を離れて存在する丈字資料による調査であった。そのため，送りがな

のように，表記体系の中でも読む書くという言語行動の種々の場面によって大きな支配を受けや

すい性質のものについては，その問題点を十分明らかにすることができなかった。たとえば，

Fアカルイ」という語について，「墾い」「明るい」「明かるい」の三種の表記法があった場合，

それらが三人の別面によって書かれた資料に出てきたのと，同一一個入のさまざまな言語行動の場

面に出てきたのとでは，問題の性質が違う。そこで，実際に丈字活動をいとなむ読み手および書

き手を対象として，個人における送りがな表記の実態と，その表記と送りがなに対する意識・態

度との関連を明らかにする必要が認められた。ここに，この調査の意義がある。

　1．2　この調査における送りがなのとらえ方

　この調査で，どのような角度から，個人における送りがなの実態をとらえるか，調査の大まか

な方針について述べよう。（詳細については第2章を参照されたい。）

　「現代雑誌九十種の用語用字調査」の送りがな表記の分析の結果，われわれは，次の範翻内に

ある語の送りがなについて，最も聞題があると考えた。

　（1）送りがなのっけ方によって，二通り以上に読まれる可能性のある語。

　②　単純動詞（とくに派生動詞），および，複合動詞。

　③　動詞から転じた名詞，および，それを含む複合名詞。

　この範囲内にある語の中から，雑誌九十種調査の結果，使用度数が多く，ゆれのある語を選
　　　　　　　　　　　　　　　　翻
び，調査対象とすることにしたQ

　選ばれた語の送りがなについて，どのような角度から分析するか，以下に箇条書きにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楠＿．　り　　＿



　　　．
　〈1）被調査者の送りがな表記と，その表記を決定づけたと考えられる被調査者の生活歴（年齢

　　・学歴・職業・経験年数など）との関係

　②　思入の中に見られる，送りがな表記の法期性の分析，およびその法則性と生活歴との関係

　く3）動詞と名詞，単純語と複合語など，語の性質と送りがな表記との関係，および，その関係

　　と生活歴との関係

　（4）読む場面での送りがな表記に対する意識と雷く場面での送りがな表記との関係，およびそ

　　の関係と生活歴との関係

　（5）送りがなに対する関心・態度と送りがな表記との関係

　上のような分析をするために，被調査者として一般市民を選んだ場合は，そのサンプル数はか

なりの数になり，大規模な調査になると思われる。そこで，われわれは，丈字に関連のある職種

．の人々を重点的に選び，その全数を調査対象とすることにした。したがって，この調査で明らか

にされる実態は，社会一般の実態ではない。しかし，われわれは，ここに明らかにされたさまざ

まの閣題点が，送りがな表記そのものの本質に迫っていると確信する。

　被調査者の総数は，さまざまの分析に耐えうるには，少なくとも二千人は必要と考え，調査集

翅を選定した。その結果，総数は2955人となった。

2　調査の概要

2．0調査の流れ

この調査全体の流れを図示すると，図1（次ページ）のようになるQ

次に，この中の主要なことがらについて，概要を述べよう。

　2．1準　備　調　査

　：本調査を実施するまでに，調査語・質問形式・質問華即断の検討，調査対象の検討，集計シス

テムの検討等のために，3団の準備調査を行なった。

　準備調査1は，田本広報協会主催の「広報セミナー」　（昭恕40年11月16日～11月20日過に糠liサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
した聴講生の，同一課題による作女93編を借覧して，調査したものである。送りがながどう書か

れているか，どんなことばの送りがなが不統一であるか等を記録した。

　準備調査2は，千葉県下各市町村および県庁に勤務する広報担当老59人に対して，昭和4（1年12

月7H，集合調査として行なったものである。この調査では，ペーパー・テストの方法を用い，
　　　　　　　　　　　　（注1）　　　（泪三2）
禰査語30語を示し，選択肢法と補填法を併用して，各人がどういう送りかたをするか調査した。

また，各人の送りがなに対する意識や態度をさぐるため，たとえぽ，「ふだん丈章を書くとき，

送りがなのっけ方について迷うことがあるか」「迷うときはどうするか」「一つの語について送

りがなのっけ方が一定していたほうがいいと思うか」などの設問を用意して，選択肢法および自

由記入の形式で答えてもらった。調査語30語のうち，29語は本調査に引き継がれた。

　準備調査3は，昭和41年7月と9月に，次の4集団・182人に対して，すべて集合調査で行な

った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　3　一



e

図1　鵠査の流れ

エ 準備調査1（広報関係者の作文『り調査〉

2 調査語の検討

5

4

3 準備調査2（千葉県広報関係職黄〉

調査語噴問形式・質鵬‘∫購の検討

準1蒋調査3（東京都・神奈川県職貴ほか）

6
調査語・質問形式・質問事項等の決定

調査対象の決定
集計システムの検討

7

集計作業の実施

8

肇

集計システムの設1；

9

10 表・グラフ等の作成

ll

　　　　（調査対象）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調査実施日）

東京教育大学学生（丈学部41・教育学部24・農学都1・研究生5）41年7月4臼

東京都北多摩郡町村議会速記者　　　　　　　　　　　　　　　　41、年7月11　H

東京都職員（広報関係職）　　　　　　　　　　　　　　　旧年ワ月14臼

神奈川県職員（一般中級職）　　　　　　　　　　　　　　　　　41年9月22日

（人数）

71入

19人

34人

58人

この調査の調査票は，準備調査2り調査票を修正・増補したものである。調査語は，準備調査2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛注3）　　　（涯4）
では30語であったが，ここでは62語とした。質問形式も，選択肢法と補填法のほかに，最初にか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（趣5）
な書きの丈を与えて漢字まじり：交に書き改めさせるという方法をも加えたQこれら質問方法の差

によって，結果にどの程度の違いが見られるかを検証しようとしたためである。準備調査3の結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注6）
果にづいては，「年報18jP143～P145を参照されたい。

　　注1　つぎの蠕きかたのうちで，評しいと思うものを一つだけ〔コでかこんでくだざい。

　　注2　つぎのカタカナのことばを，もし⊂　〕の中の漢掌を使って盤くとしたら，どう書きますか。蕉

　　　　しいと思う書きかたをEニコの中に書きいれてください。

　　注3　つぎの丈字の使い方のうち，どれがいちばん瀬iみやすいと思いますか。番号を○でかこんでくだ

　　　　さい。またジあなたが書くとしたら，どの審き方をしますか。　（○は二つ以上になってもかまいま

　　　　せん。）

　　注4　つぎのカタカナのことばを，もし⊂　〕り中の漢字を使って畜くと聾たら，あなたはどう叢きま．

　　　　すか。［＝＝コの中に書きいれてください。　　　　　　tt∴　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4一



溢5　つぎの文を，あなたが普段文章を書くのと同じ程度に漢字を使って書いてください。

注6　準備調査3の結果のうち，本調査では行なわず，また，ヂ隼報18」に述べなかった事がらについ

　　て，ここに述べたい。この調査では，全く岡じ語を質問形式を変えて二度答えさせることを試み

　　た。すなわち，かな書きの文を与えて漢字まじり文に書き改める質闇丈で，　「おくりもの」　「のこ

　　り」を書かせ，補壌法の質問で，また「オクリモノ〔贈物〕」「ノコリ〔残）」を書かぜた。結果は

　　次のとおりである。

B……ひらがなの：交を自由に漢字かなまじり文に直させるもの

D……：交中のかな書きの語を，漢字を拙足して書かせるもの

　　　　　　　　表1　ノ　コ　リ（残）

残　
＼

D
＼
、
＼
B

＼

残

残　り

のこり

無答

計

X
．

11

11

残り

・X．・

2

161

無答

2

「
O

2

169 2

計

1

174

5

2

182

※の占める比率

　教育大学生

　北多摩速慰者

　東京都職員

　神奈川集職員

6．　0％

5．　6％

o・　o％

ll・　8％0

6・9t’／o

表2　オクリモノ贈物（睡・物）

這＼乳

贈 物

贈　り　物

贈　も　の

贈りもの

おくり物

おくりもの

無 答

贈物　贈り物

58
IX

×・

16

1

3

3

7

3

計 91

7

64

6

8

1

86

贈り物の

1

1

無　答

2

1

2 3

イ
論昌

s

67

82

1

10

3

15

4

182

※の占める比率

　教育大学生

　北多摩郡速認春

　東京都職員

　神奈川県職員

12・　6　ero

このように，6．0％から12，6％の

人々は，二度の設問で明らかにく

い違う答えを出している。これは

調査法の違いによる三一補填法

のほうが，漢字を示されているだ

けに～履送りがなを少なく送るの

ではないか一とも考えることが

できる。また，B「残」一D「残り」

が1人，B「贈物」一D「贈り物」

が7人いることから，個入の送り

がな表記そのものがゆれているためとも考えられる。いずれに，しても，送りがな表記は設悶によっ

て6パーーセソトから12パーセントの人に食い違いが起こるという事実は，本調査の分析の際にも考

．慮にいれねばならないことだと思われる。
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なお，上記のことについては，次の論交を参照されたい。

　　土屋信一・一一　送りがなの「ゆれ」のとらえかた

　　土屋信一　　送りがなのrゆれ」を考える

LDP（月報別冊）5　昭和45年3月

言言琶生活228　　　　　　　　昭禾口45年9月

　2．2　本調査の調査対象

　準備調査の分析の結果，本調査の対象e＃　，若年齢層を加え，全体として三千人程度とすること

にした。被調査者の内訳は，大体，中学生・高校生・大学生をそれぞれ700～800人，社会人（主

として，ふだん翻字に接する機会の多い人）を1000人程度予定した。

　本調査は，調査票・集計用力．一ド（ともに後述）の作成をまって，昭和42年2月より9月にか

けて実施された。その調査集団・調査実施旨・人数は次のとおりである。

　1中学校生徒

　　　　（調査実施校）　　　　　　　　（調査実施日）　　　（1年・2年・3年）　　　（合計）

　　東京都北区立稲付中学校　　　　　　42・3・9　　　　95人　85人　78人　　　　258入

　　東京都江東区立砂町中学校　　　　　42．3．12　　　　　89人　86人　75人　　　　　250人

　　東京教育大学附属中学校　　　　　　42・3．9～13　　81人　78人　80人　　　　239人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計）　　　　747人

　2　高等学校生徒

　　東京教育大学附属高等学校　　　　　42・6・30　　　　－　　89人　89人　　　　178人

　　東京都立赤城台高等学校　　　　　　42。5．・25　　　　43人　49人　48人　　　　140人

　　東京都立志村高等学校　　　　　　　42・6・26～27　　52人　44人　47人　　　　143入

　　東京都立千歳高等学校　　　　　　　42．6．28　　　　49人　50人　49人　　　　148入

3　大学生

東京学芸大学教育学部

埼玉大学教育学部

聖心女子大学丈学部

立教大学丈学部

跡見学園短期大学

42．　5．25’v6．6

42．　7．　4－6

42．　5．11

42．　6．22

42．　6．　29

　　　　　（小計）

（1年。2年。3年・4年）

　一　　1人　67人　42人

92人　2人　96人　12人

19ノ＼　　37／Y　　33／Y　　16／Y

　一一　　　　一　　32ノ＼　　14ノ＼

182入　　一　　『　　一

609人

110入

202入

105入

46人

182入

4　一般公務員

税務大学校本科研修生

岩手県職員（丈書事務関係）

42．　5．　22

42．　8．　IO，　8．　24

（小計）

21i人

215人

645人

（小計）　　426ノ＼

5　広報・社内報担当者

滋賀県広報関係職員

　日経連社内報セミナー受講者

42．　2．2e

42・　4．24”w26

一一@6　一一

37人

50人



　　葉京都広報関係職員　　　　　　　　42．5．25　　　　　　　　43人

　　由形県広報関係職員　　　　　　　　42．8．25　　　　　　　　　61人

　　黛本広報協会広報セミナー一受講者　　42．8．21～28　　　　　　104人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計）295人

　6　公立学校小中学校教員

　　中野区小学校教員　　　　　　　　42．5。19　　　　　　　　25人

　　板橋区小学校教員　　　　　　　　42．6．27　　　　　　　　25人

　　千i葉県小中学校教員　　　　　　　　　42．5．18　　　　　　　　　104人

　　稲付中・砂町中教員ほか　　　　　　中学生調査H｛F　　　　　　20人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計）174人

　7　国語学者・研究者

　　調査対象の大学の教官　　　　　　　大学生調査時　　　　　　　　6人

　　溺立国語研究所研究員　　　　　　　42．5．10～15　　　　　　53人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計）　59人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総計　2955人

各調査解離の，性別・年齢別の構成，および社会人の各集団の，学歴別・経験年数別の構成を表

3～表5（巻末），図4～図5（24ページ）に示そう。被調査者の他の性格に関しては，4「被調

査素に関する分析」で詳しく述べる。

　2．3　本調査の担当者

　本調査は次の三王が共同で行なった。

　　斎賀秀夫（調査当時，第三資料研究室長）　土屋信一（第三資料研究室員）　野村雅昭（第

　　三資料研究室員）

　　責任の分担は次のとおりである。

　　　　計画……斎賀・土屋

　　　　実施……斎賀・土屋・野村

　　　　集計・分析……土屋

　　　　記述……土膣1

　なお，調査票の作成・集計整理・製蓑などに，研究補助員菅野裕子・小幡利子のほかアルバイ

ター十数名が従事した。

　2．4　本調査の方法と内容

　本調査は，集合調査で行なった。（社会人の一部tlこは，留め置き調査で行なったものもある。）

これは，集合調査で行なうのが，最も等しい調査条件を作り得ると考えたからである。調査時間

は，だいたい，30分から50分ほどであった。

　被調査岩に配布したものは，調査票と，その結果を記入するカードとの2種類である。．カード

は，すべての中学生と，大部分の社会入については，配布記入させなかった。その他の層の被調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　7　一一



査者には，調査票の記入後，カードを配布して記入させた。

　調査票の内容は，次の三部分からなる。（詳綱については，2．5参照。）

　（A）被調査者の生活歴を調べる事項……年齢・学歴・職業・経験年数・新聞を読む時間・手

　　　　　紙を書く縢数，等。

　（B）送りがなのゆれのある語（46語）……選択肢法によって，被調査者が実際に書く表記

　　　　　と，読みにくいと思う表記を選ばせる。

　（C）　国語の表記，とくに送りがなについての知識・意見等を調べる事項・・…・ふだん丈章を書

　　　　　くときどんな事で迷うか，内閣告示「送りがなのっけ方」を知っているか，またそれ

　　　　　を利用しているか，等。

　なお，選択肢，とくに（B）の送りがな表記の選択肢については，調査表にあげた以外の答え

は，ほとんどあり得ないことが，準備調査の段階で確かめられている。

　調査語46語は，類語同志が，互いに干渉し合わないように，意識的に散らせて並べた。（ただ，

「ヤシナウ（養）」と「オコナウ（行）」は，類推の程度を見るために，意識的に接近さぜた。）

また，選択肢の配列も，類型的にならないよう考慮したQ2～4選択肢の設問は同じような順序

にならないよう配列し，5選択肢以上のものは，選びやすくするために，送りがなの多いほう，

または少ないほうから順に配列して示した。

　調査語46語を，語の性質から分類すると，次のようになる。○印の中の数字は，質問の順を示

し，（）で括られたかなを，送るか否かを見た。

○単純動詞

　1⑳養（しな）つた

　　②現（らわ）れた・⑯異（とな）って・⑳表（らわ）した・⑭行（こな）つた

　　　　（注）②以下の四語は，内閣告示で活用語尾より一音節多く送ると定められているもの。

　2⑩終（わり）ます・⑭合（わせ）て・⑱上（が）りました・⑳集（つま）って・㊥生（まれ）る

　　　　（注）2は，再活用動詞・派生動詞と呼ばれるもの。内閣告示で，r活用しない部分に他

　　　　　　の動詞の活用形またはそれに準ずるものを含む動詞」としているもの。1はそれ以

　　　　　　外のもの。複合動詞以下の1。2の別も同じ。

O複合動詞

　1④割（り）当（て）られた・⑬受（け）付（け）て・⑯売（り）出（し）た

　2〔前1一後2〕①申（し）合（わ）せ・⑳誘（い）合（わ）ぜ

　　　〔前2一後1〕⑧向（かい）合って

　　　〔前2一後2〕⑳生（まれ）変（わ）る・⑭浮（かび）上（が）る

○単純名詞

　A本来の名詞（活用語の名詞化し，たものでない名詞）

　　⑳隣（なり）

　　⑳お互（がい）に・⑳幸（わい）・⑳清（さけ）

　　⑦後（しろ）側

　　　（注1）　体来の名詞」としたものの中には，例えば，「闘　「幸い」などのよう1こ動詞との関連の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一8一



　　　　　ありそうなものもあるが，これらは今欝の一一般の需語意識としては，名詞と考えるほうが自然

　　　　　であると考えた。

　　　（注2）⑳以下⑦までは，内閣告ボで一音節透ると定められているもの。⑦は複合名調と見る1二とも

　　　　　でき’る。

　B活用語（動詞）の名詞化したもの

　1⑰割（り）・⑳祭（り）・③勢（おい）・⑳晴（れ）

　　＠行（ない）・⑭断（わり）

　　⑤次（ぎ）・⑳話（し）

　　　（注）　⑤・＠は，内閣告添で「送りがなをつけなくてもよい」と定められているもの。

　2⑫集（つまり）・⑳起（こり）・⑳終（わり）

O複余名詞

　A複合動詞の名詞化したもの

　1⑯大売（り）出（し）・⑳劉（り）舎（い）・⑳払（い）下（げ）・＠受（け）付（け）係（り）

　2⑳組（み）合（わ）せ・⑳申（し）食（わせ）慕項

　B活用語の名詞化したもの÷非活用語

　1⑪晴（れ）着

　2⑥上（がり）口

　C非活用語十活用語の名詞化したもの

　1⑲手続（き）・⑳役（く）割（り）

　2⑨昭和生（まれ）・⑳値上（がり）

　　　（注）　＠はB・Cにも，⑳はBにもかかわる。

　2．5調査票・カード

　10ページから18ページに掲げてあるものが，この調査の調査票であるQ全集闘のうち，滋賀県

職員だけは，まだ，この調査票の作成される以前の段階で調査を実施したので，別回りの調査票

を使用した。ここに掲げた澗査票とは，（C）部分その他で，わずかではあるが，字句の異同が

ある。

　19ページから20ページに掲げてあるものが，集計朋のカードである。高校生・大学生の調査で

は，調査票に記入後，本入にその内容を転記させた。中学生および大部分の社会人の集団につい

ては，調査票を回収後，蝿方で転記した。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 国 研 三 資 （ S 4 1 ）

　 　 　 国 立 国 語 研 究 所 か ら の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 お 　 ね 　 が 　 い

◎ お 手 数 で す が 、 こ の 調 査 に ご 協 力 く だ さ い ま す よ う 、 お ね が い い た し ま す 。 こ の 調 査 は 、

　 翻 民 の 臼 常 生 活 に お け る 文 字 の 使 い か た に つ い て の 学 問 上 の 資 料 を 得 る の が 還 的 で す 。

◎ こ の 調 査 票 に い っ た ん 記 入 し て い た だ い た あ と で 、 別 の カ ： ド を お く ば り い た し ま す 。

ご め ん ど う で す が 、 そ の カ ー ド に 、 み な さ ん が 調 査 票 に 記 入 さ れ た 結 果 ・ 窓 、 転 記 志 て い

　 た だ き た い と 存 じ ま す 。

◎ こ の 力 董 ド は ・ そ の ま ま 機 械 に か け て 読 ま せ ま す の で 、 カ レ を 折 り ま げ な い よ う 、 お

　 ね が い い た し ま す 。

＼

種
別

；
i
xi
　
o
．

H
t’

P ’

◎ あ て は ま る と こ ろ を ○ で か こ ん で く だ さ い 。

○ 中 学 　 　 高 校

O I 年 　 　 2 年
　 大 学 　 　 一 般

（ 　 学 部 ）

　 3 年 　 　 4 年

梅

お な ま え

δ i



囚 つ ぎ の 嘉 の あ て は ま る あ を ○ で か ・ み 、 （ ） 欄 に は 記 入 し て 愛 ・ い 。

　 　 　 を つ け た 項 目 は 、 社 会 人 の か た だ け 記 入 し て く だ さ い 。

　 　 1 　 院 　 別 　 　 男 　 　 女

　 　 2 　 年 　 令 　 　 満 （ 　 ） 歳

　 ＊ 3 　 最 終 挙 歴 　 　 小 学 校 　 　 中 学 校 　 　 高 等 学 校 　 　 　 　 　 　 大 挙

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 旧 綱 高 小 を ふ く む X 暇 制 中 学 ・ 高 女 を ふ く む X 高 専 を ふ く む ）

　 ＊ 4 　 現 在 の お 仕 事 （ な る べ く 具 体 的 に ）

＊ 邸

6
＊ 5

7
8

9

そ の お 仕 事 に は い っ て か ら の 年 数 （ 　 ） 年

新 聞 は 毎 日 平 均 し て 何 分 ぐ ら い 読 み ま す か 。

　 読 ま な い 　 　 1 0 分 以 内 　 　 2 0 分 以 内 　 　 3 0 分 以 内 　 　 3 0 分 以 上

毎 日 読 む 新 聞 名

　 朝 日 　 　 毎 日 　 　 読 売 　 　 産 経 　 　 臼 経 　 　 地 方 紙 へ 　 　 　 　 ）

　 ス ポ ー ツ 紙 （ 　 　 　 　 ） 　 　 そ の 他 （ 　 　 　 　 ）

ふ だ ん 雑 誌 や 本 な ど を 読 み ま す か 。

　 読 ま な い 　 　 た ま に 読 む 　 　 よ く 読 む

こ の 一 か 月 に 、 書 入 的 な 忌 事 で 、 手 紙 や 葉 書 を 何 通 ぐ ら い 出 し ま し た か 。

　 出 さ な か っ た 　 　 1 通 か ら 3 通 　 　 4 ・ 5 通 　 　 6 通 以 上

回
　 （ 1 ） つ ぎ の 文 字 の 使 い か た の う ち で 、 あ な た は 、 ふ だ ん ど の 書 き か た を し て い ま す か 。

　 　 　 　 そ の 番 号 を ○ で か こ ん で く だ さ い 。

　 　 　 　 （ な る べ く 一 つ を 選 ん で い た だ き た い の で す が 、 こ と ば に よ っ て は 、 ○ が 二 つ 以

　 　 　 　 上 に な っ て も か ま い ま せ ん 。 ）

　 （ U ） こ ん ど は 物 を 読 む 立 場 に な っ て 考 え て く だ さ い 。 あ な た が 読 み に く い 、 不 適 当 だ 、

　 　 　 　 い や だ と 思 う 書 き か た が あ っ た ら 、 下 の 欄 の 番 号 に × を つ け て く だ さ い 。 　 （ × は

　 　 　 　 二 つ 以 上 つ け て も か ま い ま せ ん 。 ）

一 ご



へ 答 え か た の 例 ）

1
2

3
4

． 5

6
7

婦 入 会 で 、 つ ぎ の よ う に

1 申 し 合 わ せ ま し た 。

2 申 合 わ せ ま し た 。

3 串 合 せ ま し た 。

4 申 し 合 せ ま し た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 現 わ れ た 。

雲 の 中 か ら 太 陽 が 監 2 現 ら わ れ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 現 れ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 勢 お い で

わ が 社 は 、 い ま 日 の 幽 の 　 2 勢 い で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 勢 で

　 1 割 り 当 ら れ た

　 2 割 り 当 て ら れ た

　 3 割 当 ら れ た

　 4 割 当 て ら れ た

餌

　 　 　 　 　 　 1 次 の 　 ．

こ の 悶 題 は

　 　 　 　 　 　 2 次 ぎ の

彼 女 は 階 段 の

小 学 校 は 役 場 の

発 展 し て い ま す 。

仕 事 は 、 必 ず や っ て く だ さ い 。

会 議 で 、 再 検 討 し ま す 。

1 土 ・ が り 口 で

2 上 り 口 で

3 上 口 で

－ 麦 即 旧 こ　 〆 イ ー ノ ー ー

2 後 ろ 側 に

3 後 し ろ 側 に
し ば ら く た め ら っ て い た 。

あ り ま す 。
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… 一 ω 一

16

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ リ

わ た し と か れ と は か な り 好 み が

1
5 デ
t
tパ ミ

ト の

14

32
1
黒
異
黒

ノ
ヘ
　
　
ノ
ヘ
　
　
ノ
へ

と
な
つ

な
っ
て

つ
て
て

い ま す 。

会 員 は 男 女

43
21
大
大
大
大

ろ
レ
　
コ
ニ
　
で
　
ぜ
で
　
コ
こ
ま
ゴ

tJ
L’
フ
u　
tt
〔
＝
ヲ
u

り
り
出
畠

出
出
は
し

は
し
　
は

　
は

1 合 わ せ て

2 合 せ て

3 合 て

百 名 を こ す 。

3
1

た い へ ん な に ぎ わ い を 兇 せ ま す 。

12 き ． ． 小 う は 青 年 会 の

1 集 ま り が

2 集 が

3 集 り が

4 集 つ ま り が

1
1

い ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 コ ゆ く モ コ つ

成 人 武 の 女 子 の 服 装 に は

1
0
．

こ れ で わ た し の 発 表 を

あ る 。

9 わ た
’
し は

g

1 終 ま す 。

2 終 わ り ま す 。

3 終 り ま す 。

1 晴 着 が

2 晴 れ 着 が
　 ロ 　 ぬ 　 　 　 　 　 　 ロ

目 白 ち ま つ

ふ た り は

1 昭 和 生 ま れ で す 。

2 昭 和 生 で す 。

3 昭 和 生 れ で す 。

1 向 い 合 っ

2 向 合 っ て

3 向 か い 合 つ
　
て

て

こ し を か け た ◎

の
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読
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23
22

21
20

1
9

1
8

1
7

24
26

25

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 割 り の

農 家 の 副 業 と し て は 、 比 較 的 　 　 　 　 　 　 い い 仕 事 で す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 舗 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 上 り ま し た 。

毎 朝 の 練 習 の 効 果 は 、 か な り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 ⊥ が り ま し た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 乎 続 き は 　 か ・ た ん

国 民 年 金 に 加 入 す る 　 　 　 　 　 　 　 簡 単 で す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 手 続 は

　 一 お ． 互 い に

　 2 お 互 に 　 　 　 交 通 規 則 を 守 り ま し ょ う 。

　 3 お 互 が い に

・ の 神 社 の 辮 は 下 ＋ 月 に お ・ な わ れ ま す ．

　 　 　 　 　 　 1 行 な い が

目 立 た な い 　 2 行 が 　 　 　 認 め ら れ 、 衷 彰 さ れ た 。

　 　 　 　 　 　 3 行 い が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 表 ら わ し た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い 　 か ん

こ の 事 件 に 対 し て 、 大 隠 が 遺 憾 の 意 を 　 2 表 わ し た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 表 し た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 割 り 合 で す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 、 　 　 　 　 　 　 　 　 2 割 合 い で す 。

実 際　 　 に 加 入 す る の は 、 十 人 に 一 入 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 割 合 で す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4 割 り 合 い で す 。

五 塗 ・ ぶ ・ の 対 面 で 鮭 に ｝ 花 を ・ か せ た ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！ － … み 　 一
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　 　 　 　 　 　 1 払 い 下 を

　 　 　 　 　 　 2 払 い 下 げ を

古 い 木 材 の 　 　 　 　 　 　 　 　 受 け た 。

　 　 　 　 　 　 3 払 下 を

　 　 　 　 　 　 4 払 下 げ を

軽
い

ｯ が で す ん だ の が 妻 中 の 轟 雛 ゼ ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 幸 わ い だ つ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 起 り に

　 　 　 　 　 は こ

こ の 門 愛 の 箱 」 の 　 2 起 に 　 　 　 つ い て 説 明 し ま し ょ テ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 経 こ り に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 曳

　 　 　 　 1 値 上 が り は

米 価 の 　 2 値 上 は 　 　 　 す ぐ 生 活 に ひ び い て き ま す 。

　 　 　 　 3 漕 ｝ h り よ　 　 　 　 　 － 素 　 　 　 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 生 ま れ 変 わ る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 生 ま れ 変 る と

人 払 は 一 生 の う ち に 三 度 　 3 生 れ 変 わ る と 　 　 い う 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4 生 れ 変 る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5 生 変 わ る と

　 1 断 な く

　 2 断 わ り な く 　 こ こ へ 駐 車 し て は い け ま せ ん 。

　 3 折 り な く

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 描 一
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日
　
本
　
で
　
は

　
年
　
閥
　
に
　
約
　
百
　
七
　
十
　
万 ‘
人

　
の
　
赤
　
ち
　
や
　
ん
　
が

32
ヱ
れ
る
ま
る
。
れ

し
ニ
ト
　
　
　
　
ツ

　
　
鴛

4
1 市 役 所 の

1 受 ナ 寸 ナ 系 り に　 　 ’ 　 　 一 　 ｛ ζ 　 ！ 筆

2 受 け 付 け 係 に

3 受 け 付 係 り に

4 受 け 付 係 に

5 受 付 け 係 り に

6 受 付 け 係 に

7 受 寸 系 り に　 　 ’ 　 　 で f

8 受 付 係 に

40 会 談 の は じ め に 昨 年 決 め た

た ず ね て く だ さ い 。

39 ひ と か け ら も 持 ち あ わ せ て い な い 。

38

あ の 男 は

1 情 け な ど

2 謄 な ど

3 騎 さ け な ど

3
7

　
世
　
聞
　
を
　
さ
　
わ
　
が
　
せ
　
た
　
こ
　
の
　
事
　
件
　
も
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1

臨
終
終

は
り
わ

　
は
り
　
　
は
あ っ け な か っ た 。

3
6 現 在 の ア ジ ア 清 勢 の 中 で の 日 本 の
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1 晴 で す 。

2 晴 れ で す 。
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4
3 @ 成 人 式 を

1 行 っ た

2 行 こ な っ た

3 行 な ・ 、 た

あ と で 記 念 写 真 を と る 。

の
に
読

　
　
く
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み

1
2

3

4
4

ニ ロ マ ワ 　 　 さ

捜 査 線 ⊥ に 三 人 の 容 疑 者 が

1 浮 ⊥ が る 。

2 浮 び 上 る 。

3 浮 び 土 が る 。

4 浮 か び し る 。

5 浮 か び ト ． が る り

の
に
読

　
　
く

は
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み

1
2

3
4

5

45 @ 試 合 一 ） そ な え て 〔 日 休 養 を 取 り 、 鋭 気 を

1 養 な っ た 。

2 養 し な っ た 。

3 養 っ た 。

の
に
読
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2

3

46 @ A 社 に 続 い て B 社 も 小 型 乗 用 車 を
1 売 り 出 し た 。

2 売 出 し た 。

3 売 忠 た 。

の
に
読

　
　
く

は
い
み

1
2

3

回 あ て は ま る 糞 を ○ で か ・ ん そ だ 三 。

　 一 、 ふ だ ん あ な た が 文 章 を 書 く と き 、 文 字 の 書 き あ ら わ し か た で 迷 っ た こ と が あ り ま す

　 　 　 か 。

　 　 　 　 1 　 迷 っ た こ と が あ る 。

　 　 　 　 2 　 迷 っ た こ と が な い 。

　 〈 右 の ユ に ○ を つ け た か た は 、 つ ぎ の a ・ b の 設 問 に も 答 え て く だ さ い 。 ＞

　 　 a 　 迷 っ た の は 、 特 に つ ぎ の ど の 問 題 に 関 し て で す か 。 　 （ ○ は 二 つ 以 上 つ け て も か ま

　 　 　 い ま せ ん 。 ）

b

1
2
3
4
5

ど の 漢 字 を 使 っ た ら い い か 。

漢 字 の 字 体 が こ れ で い い か 。

か な で 書 く か 、 漢 掌 で 書 く か 。

送 り が な を つ け る か 、 つ け な い か 。

か な づ か い が ま ち が っ て い な い か 。

迷 っ た と き 、 あ な た は ど う し ま す か 。 　 （ ○ は 二 つ 以 ⊥ つ け て も か ま い ま せ ん 。 ）

1 　 自 分 で 適 当 に 判 断 す る 。 ・

2 　 人 に た ず ね る 。

3 　 国 語 辞 典 、 表 記 辞 典 な ど で 調 べ る 。

4 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

二 、 送 り が な の っ け か た に つ い て は 、

た ほ う が い い と 思 い ま す か 。

一 つ の 語 に つ い て 書 き あ ら わ し か た が 一 定 し て い
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一 つ に き ま っ て い る ほ う が い い 。

ど ち ら を 書 い て も い い と い う よ う に 、 あ る 程 度 の 。 幅 が 認 め ら れ た ぼ う が い

い 。
自 分 の 思 う と お り 勝 手 に 書 け た ほ う が い い 。

わ か ら な い 。

そ の 他 の 意 見 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

三 、 送 り が な の っ け か た に つ い て は 、 政 府 が 公 式 に 決 め た 規 則 （ 昭 和 三 四 ・ 七 ・ 一 一 内

　 　 公 告 承 「 送 り が な の っ け 方 」 ） が 出 て い ま す 。 そ う い う も の が 出 て い る こ と を 知 っ

　 　 て い ま す か 。

　 　 　 1 　 知 っ て い る 。

　 　 　 2 　 知 ら な い 。

〈 右 の 一 に ○ を つ け た か た は 、 つ ぎ の 設 問 に も 答 え て く だ さ い 。 ＞

　 a 　 そ う い う 規 則 を 実 際 に 見 た こ と が あ り ま す か 。

　 　 　 1 　 全 然 晃 た こ と が な い 。

　 　 　 2 　 自 分 の 手 も と に は あ る が 、 実 際 に 使 っ た こ と は な い 。

　 　 　 3 　 手 も と に は な い が 、 兇 て 使 っ た こ と は あ る 。

　 　 　 4 　 手 も と に あ っ て 、 必 要 な と き 使 っ て い る 。

〈 右 の 3 ・ 4 に ○ を つ け た か た は 、 つ ぎ の b ・ c の 設 聞 に も 答 え て く だ さ い 。 ＞

　 b 　 あ の 規 則 は 、 わ か り い い 漁 期 だ と 思 い ま す か 。

　 　 　 1 　 わ か り い い 。

　 　 　 2 　 わ か り に く い 。

　 c 　 あ の 規 則 に つ い て は 、 つ ぎ の よ う な 意 見 が あ り ま す が 、 あ な た は ど の 牝 ， ∂ ， 、 、 ． ． ．

　 　 で す か 。

　 　 1 　 あ の 規 則 は 改 め る べ き だ 。

　 　 2 　 あ の 規 則 の ま ま で い い 。

　 　 3 　 あ の 規 則 は 廃 止 す べ き だ 。 　 （ 規 則 を 立 て る の は 、 も と も と む ず か し い か ら 、

　 　 　 　 統 一 し た い な ら 、 用 例 集 だ け を つ く れ ば い い 。 ）

　 　 4 　 そ の 他 の 意 見 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

〈 右 の 一 に ○ を つ け た か た は 、 り ぎ の 設 問 に も 答 え て く だ さ い 。 ＞

d 　 あ の 規 則 を 改 め る と す れ ば 、 つ ぎ の ど の 方 剣 に 賛 成 で す か 。 　 （ ○ は 二 つ 以 上 つ け

　 て も か ま い ま せ ん 。 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ん た ん

　 　 　 規 則 そ の も の が 複 宣 す ぎ る か ら 、 も っ と 簡 単 な 、 す っ き り し た 形 に 改 め る べ き1
だ 。
2 　 不 必 要 に 送 り す ぎ て い る か ら 、 も っ と か な の 都 分 を 少 な く す べ き だ 。 　 （ 覚 え や

す さ よ り も 、 こ れ ま で の 慣 用 を 尊 重 す る 。 ）

3 　 例 外 規 定 や 許 容 事 項 は 、 で き る だ け へ ら し て 、 原 則 的 な も の だ け に す べ き だ 。

（ こ れ ま で の 慣 用 よ り も 覚 え や す さ を 尊 重 す る 。 ）

4 　 書 く と き め ん ど う く さ い か ら 、 も っ と 簡 潔 に 磐 け る よ う 、 か な の 部 分 を 少 な く

　 す べ き だ 。

5 　 そ の 他 の 意 見 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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3　集計作業の概要

3．↑集計すべき事項

　この調査で分析・記述する事がらにつL．・ては1。2で述べたが，それらに必要な集計表を，分析

・記述する窮三三に列挙すれば，次のとおりである。

の　被調査者の生活歴を調べる。……（A）の各項昌の，集団別・年齢鋼などの表

12）被調査者の送りがなに関する知識・蘭心等について調べる。……（C）の各項嗣の，集羅

　　　別・年齢別などの表

〔3）送りがな表記と生濤歴との関係……（B）の各語の，集団別・年齢別など（A）の：頂搭溺の表

㈲　鰻入の中に見られる送りがな表記の法剛性について調べる。……同類の語（例えば，②

　　　　「現われる」と⑳「表わすjの類）および類推の働く可能性のある語（⑱Fヤシナウ」

　　　と萄「オコナウ」の類）の集國別・年齢別などの縮関表

㈲　語の性質と送りがな：表記とめ関係について調べる。

　　　　1単純と複合

　　　　単純動詞と複合動詞…⑭「アワセル」一①「モウシアワセル」

　　　　　　　　　　　　　　⑭「アワセル」一⑳「サソイアワセル」

　　　　　　　　　　　　　　⑫「ウマレル」一働「ウマレカワル」

　　　　　　　　　　　　　　⑱「アガル」一⑭「ウカビアガル」

　　　　単純名詞と複合名詞…動「ハレ」一⑪「ハレギ」

　　　　　　　　　　　　　　＠「ワリ」一一⑳「ヤクワリ」

　　　2動詞と名詞

　　　　単純動詞と単純名詞…⑲「オコナウ」一⑳rオコナイ」

　　　　　　　　　　　　　　⑩「オワル」一⑳「オワリ」

　　　　　　　　　　　　　　⑳「アツマル！一⑫「アツマリ」

　　　　複合動詞と複合名詞…⑲「ウケツケル」一＠「ウケツケガカリ」

　　　　　　　　　　　　　　⑯「ウリダス」一⑮「オオウリダシ」

　　　　　　　　　　　　　　①「モウシァワセル」一⑩「モウシアワセジコウ」

　　　3複合語の前部分と後部分…⑥「アガリグチ」一⑳「ネアが幻

　　　　　　　　　　……上記の組み合わせの，集団別・年齢別などの桐関表

⑥　書くときと読むときの送りがな表記の関係を調べる。……（B）の各語における実際に書く

　　　表記と，読みにくい表記との組み合わせの，集団別・年齢別などの掘関表

⑦送りがなに対する関心・態度と送りがな蓑記との関係を調べる。……（B）の各語の，（C）

　　　の各項屠（とくに二・三）別の表

3．2　集計作業の流れ

前節に述べたように，集計作業の内容はかなり複雑であり，量も多いので，国立国語研究所の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一21一



電子計算機冠ITAC－3010を使用することにした。鼠語研究所の電予計算機は，データを紙テ

ーー vまたは磁気テープで入力する形式（テープ・ベース）であるため，調査票に記入された事項

は，次のような五段階の作業を経て，磁気テープに入2’しられた。（詳細については，「LDP

（月報別BiD」1土屋信一「送りがな調査の集計システム」を参照されたい。）1から租までは調

査補助者の作業で，黙「は三菱事務器販売橡式会社に依託／．．V議β立システムエンジ＝アリソグ

株式会社に依託し，VIV9は国藷研究所で行なった。

1　調査票に整理番号等を書きこむ。

　これは各調査票に整理番考と被調査者の所属する集団の略号を書きこむ1巡業である。整理番幕

：は，次のようにつけた。

　1001～中学生，2001～高校生，3001～大学生，7001～一般公務員，8001～広報・社内報担当

煮，9001～教員，9601～研究者

集隅の略号とは，例えば稲付中学なら1，砂町中学ならSU，というようにPt・一マ字で1音節分

を，集団の識別のために整理番号の後に付したものである。

1工　調査票の内容をカードに転記する。

搬　調査票とカードを照合・検査したのち，磁気鉛筆で書きこむ。

　調査票とカードの照合・検査のうち，被調査者自身が転写したカードで調査票との閥に食い違

いがある場合は，転写の際，被調査者が答えを訂正したものと判断して，カードのほうを正しい

ものとして扱った。また，磁気鉛筆というのは，フェライト（酸化鉄）を含んだ鉛筆のことであ

る。

N　ULP－ML磁気読取穿孔装置でカードをパンチする。

　この装｛置は，磁気鉛筆でマークされた部分を磁化してから，それを読み取って，指定する紘殿

にパンチし，IBM80欄カードを作る装置である。

V　磁気テープに入れるQ

　これは，カード・リーダーのあるHITAC－3010によって，“1で〆｝三成されたカードを読み取

り，磁気テープに書きこむ作業である。

W　磁気テープ上のデータを整理する。

　これは，Vで磁気テープに書きこまれたデータを，集計1乍業の進めやすいように手を加え，別

のデータ・テープを作る作業である・その際1からVまでのあいだに起こった，機械および人問

のミスを発見・修正する作業もあわせて行なった。その詳細は前記「LDPjの土屋の論交を参

照されたい。ただ，一つだけ，「ウケツケガカリ」の選択肢の扱いについて，ここに述べよう。

　「ウケツケガカリ」は8選択肢の組み合わせが90通りもあったので，8選択肢を次のように統合

した。

1讃さく葦乏言己

　（1）受け付け係り・②受け付け係　→受け付け～

　（3）受け付係り・（4）受け付係　→受け付～

　（5）受付け係り・（6）受付け係　→受付け～

　⑦受付係り・（8）受付係　　　　　→受付～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一22一



　（1）・（3）．　（5＞・（7）　　　　　　　　　　　　　　→～係り

　／2）・（4）・（6）・（8）　　　　　　→～係

2読み｛こくし・i表君己

　tl＞・（2）がともにある　　　　　→受け付け～

　〈3）・（4）がともにある　　　　　→受け付～

　（5）・（6）がともにある　　　　　一〉受付け～

　（7）・（8）がともにある　　　　　→受付～

　〈1）・（3）・（5）・⑦がすべてある　→～係り

　②・（4）・⑥・⑧がすべてある　→～係

聡　電子計！算機で集計する。

　これは，HITAC－3010を使って，種々の集計作業を行ない，結果をライン・プリンターで『

打ち出す作業である。

一23一



園4　社会入の各層の学歴別構成 図5　社会人の各層の経験年数別構成

％ ％

．1⑪0 園小学校卒　　100

麗・樽校卒　　　　　　　磁

90 翻高校卒　　　go

璽大学卒
，80 日無　答　　　　80

70 70

．60 60

．50 50

40 40

30 30

20 20

10 10

広 教 研 広 教 研
般 報 員 究 般 嬢 員 究
霧
員
萬
報

．溶

公
務
員

挽
内
軽
芝

者

囲1年未瀧

鍍】ト3墨

昌4～5苗
魍6～圭o第

ヨ！ト15準

圏三6～20年

翻21年玉り，i＝

図8　各年齢層の学歴別構成 図8－2賓学歴の年as男fi構成

醗大脚r
1論 團高校卒　％

剪?学卒100
口三2－49。羨

?20・一2蹴

9⑪．

賦小学卒

?無　答　go
自25～2蛾

怩R0物3峨

so 80 翅35～39歳

圃40－49歳

7〔1一 70 璽5幟一

60 60

園旗答

θ
　
　
　
　
　
　
0
柵
a
　
　
　
　
　
　
　
4

50

S0

，

i

0
　
　
　
　
　
　
0
つ
」
　
　
　
　
　
　
ワ
一

　　　　30

P　　　　　　　　20．

i

1G i
ilI　　　　10

1

i …
・
1
・

12 20 25 30 35 40 50 小 中 高 大
～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳 学 学 校 繁
鍵 鍵 駕 驚 鯉 鍵 ～ 卒 卒 卒 卒

一24一



衷6　男女の年齢別講成

　　年齢

ｫ別
王2～19歳 2⑪～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50歳．～ 無　　答

　　き激　！

男 778 114 119・ 215 193 169 57 11 1656i　　　

女 884一　　一 291 21 19 36 3G 2 7
12・3｛

無　　答 4 1 1
　　　1　

@｝　㎜ 一 一 ｝
6

表7　一会人の各層の年齢別構成

　　　年齢

w
12～三9歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 5G歳～

鉦　　　鼓，5い　　　　　　　界コ

「
計

…　　　　般 2 王7 46 玉26 122 81 30 2 426

広報・社内報 10 41 69 75 50 37 12 1 295

教　　　　蝿 …
13 12 24 42 72 玉1 0 174

研　究　者 一
12 8 9 王5 9 ・1・ 訓

社会人全体 玉2 S3 135 234 229 199 59　　　　3

95罰　繍

衰8　社会人の年齢と掌歴との関係

　　年齢

w歴
王2～19歳 20～24歳 25～29歳

　　　　　130～3

D 35～39歳 40～49歳 50歳～ 無　　箸 合計

小　　卒 … 一　　　　　　2 5 2
…

9
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『
389

掘　　　難μh　　　　　　　μ司
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1 3 3 5 9

一 …
21
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表9　年齢と経験年数と．の関係（社会人）
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4　被調査者に関する分析

　この章は，この調査の2955人の被調査老の，社会生活とくに丈字の読み書きに関する行動がど

のようであるか，また，国語の表記とくに送りがな表記についてどのような知識・意見等を持っ

ているか，の二点について，前者は調査票の項MA，後者は項目Cを中心にして述べたものであ

る。

　4．1項目Aの集計結果とその分析（D

　Aの各項Hのうち，各集団の男女構成，年齢別・学歴別・経験年数別の構成については，表3

・4・5に掲げた（巻宋）。これらは，丈字の読み書きに関する行動より以前の，被調査者の基礎

的特質に関することなので，最初に，この内容の検討をし，送りがな表記の分析にどれが必要か

考えよう。検討に必要な図4～8，表6～11を24ページから26ページに掲げる。

◎層　別

　　24の調査集照を中学以下7層に分けた。この各層の差，とくに社会人の各層の差について考

　えよう。社会人の年齢別構成をみると，教員層がやや平均年齢が高いという程度で，全体に大

　きな差違はない。しかし，学歴別構成は，図4のように明らかな差があり，また後述するよう

　に，Aのその他の項擦やCの項目で，層別による特微が，はっきりしている。したがって，こ

　の層別による見方は必要だろうと考える。

◎性　別

　　総計では，男性1656人（56．　0％）に対して女｛生1293人（43．8％）でそれほど大きな差はない

　が，集団鋼に見るとかなり男女の差がある。男女の比率の比較的等しい層は，中学・高校・教

　員・研究者であり，他は男性または女性にかたよっている。さらに，男女の年齢別構成をみる

　と，表6のようになり，女性が若い世代にかたよっていることがわかる。したがって，この調

　査で送りがな表記と性別との関係をみるのは無理だと言える。また，本来送りがな表記が性溺

　とかかわりを持つとは考えられないので，以後の分析において男女別は取り上げないことにす

　る。

◎年齢別

　　年齢別構成は，総計では当然のことだが中・高校生を含む「12～19劇が圧倒的に多く，大

　学生を含むr20～24歳」も次に大きい。したがって総計の数字のみで分析を進めると，平均年

　齢22．6歳が示すように，若い世代の傾向に麦配される。しかし，社会人の年齢別構成をみる

　と，表7に示すように，かなり各年齢層に分散しているので，各年齢層について，年齢と表記

　との関係を分析することは（少なくとも25歳以上では）’可能であろう。ただし，各年齢層の溝

　成をみると，20歳台は広報・粒内報関係者が，30歳以上は一般公務員が，他の層を圧倒してい

　るので，全体の結果を年齢別にながめるということは，かなり一般公務員と広報・社内報関係

　者に引かれた結果をながめて分析することになる。その点を念頭において分析を進めなければ

　いけない。
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◎学歴別

　　学歴別の構成は，図4でも明らかなように，社会人の各層によってはっきりした違いがあ

　る。したがって，表記と学歴との関係を考える際，そこに現われた学歴の差による特徴が，学

　歴の差だけを反映していると見ることは危険である。しかし，結果に女男qによる差違が加わる

　ことを避けるために特定の屡だけを取り出しその学歴による差を見ることや，逆に学歴による

　差違が加わることを避けるために特定の学歴の人々を取り出して層別の差をみることが適当で

　あるとも思えない。ここでは学歴と層の二つの義子を分離せずにおきたい。

　　また，学歴と年齢との関係をみると，表8のようになる。この表をもとに，各年齢層の学歴

　別構成および各学歴の年齢別構成をグラフにしたのが図8’・8－2である。これをみると，あ

　る年齢層を特定の学歴の人が占めてしまうことは12～19歳層以外はないが，学歴別にみると，

　小申学校卒は35歳以上にかたより，高校・大学卒はそれより若い年齢層に集まっていることが

　わかる。したがって，結果を年齢別にながめる際学歴はそれほど考慮をはらわなくてもよい

　が，学歴別にみる際は年齢との関係をも考慮に入れなければいけない。

　　学歴別について考えなけれぽならない最も本質的なことは，学歴がはたしてその客人の恩寵

　法に影響を及ぼすだろうか，ということである。準備調査では，学校教育の内容が送りがなに

　影響を及ぼすらしいということがわかったが，その内容というのは，どの時期の教育であるかと

　いうことで，学歴とはかかわりをもたない。個人の表記を決定する因子が存在するとすれぽ，

　それはもっと文字を読み書きする生魚こ結びついたものであろう。しかし，後述するように，

　学歴別に個入の表記をみると，Aの新聞・雑誌・手紙に関する商口と露虫の関係以上tlこはっき

　りした特微が認められる。そこで，この調査では，学歴別による差にも注旨することにする。

◎経験年数別

　　準備調査の段階で，送りがな表記と職業経験年数とが闘連があるらしいということが推定さ

　れた。この調査での経験年数の分布は，表5・図5に示すように，かなりの幅があり，また集

　団によってもかなり差があるようである。しかし，経験の内容は各集団によって全く異なり，

　また同じ調査集団でもさまざまな職場の人が含まれているので，それぞれ異なっていると考え

　られる。したがって，栓歯入全体を一一一・　rkとめにして経験年数甥にながめることは無理と言えよ

　う。せめて一一一一as査集団に限定する必要があろう。

　　また，経験の内容を考慮に入れずに，経験年数と年齢との関係をみると，表9のようにかな：

　り高い相関関係（虚心係数0．673）があることがわかる。学歴との関係をみると，表10のよう

　に，小学校卒・大学卒の層では散らばっているが，中・高校卒の層の中には経験年数の長い人

　がかなり含まれている。さらに，かなりの人数が分散している大学卒の人だけを取り出して，

　その経験年数を社会入の各層別にみると，表11のようになり，屡により，かなりかたよってい

　ることがわかる。以上のことからも，経験年数セこは，他の因子がかかわりあいを持ち，単純に

　年数のみと表記との関係を考えることができないと言うことができると思う。
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図2i手紙を～（牟gepXil）

eq21－M 松江調査「この1か月に、嘱人的な用毒で手紙や葉蜜を

何通ぐらい出しましたか」（年齢別）
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　4．2　項目Aの集計結果と分析（2）

　この節では，前節で分析した項霞Aの学歴・経験年数に続く四つの設問の結果につV・て述べ

る。

　最初に四つの設問に対する結果を屡別・年齢別・学歴別に示す。　（巻末表12～表24，麟17・20

～24）購読薪聞名との関係すべてについて結果を紹介するのはぼう大な量になるので，各紙別と

朝H・毎H・読売の三紙だけの組み含わせ溺の二種類に限った。また，新聞を読む時間，雑誌を

読む程度，手紙を繊す回数の三項厨に関しては，国立国語研究所が昭和38年に松江市で行なく，

た，サンプリング法による言語生活の実態調査（未発表。以下「松江調査」とよぶ。）にも同じ

設問があるので，それと比較するため，松江の結果をグラフにして掲げた。　（図17－M・・　20－M

～24－M）豪た，「新聞を～」　「雑誌を～」「手紙を～」の三項目の栢関関係をみるため、蓑25・

・26・27を巻末に掲げた。

　以上の結果について，三巴別に検討する。

⑧新聞を読む鋳間

　松江調査と比較して，この調査の被調査者はいずれの年齢層も新聞を読む時間が多い。とくに

25～34歳の層は時間が多い。これは，H常読み書きに関係の深い人々を選ぶというこの調査の方
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針の結果であり，対象の選定が同的にあっていたこ、とを示している。（5◎歳より上の年齢層で

は，松江調査の方が「読まない」人もふえる一方読む時間の多い人も多くなっているが，これは

松江調査の対象とした五，六十代の人々のほうが時間的にゆとりのある生活をしているためと考

えられる。）また，学歴別にみると，大学卒業者では松江調査の対象の方が新聞を読む時間が多

いが，中学；高校卒業春ではこの調査の被調査者のほうがはるかに多くの晴間を新聞を読むため

に費やしていることがわかる。（松江調査で「義務未修」の麟が読む時間が多いのは，対象とし

た義務教育未修了者11人のうち8人までが六十歳代であるためである。この調査で六十歳台は60

歳2人，61歳2人にすぎない。）このように，この調査の被調査者は，一般帯民よりも新聞を読

む時閣が多く，その傾向はとくに二十代後半から三十代前半，最終学歴が中学・高校の人々に著

しいということが知られる。

　次に，この調査の中における集団別・年齢別特徴について考える。集団別では，学生より社会

人のほうが長時間読んでいる人が多く，学生の中では中学生より高校生・大学生のほうが長時間

読む人が多く，社会人では広報・社内報関係看が最も長時間読み，一般公務員・研究者がこれに

続いている。一般公務員が広報関係者よりもやや読む時間が少ないという程度なのは，やはり：丈

章を書く機会の多い仕事に従事しているためだろうと思われる。

　次に学歴別特微について考える。図22からもわかるように新聞を読む晴問と学歴との関係は，

かなり明瞭で，学歴の高いものほど読む時間も多いと言える。しかし，図4からもわかるように

学歴は贋別と関連があり，一一・me公務員よりも教員・研究者のほうが学歴の高い人が多い。したが

って，学歴の高いものほど新聞を読む時間が多いというのではなく，教員・研究者に新聞を読む

時間の多い人が多くいるために図22のような結果になったのではないかと考える向きがあるかも

知れない。そこで対象を一一般公務員に限って，新聞を読む時間と学歴との関係を見よう。結果は

図22－2のようになる。小学校卒業老が少ない（一般公務員426名の中で小学校卒業；者は4名で，

その内訳は40～49歳3人，50蔵以上1人である）ので，除外して考えれば，中学卒業以上の学歴

の人々の間では，学歴と新聞を読む時間は，町会人全体の場合よりもはっきりと，学歴の高いも

のほど新聞を読む蒔問が多いことを示している・この結果，罪人の送りがな表記とは何ら関係の

ない事象と見える最終学歴が，実は，個人の読み書き生活に密接な関係を持っていて，送りがな

表記を考える際無視できない因子らしいと考えるにいたった。

⑱毎日読む新聞名

　毎日読む新聞については，さまざまのことが言える。まず，どんな新聞を読んでいるかについ

てみると，表13・18からわかるように，集団別・年齢別いず乳の膠でも朝Hが過半数の被調査者

に読まれており，毎藏・読売が15～35パーセント，産経・日経等が5～15パーセントの人々に読

まれている。また，表14・19からわかるように，朝日・毎日・読売の三紙以外を読む人および何

も新聞を読まない人は，各層の20パーセント以下である。したがって，被調査者と新聞との関係

について考えるときは朝田・毎日・読売の三紙についてのみ考えれば大体のことが言える。年齢

との関係では，広報・社内報担当老が，社会人の他の溜よりも各紙を通じて多く読んでいるこ

と，大学生・研究者セこ朝臼を読む人が多いこと，中学生には読売が最も読まれていること，など

が雪える。
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　また，新聞の側から，三紙の読者の年齢別構成をみると，ナ代の読者の占める害拾が読売・毎

U・朝日の順に多いことがわかるが，これは中・高校生の層に多く引かれているためで，社会人

だけについてみると，年齢層による三二の差違はあまりなく，読売の読者に四十代がR立つ程度

である。

　また，三紙の組み合わせについて集団男弓にみると，広報・社内報担当潜と研究者の層で，二紙

以上を読んでいる人が多く，ことに広報・社内報担当者の10パーセント強が三二を読んでいるこ

とが注貝され，年齢別にみると，二十代と五十代に二三以上読んでいる人が多いことが注目され

る。

　以上のことから，毎欝読む新聞名の設問がその人の読む生活の一部を反映していることは確か

だが，だからといって，そのまま送りがな表記と結びつけて考えることは容易ではない。以上に

述べたことのほかにも，各新聞による送りがな表記の差も含めて考えなけ’ればならないからであ

る。ここでは，送りがなと結びつけることは避けたい。

　注　朝開・毎日・読売三紙の読者と，その送りがな表記との関係について，数語を選んで集計してみた。

　　　たとえば，「うまれる（生）」は，調査時において，朝日「生れる」毎質・読売ギ生まれる」であった

　　　が，三紙の読者と「うまれる」の衷記との闘係は表28のとおりである。　（三紙の読者溝成は全体では

　　　年齢・縷男軽にかたよりがあるので，祉会人のみについて集計した。）

　　　このように，朝fiの読者と毎日・読売の読　　　　表28　ウマレル（生）と新閥名（社会人）

者とのあいだに大きな差はなく，新聞の表

記と読者の表記との問に関係を見出すこと

はできなかった。

陣醗毎日睡回
生 司…1・屑・・3
生れる157・・｝・…1・2・・

生まれ・｝38・・1・3・・｝4…

24び
せ
よ
舗轟論

無
上 4．5 6．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位はパーセント）

⑧雑誌を読む程度

　松江調査では，雑誌を「よく読む」と答えた人は二十代を頂点として年齢が高くなるに従って

減少し，三十代では「たまに読む」がふえ，四十代以降は「読まない」がふえている（図2G－M）。

この調査では二十代の前半に「よく読むj人が非常に多いこと（これは，大学生がよく読むため

である）は松江調査と同じであるが，以下年齢が高まっても「よく読む」と答えた人は減少せず

つねに40パーセント台で，「読まないjと答えた人は高年齢者でも非常に少ないQこれはこの調

査対象の性格をよく表わしている◎また，集団男目にみると，大学生と研究者に「よく読む」と答

えた人が多いと言える。また，学歴別にみると，高い学歴の人ほど「よく読む」人が多く　「読

まない」入が少なくなっており，この傾向は松江調査も送りがな調査もほぼ同様であるといえ

る。

　このように，雑誌を読む程度に関する設問は被調査者の特微をかなり明瞭に表わしているとい

える。ただ，被調査者霞身に霞己の雑誌を読む程度を評価させているので，ひじょうに主観的

で，この設問で集団問の差違を見ることは危険である。

②手紙を書く数
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　年齢別に松江調査と比較すると，十代と六十代で松江調査の被調査者のほうが手紙を多く出し

ているほか二十代から五十代まで，この調査の調査対象のほうが「出さない」入が少なく「6通

以上」出した人が多くなっている。また，学歴別に見ると，松江調査では学歴の差がはっきり現

われ，学歴の高いものほど，手紙を多く出しているが，この調査では大きな差はなく，高校卒業

者と大学卒業者とのあいだに差は冤出せない。また，集団別に見ると，砥究老が最も手紙を多く

掲しており，続いて一般公務員・教員・大学生が多く出しているが三つの集団のあいだに大きな

差はない。

　このように，季紙を書く数に関する設問では，この調査の被調査岩では，年齢・学歴・集団に

よるきわだった相違は見出せない。

　以上の検討によって，この調査の被調査者の省集団の，また各年齢の諸特徴についてかなり明

らかにすることができた。また，送りがな表記を分析するにあたっては，少なくとも，年齢溺・

集団別・学歴別の三方向から分析する必要があることが明らかになった。

4．3項目Cの集計結果と分析

　この節では，項購Cの各設問の結果について述べる。各設問の結果を集団別・年齢別に示す

（巻末表29～褒46）。この結果について，項目別に検討しよう。

醗文字の書きあらわしかたについて（C・一・）

　「迷ったことがありますか」という質問に対して，ほとんどすべての人ぽ「迷ったことがあ

る」と答えている。　「迷ったことがない」と答えた人は，層別では中学生と教員，年齢別では十

代と賜十代にわずかに臼立った程度である。このことから被調査老の大部分は，文字の書きあら

わしかたに関して何らかの点について迷った経験を持っているということができる。

翻どの聞題に関して迷うか（C・一・a）

　どの問題に関してどの程度の人が迷うかは，事がらによりまちまちである。が，屡別にみると

教員麟がどの問題についてもあまり迷わず，研究者贋が迷っているといえる。1「どの漢字を使

ったらいいか」に関して迷っている人は，中学・高校・大学生と研究者層，年齢的には二十代の

前半までに多い。つまり，どの漢字を使うかということは，学習あるいは研究する人には問題と

なっているが，一般社会んこは問題となっていない。学生にとって問題であるのはそれが知識と

して教養として意識されているからであり，それならば社会人にとっても問題として意識されて

よいはずである。社会人の各層で問題として取り上げた人が少ないのは，おそらく，同じ場面を

3「かなで書くか漢字で書くか」の問題としてとらえているためではないだろうか。1と3とは

鋼の問題として提出し1たのだが・ゴ般の祇会人の中には・3を拡大して1の問題も含めて考えた

人が梱i当謡いたと想醸される0

　2「漢字の字体がこれでいいか」の問題は，中学・高校・大学生で三分の一以上の人が答えた

ほかは，概して問題とはなっていない。また，社会人と学生との差は1ほどはげしくない。年齢

別にみると，25歳以上では1より妹つねに多く選ばれている。これは問題点の所在を表わしてい

るものと醤えよう。

　3「かなで書くか，漢字で書くか」は，層別では学生層，年齢別では十代ではあまり副題とさ
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れていないが，社会人の各属では多くの人が問題としている。年齢別にみると，上の年齢摺ほど

答えた人が多く三十代以上の層ではほぼ半数の人がこの選択肢に購えている。このことは問題の

所在を明確に物語っている。

　4「送りがなをつけるか，つけないか」は，他のどの選択肢よりも多くの人に選ばれている。

送りがなに関する質：問に答えた藏後とはいえ，送りがなが他の表記法のどの問題よりも大きな問

題として意識されていることがわかる。その中でも，この選択肢を選んだ人の比較的少ない麟が

中学生，年齢別では十代で，比較的多くの人が答えたのが広報社内報，年齢劉では二，三牽代で

ある。広報社内報関係者が多いということはもっとも規範的な書き方を求める結果であろう。ま

た，二，三十代が最も多く答：えているのは，二，…三十代の人が最も｝圭i分の送りがなが混乱してい

ると意識している結果であろう。

　5「かなづかいがまちがっていないか」は，いずれの膳でも選んだ人は他の選択肢と比較して

少なかった。しかし，年齢別にみるならば，わずかではあるが年齢が高まるにしたがってこの選

択肢を選ぶ人がふえ，五十代ではかなりの人がかなづかいで迷っていると’誘える。

＠迷ったときどうするか（C・一。b）

　「迷ったときあなたはどうしますか」という質問に対して，3「圏譜辞典，表記辞典などで調．

べる」という答えがいずれの層でも多く，どの年齢層でも平均して多かった。これに対して，1

「自分で適当に判断する」という答えは，高校生・大学生・研究老に多く見られるだけであり，

何か他によりどころを求めようとするのが普通である。しかし，2「人にたずねる」という答え

はあまり多くなく，とくに社会人では少ない。その結果，3が多くなるのであろう。

麟送りがなのっけかたについて（C・二）

　「送りがなのっけかたについては，一つの語について書きあらわしかたが一定していたほうが

いいと思いますか」という質問に諭しては，1「一一つにきまっているほうがいい」と2「どちら

かを書いてもいいというように，ある程度の幅が認められた橡うがいい」の二つに答えが集中し，

他はいずれも10パーセント以下である。1と2とは年齢の差はほとんどなく，1が2よりもやや

多い程度だが，層別にみると，一般公務員と研究者の層で，2が1よりかなり多くなっている。

送りがなについての調査対象各層の意識は，かなりはっきりここに現われているといえよう。

⑱内閣告示「送りがなのっけ方」を（C・三）

　昭禰34年内閣告示として幽された「送りがなのっけ方」については，この調査の披調査巻では，

かなり「知っている！と啓えた人が多い。層別にみるならぽ，中学・高校生では「知らない」が・

多いが，他の層では「知っているjが「知らない」より籏倒酌に多く，とくに研究者屡では多

く，以下，広報社内報・教員・一般公務員・大学生の順になっている。この設問によって，擁護

の現在の送りがなに対する認識の差を，かなりはっきり知ることができる。また，一般公務員の

約四分の三が「知っている」と答えていることから，この届は「一廓」としてまとめたが，一般

市民よりも丈章を書くことに深い関心を持った人が多いのではないかと想｛象される。年齢別にみ、

ると，年齢が高くなるにしたがって「知っている」と答える人は多くなっている。このことは，

この調査の被風筆者は，高年齢層でも，現在の送りがなに翻して強い関心を持っている，いや，

若年齢贋以上に関心を持っていることを示している。4．2に述べたように，一般市民は年齢が上、
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がるにつれて雑誌や本をあまり読まなくなるのに対して，この調査の被調査者は，高年齢贋と若

年齢磨とのあいだに差がないのであるが，この設購の結果はそれ以上に，この調査の被調査者の

性格を明確にしている。

⑱内閣告示「送りがなのっけ方」に対する態度（C・三。a）

　　「そういう動乱を実際に冤たことがありますか」という設問は前閣以上にはつきりと磐田に対

する態度を示していると言える。すなわち，「知っている」と肥えても，高校・大学生では，そ

の大部分は1「全然見たことがない」であるのに対して，縫会人の各層では3「手もとにはない

が，見て使ったことはある」と4「手もとにあって，必要なとき使っている」が大部分を占めて

いる。4のみに注目すれぽ，研究者・教員・広報社内報・一般公務員の順に4の占める割合が多

いが，3・4を含めて考えると，研究者・教員・広報社内報の三層ではそれほど大きな差はない

と言える。また，年齢別にみると，25歳以上，つまり縫会人の各層では四十代までは4の占める

比率は増加し，五十代で4・3が四十代よりやや減少する。このように，この設問は調査対象の

各暦・各年齢層の現行の送りがな表記に対する態度をかなり明確に反映していると思われる。

㊧内閣告示「送りがなのっけ方」はわかりいいか（C・三・b）

　これは「あの規則は，わかりいい規則だと思いますか」という問いを前間の3・4に啓えた人

に答えさせたものである。ただ，機械によって集計するため，3・4に答えなかった人の結果も

同時に集計されるので，表のような集計表が作成された。　「わかりにくい」という人は，学生よ

りも社会人の中に多い。学生の申では大学生が，社会人の中では教員・研究者層が「わかりい

い」に対する「わかりにくい」の比率が高い。また，年齢別にみると，三十代が他のいずれの年

代よりも「わかりいい」に対する「わかりにくい」の比率が高い。この設問の場合，「わかりい

い」・「わかりにくい」には理解力も反映するかも知れないが，それ以上に内閣告示に対する評

価が反映するだろうと思われる。つまり，「わかりいい」には告示を肯定する意見が，「わかり

にくい」には否定する意見が反映していると思われる。このことは，次の設問と同じ傾向が見ら．

れることからいえる。

⑳内閣告示「送りがなのっけ方」に対する意見（C・三・c）

　これは前問と同じく，aの3・4に答えた人に，「あの規鋼については，つぎのような意見が

ありますが，あなたほどの意見に賛成ですか」と聞いたものである。結果は，：全般的にいって，

1「あの規則は改めるべきだ」・2「あの規則のままでいい」・3「あの規則は廃止すべきだ」の

順に多い。層別にみると，大学生・教員・研究老の3層で，告示に対して否定的な意晃（1・3＞

が肯定的な意見（2）に比べて多く，年齢劉では三十代・四十代で否定絢な意見が肯定的な意見、

より多い。この傾向は破間とほぼ同じである。

⑱内閣告示「送りがなのっけ方」を改めるとすれぽ（C・三・d）

　これは，aの3・4に答え，　Cの1に答えた人について，「あの規則を改めるとすれぽ，つぎ

のどの方針に賛成ですか」と聞いたものである。表45・46の百分率はaの3・4とCの1の両方

に答えた人に対する割合である。したがって，「無答」は他の表と違って，aの3・4およびC

の1に答えた人でdについて答えなかった人のみを含んでいる。これに答えた人は全体で365人

であるので，調査対象全体の意見ではない。答えは1「規則そのものが複雑すぎるから，もっと
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簡単な，すっきりした形に改めるべきだ」が全般的に最も多く，とくに，広報社内報の層と，二

十代後半と三十代後半から四十代にかけての年齢層に多い。次に，3「例外規定や許容事項は，

できるだけへらして，原則的なものだけにすべきだ」が多く，これは社会人では広報社内報・研

究者，年齢別では三十代に多い。また，3と対立する2「不必要に送りすぎているから，もっと

：かなの部分を少なくすべきだ」は，層別では一般公務員，年齢別では高年齢層に多く，2と3の

グラフはだいたい対立した形をえがいている。
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5送りがな表記の分析（1）一一送りがなの個人差について一

　この節では，送りがな表記を，年齢別・層別の被調査者の「性質」の別にながめた場合，その

各グループの間にどのような差違が見諭せるかについて，46の調査語の一語一語ごとに分祈・検

討する。ここに取り上げるr性心の別としては，主として，層別・年齢励・学歴別の三種であ

り，そのほか項員Aのいくつかの項目別（経験年数別・新聞を読む時間遠など）についても検討

する。この検討・分析の霞的は，個人の送りがな表記にどの「性質」がどのようにかかわりあっ、

ているかを明らかにし，送りがな表記の個人差の要因を知ることにある。取り上げる送りがな表

記は「あなたは，ふだんどの書きかたをしていますか」の答えのみに隈り，「…どれが読みにく、

いか」については割愛したQ

　46の調査語について，層別・年齢別・学歴別（社会人のみ）の送りがな表記の表を巻末に掲げ

る。（層別表47－1～表47－48，年齢別表48－1～表48－48，学歴別表49－1～表49－47）な

お，⑳「ウケッケガカリ（受・付・係）」は，3．2のWで述べたように，「ウケツケ～」の部

分と「～ガカリ」の部分に二分した集計表を作成したので，層別・年齢別は三種類の表を，学歴

別は二分した表のみを掲げた。また，学歴別では，「ウマレカワル」の「生変わる」と「ウカビア

ガル」の「浮上がる」を除いて4選択肢として集計した。

5．1層と送りがな表記

　ここでは送りがな表記を，被調査者の属する各層別にながめた場合，どのような傾向が見られ

るかについて考察する。考察は，2．4で分類した調査語の各グループごとにすすめる。

⑧単純動詞1（「ヤシナウ（養）」　（など5語）

　「ヤシナウ（養）」は全般的に「養なった」と書くものが多く，「養った」をかなり上圓るσ

「養った」の方が「養なった」よりも多く使われているのは，高校生・大学生・研究者の三層で

あり，いずれも「養った」がやや優勢という程度である。しかし，これは「ヤシナウ」の表記の

実態を反映しているとは考えられない。昭和31年の雑誌を資料とした「現代雑誌九十種の用語屠

字調査」において，「ヤシナウ」は7回用いられており，その表記の内訳は「養う」6例，「養な

う」1例である。その後の表記の習慣の変化，およびその変化が個人の表記に及ぼした影響の程

度を考えても，「養なう」が「養う」よりも優勢であるとは考えにくい。ここで「養なった」が

「養った」よりも多く用いられているのは，すぐ前にある「オコナウ（行）」の「行なった」に

ひかれたのだと考えるべきであろう。そう考えると，中学生・一般公務員・広報社内報・教員の

四層は他の層よりも強くr行なった」に影響されているのではないかと想像される。事実，7．1

に述べるように「養った」一「行った」・「養なった」一「行なった」を軸として紺応させた梢

関表を作り，その中心線から距離を計算すると，一般公務員・広報社内報・中学生・教員の順に

距離が小さく，「ヤシナッタ」と「オ＝ナッタ」の表記が類似していることがわかる。また，中

学生と一般公務員に「養しなった」力瀬立つが，これは「行こなった」に引かれたというのだけ

でなく，その選択肢があるので「つい」選んだという人も数パーセント含まれていると考えてよ
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”L・・。（「養しなった」と書く中学生108人のうち，「行った」は19入，r行なった」は53人，「行

こなった」は30人おり，　「養しなった」と書く一般公務員63人目うち，　r行った」は4人，　「行

なった」は51人，「行こなった」は7人目る。）

　「アラワレル（現）」は「現われた」がどの層でも一般的であり，「現れた」はどの履でも20パ

ーセント台で，大学生にやや霞立つ程度である。「現らわれた」はどの層もきわめて少なく一般

公務員にやや厨立ち，その様相は「養しなった」に類似している。「コトナル（異）」は「アラワレ

ル」と同じように「異なって」が支配的で「異って」が少数ながらこれに続いている。ただ「ア

ラワレル」と違う点は，大学生と教員層では他の層にくらべて，「異なって」が少なく「異って」

が多いことである。「アラワス（表）」は「表わした」が大部分で，「表した」は非常に少なく，

「表らわした」　（この様相は「養しなった」　「現らわした」に類似している）と同じ程度に各層

でわずかに存在する。「オコナウ（行）」の様掘は「コトナル（異）」に似ているが，それ以上に

・r行った」が少なく，「行なった」が多くなっていう。また，教員層において「異った」が目立

つほどには「行った」が目立たないことも特徴である。

　このように，rアラワレル」　「コトナル」　「アラワス」　「オコナウ」の4譜は，緬かい点では

多少違いはあるが，だいたい岡じ様相を屈している。すなわち，活用語尾より1音節多く送るも

のが，活用語尾だけを送るものより，どの層でも一般的で，2音節多く送るものは選択肢が存在

するために引かれて答えたという程度に過ぎない。

⑳単純動詞2（「オワル（終）」など5語）

　「オワル（終）」は，大学生・一般公務員・広報社内報では「終ります」が「終わります」よ

りはるかに優勢であるが，他の4屡ではほとんど差がなく，高校生・教員・研究老ではr終りま

す」が，中学生では「終わります」がやや多い程度である。「アワセル（A口）jは，一般公務員で

は「合せて」が「合わせて」より優勢であるほかは，すべて「合わせて」が「合せて」よりも多

く用いられている。また，「アガル（上）」は「アワセル（合）」　と類似した様相を呈するが，社

会人全体の「上がりましたjの用いられる程度が「合わせて」より高く，一般公務員もr上りま

した」がr上がりました」よりやや多く用いられる程度となっている。「アツマル（集）」はいず

れの磨も「集まって」が優勢で，大学生・一般公務員・広報社内報・教員の四層でやや「集って」

が用いられている程度である。「ウマレル（生）」の用いられ方は「アワセル（合）」の用いられ方

とよく似ていて，一一pa公務員では「生れる」が「生まれる」より圧倒的に多く，大学生・広報社

内報ではわずかに「生れる」が多いが，億の四二では「生まれる」が「生れるjよりずっと多く

なっている。

　このように「オワル」「アワセル」rアガル」rアツマル」「ウマレル」の5語は同じ傾向を

持っている。すなわち，活用山尾だけを送るものと，活用語尾より1音節多く，つまり含まれる

動詞の活用語罵の部分までも送るものとの二通りの送りがなが対立している。活用語尾だけ送る

傾向は，一般公務員で最も優勢で，大学生・広報社内報がこれに次いでいるが，中高校生・教員

・研究者では活用語尾より1音飾多く送る傾向が強く，活用語尾だけを送る傾向と同程度または

．それ以上の割合を占めている。また，語別に見ると，活用語尾だけを送る傾向は「オワル」が最

も著しく「ウマレル」　「アワセル」　「アガル」の順でこれに続き，「アツマル」では活用語尾だ
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け送る送りかたより，活矯語尾よりも1音節多く送る送りかたの方が圧倒的に多くなっている。

「アラワレル」などの4語が腰による差がなかったのに対して，「オワル」などの5語は層によ

る違いがはっきりしており，またどの語のグラフも同じような折れ線を描くのが特徴である。こ

れは，これらの語の送りがなが，読み書きの生活の程度に影響されるかも知れないことを物語っ

ている。なお，　「オワル」　「アワセル」　「アガノレ」　「アッマル」　「ウマレル」の5語が岡じ傾向

を持っているからといって，同一二人において，これらの5語が同グループ視され，同じ送り方

をしているとはいえない。（7送りがなの分析（3）一類語の相関関係一」参照）

㊥複含動詞1（「ワリアテル（割・当）」など3語）

　複合動詞は，前部分の必用語尾を送るか否か，送るとすればどのように送るかということに重

点を置いて問題を作った。したがって，「ワリアテル」における「割当られた」「割り当られた」

「ウケツケル」における「受付て」，「ウリダス」における「売趨た」の各選択肢を選ぶ人は無視

できる程度に少ないことが期待された。しかし実際は，「売出た」は無視できるが，「受付て」は

中学生と一般公務員の層で，「割巌られた」は一般公務員の層で，「割り当られた」は研究潜を除

く各層でかなりの人に選ばれた。そこで，「ワリアテル」・fウケツケル」の2語は選択肢を統合

してグラフを書き覆してみた。（図47－11t，47－12ノ図参照。）これらのグラフも参考にし．ながら，

分摂をすすめよう。

　「ワジアテル」と「ウリダス」の様相は似ている。中学生・高校生・教員・研究者の各層では，

前部分の活用語尾を送っている人のほうが送っていない人よりも多く，大学生と広報社内報では

両者の差がやや縮まり，一般公務員では前部分の活用語尾を送る人と送らない人の数がほぼ相半

ぼしている。「ウケツケル」は，研究者層のみ前部分の活用語尾を送る人が送らない人より多い

ほかは，前部分の活用語尾を送らない人の方が多く，とくに一般公務員の層の大部分の人に送っ

ていない。このように，箭部分の活用語尾を送るか送らないかは諮によってかなりの差がある

が，各層の闘の関係は似ていて，一般公務員の屡では送らない人が比較的多く，他の層では比較

．的少なく，とくに中学生と研究者の層では少ないと言える。この関係は，先の単純動詞2におけ

る忍摺問の開係とやや似ているが，複合動詞1では一般公務員層が他の腰ときわだって違ってい

るのが特徴である。

②複合動詞2（「モウシアワセル（申・合）」など5語）

　この複舎動詞2は，前部分と後部分のいずれかまたは両方に，他の動詞を含む動詞がくる複合

動詞である。そのため単純動詞2にみられる様相と複合動詞1に見られる様縮とが複合して現わ

れてくる。

　「モウシアワセル」は概観すれば，「申し合せ」と「申し合わせ」が無二し，一般公務員層を

除いては「申し合わせ」と書く人が過半数を占めており，一般公務員層はややr申し合せ」と書

く人の方が多いといえる。また，r申合せ」「申合わせ」を一まとめとし，「申し議せ」陣し

合わせ」を一一まとめにすると，複合動詞の前部分を送るものと送らないものとの比較をすること

ができる。前部分を送らない入は，社会人の一般公務員・広報社内報・教員の各麿にわずかに見

られるだけで，複合動詞1の「ワリアテル」「ウリダス」に比べてはるかに少ない。これは，前

部分が三音節であるため，前部分の活用語羅を送る人が多いとも，後部分の「アワセル」に引か
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れて聴部分を送る人がふえたとも考えられる。また，「申合せ」「申し舎せ」を一まとめとし，

「申合わせ」　「申し順わせ」を一まとめにして，「～アワセル」の部分の送りがなをみると，「ア

ワセル」　「ウマレル」と似た様相を呈する。違う点は大学生・広報祇内報において「～合わせ

る」と答えた人が「～爆ぜる」と答えた人よりもきわだって多い点である。

　「サソイアワセル」は、「誘合せて」　「誘合わせて」と前部分の活用語尾を送らない人が「モヴ

シアワセル」より少なく，「誘い合せて」か「誘い合わせて」と書く人が大半を占めている。す

なわち，後部分の送りがなが主として閥題となっている。前部分の活用語尾を送らない人は，一一

般公務員の層にわずかセこいる程度である。後部分「～アワセル」の送りがなは，「アワセル」「ウ

マレル」とほぼ同様である。

　rムカイアウ」は前部分にのみ，他の動詞を含む動詞のくる複合動詞である。駒含って」は．

一般公務員の層にわずかに醤立つ程度である。つまり，複合動詞の前部分をいかなる場合も送ら

ないという人は，非常に少ないと考えてよいだろう。例えば，「申与せ」「申合わせ」と書く人

は全体の6．・5・R・一一セントいるが，さらに「ムカイアウ」も「向合って」と書く人はわずかに1．2パ

ーセントしかいないことからもこのことは裏付けられる。r向い合って」はいずれの層でも多い

が，中学生・高校生・教員・研究者の各層では「向かい合って」と書く人が相嶺あるため，それ

だけr向い合って」の占める割合が少なく，とくに研究者の屡では「向い合って」　「向かい合っ

て」はほぼ同数の人に書かれていると払える。各層における「向い合って」の占める割合は，単

純動詞2の「終ります」の占める割合と似ている。

　「ウマレカワル」は「生変わる」と書く人がほとんどなく，前部分と後部分を1音節送るか2

品品送るかが間題となっている。すなわち，単純動詞2の送りがなのっけ方と様相が似ている。

「生まれ変る」はいずれの層でも15～20パーセントの入が書いており，層による違いは，「生れ

変る」と書く人と「生まれ変わる」と書く人との占める比率にある。そして，この比率はrアワ

セル」「ウマレル」と類似している。

　「ウカビアガル」は「ウマレカワル」と同じく，繭部分と後部分とに他の動詞を含んでいる

が，その送りがな表記の分布は複雑である。「浮び上る」と書く入と「浮かび上がる」と書く人

との占める比率は，「ウマレカワル」と似ているが，「浮び上がる」と書く人が，「浮び上る」

の多い一一・ma公務員と「浮かび上がる」の多い研究者の二層を除いて，どの層でも最も多い。「浮

かび～」と書く人は「オワル」を「終わります」と書く人よりもずっと少ない。このことから，

被調査老の中で単純動詞rウカブ」をr浮かぶ」と表認する人は少ないだろうと想像されるが，

「終わります」より少ないかどうかは，複合動詞の前部分であるために「浮び～」と書いた人も

あるかも知れないので疑問である。

⑳単純名詞A（rトナリ」（隣）など5語）

　これらの5語は，概括すれぽ1音簾送る表記がいずれの層でも大半を占めていると言える。2

音節送るというのは無視してもよい程度の人数である。これらのことばの送りがなは，雑誌九十

種の調査でも1音節送るものと送らないものとが対立しており，また内閣儀示「送りがなのっけ

方」では「トナリ」以外は1音節送ると定められているので，この調査の被調査者においてこの

結果が出ることは当然のことと思：われる。
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　個々の語についてみるならば，　「Fナリ」では教員と研究老層に送らないものが多く，　「オタ

ガイ」　「サイワイ」では一般公務員と教員／轡に，「ナサケ」では大学生と教員層に送らないもの

がやや穆立つ程度であり，「ウシロガワ」では大学生と一般公務員屡に送らないものが多くなっ

ている。つねに1音節送る人が送らない人よりも多いのは，中学生・高校生・広報被内報の3腰

のみである。このように層によってかなりの違いがあるのは，各層の年齢別構成の違いや内閣告

示など三栖政策に対する態度の遼いによるものと思われる。

⑱単純名詞B1（「ワリ」（割）など8語）

　動詞から転じた名詞の送りがなは，音節数・これまでの慣用などの濠かに，その動詞が被調査

者の意識の中にあるか，また，その動詞の送りがながどのようであるかなどによって左右され

る。

　「ッ判はいずれの暦でも90パーセント以上の入が「次」と書き，r次ぎ」と書く人はほとん

どない。また，「イキオイ」はいずれの層でも「勢い」が70～90パーセントを占め，「勢」は教

員・研究者摺にわずかに見られるに過ぎない。この2語は他の語に比して送りがなのゆれが少な

いと患えよう。「ツギ」は「次」，　「イキオイ」は「勢い」が多いのは，音節数の差と，　「次」に

は誤読の危険性がないが「勢」には「セィ」と読まれる危険性がある，という差とによるものと

患われる。

　「ハレjは一般公務員層のみ「晴」が多く，他ぱ「晴れ」が多い。「晴れ」と書く人は学生で

は中学。高校・大学生の顯に多く，祖二会人では研究者・広報社内報・教員の順に多い。この語は

年齢による差がはっきりしているので，学生履の順位は年齢差によるものと思われる。また赴会

人の順位は現行の筆記どおりに書こうとする人がいる程度の差によるものと思われる。

　「ワリ」とrマツリ」は「ハレ」と似た様相を堕する。全般的にはもとの動詞の活規語尾に栢

当する部分を送った「割りj　「祭り」が多いが，この傾向はとくに社会人よりも学生層に著し

く，中でも中・高校生に「割り」　「祭り」が多く，界層人では広報社内報の層が他と比べてr割

り」　継り」が多い。　「ハナシ」は～般的に「話」が多いが，学生層および社会人贋の中におけ

る「話し」と書く人の占める割合は「ハレ」などと同じである。

　このように，「ハレ」「ワリ」「マツリ」「ハナシ」の4語は，学生贋では年齢の低い厨ほど納言斑

の活欄語羅を送っており，単純動詞2や複合動詞1と同じ傾向を示しているが，社会入では研究

看・教員のほうが広報社内報・一般公務員よりも動詞の活用語電にあたる部分を送らない人が多

く，単純動詞2や複写動詞1と相反する傾向を示している。

　「オコナイ」と「コトワリ」はその動詞「オコナウ」　「コトワル」が漬用語尾のほかに1音節

送るかどうかでゆれている語である。「オコナイ」は「オコナウ」に比べて「な」を送る入が少

ないが，各屡における「な」を送る人と送らない人との比率は似ている。また「コトワリ」も「オ

コナイ」1こ似ている。これらの語は被調査春自身の動詞の送りがなと対応させることによって問

題点を一層はっきりさせることができると思われる。（5．2参照）

⑳単純名詞B2（「アツマリ」（集）など3語）

　これは単純動詞2の名詞化したグループである。ここに属する3語では，いずれも1音節送る

ものと2音節送るものとが対立しており，1音節も送らない人はほとんどいない。各層における
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1音節送る入と2音節送る人とを比べると，一般公務員が最も2音節送る人が少なく，中学生・

硬究者が最：も多く，高校生・教員がこれに続いて多く，さらに大学生・広報社内報が続いている。

この関係は単純勤詞2と同じである。ただ研究者層では他と比べて「終わり」が少なく「終り」

が多い。また，3語のあいだでは，「アツマル」が最も2音半送る人が多く，各層の中で最も2

音節送る人の少ない一般公務員が「集り」と書く人が「集まり」と書く人より多いほかは，どの

層も「集まり」と書く人の方が多い。次に2音節送る人が多いのは「オコリ」で，「オワリ」が

最も少ない。また，「アツマル」に比べて「アツマリ」は2音節送る人が少ないが，「オワル」に

比べて「オワリ」は2音節送る人がほぼ同じか層によって少ない程度である。これら動詞と名詞

との関連についてe＃　．5．2で分析する。

●複合動詞A1（「tih　Z一ウリダシ」（大・売・出）など4語）

　「立志ウリダシ」は「大売出し」と書く人と「大売り出し」と書く人とが大半を占めている。

すなわち，複合語の前部分を送るか送らないかに，ゆれが集中している。そして一一般公務員層の

みが「大売出し」が多く，他は「大売り出し」が多い。「ワリアイ1は4選択肢に散らばってい

るが，前部分を送るか送らないかでまとめると，IK］　47－36iのようになり，全般的に前部分を送ら

ない人が多いが，一般公務員には比較的多く，中学生には比較的少なく，各層間の相対的関係で

は「オオウリダシ」と類似している。「ハライサゲ」もほぼ同傾向でr払下げ」と「払い下げ」

とが対立し，一般公務員腰でほぼ同数である以外は，「払い下げ」1が「払下げ」より優勢であ

る。

　「ウケツケガカリ」は他と様相を異にしている。8選択肢に散らばっているが，最も多くの人

が善いているのが「受付係」である。一一一tw公務員・広報社内報の2暦では，ほぼ半数の人が「受

付係」と書いている。しかし，学生では中学生，社会人では教員溜で「受付係」が少なく，他の

喪記に散らばっているのが目立つ。　「ウケツケ～」の部分に注際してまとめてみるとわかるよう

に，「受付～」が最も多く，これと「受付け～」「受け付け～」とが対立している。つまり，複

合名詞A1の他の語が前部分を送るか送らないかでゆれていたのに対して，「ウケツケ～」はか

なを送るか送らないかでゆれている◎

●複合名詞A2（「クミアワセ」（組・合）など2語）

　rクアミアワセ」は「組合せ」と書く人と「組み合わせ」と書く人とが過半数を占めて対立し

ている。各号の関係でみると，一一般公務員層ではヂ組合せ」と書く人が多く，大学生・広報社内

報の2履では「組合せ」と書く入と「組み合わせ」と書く人の数がほぼ同じで，その他の層では

「組み合わせ」と書く人の方が多い。この関係は「ウマレル」や「サソイアワセル」と同じであ

る。ここで注意すべきことは，前部分を送らないか，前部分を送り後部分も，含まれる動詞の活

用語尾まで送るかで対立しているということである。これは単純動詞1の送りがなのゆれの傾向

と複合動詞2のゆれの傾向が類似していたことと関係があると思われる。また，選択肢をまとめ

て前部分を送るか送らないかに整理してみると，図47－38’のようになり，　「オオウリダシ」など

と同じ様相を呈する。

　「モウシアワセジコウ」は「申し合わせ事項」と書く人が一般公務員層以外のすべての層で多

く，他の衷記をする人は少ない。ただ，「クアミアワセ」は「組合せ」と「組み合わせ」の二通
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りの書き方をする人で大半を占めていたのに対して，「モウシアワセジコウ」は「申合せ事項」

r申し合せ薯項」　F申し合わせ事項」の三通りの表記をする人で大半を占める。つまり「クミア

ワセ」の場舎，前部分の「み」を送らないものは露都分は「せ」だけ，Fみ」を送るものは「わ

・せ」を送るの2種の送りがなが中心だったのに対して，「モウシアワセジコウ」の場合は，前部

分の「し」を送る場合に，後部分を「わせ」と送るほかに「せ」と送る入が相当数いるため，三

通りの表記に散らばると考えられる。「申し合せ事項」と書く人が「組み合せ」と書く人に比べ

て多いのは，前部分「モウシ」が3音節であるために1音節送る人が「クミアワセ」より多い

・のであろう。実際，同一個人の「クミアワセ」と「モウシアワセジコウ」との関係を調べてみる

と，「組合せ1と書く人で「塾舎せ事項」と書く人は26，7パーセンi・で，37，6パーセントの人は

「申し合せ事項」と書き，「組合わせ」と書く人の67．9パー七ソトは「申し合わせ事項」と書い

ている。なお，前部分を送るものと送らないものとに分け整理した結果を図47－39’に示す。

㊧複合名詞B（「ハレギ」G庸・着）・「アガリグチ」（上・m））

　「ハレギ」は，学生層では「晴れ着」，一般公務員は「晴着」が多く，他の社会人の各層では

「晴れ着」と「晴着」がほぼ相半ぼしている。　rハレ」と比較すると，いずれの層でも「晴」と

書く人の割合より「晴着」と書く人の割合の方が多い。

　「アガリグチ」は，「晴着」のように動詞の名詞化した部分を送らずに「上口」と薔く人はほ

とんどなく，「上りEコ」か「上がり1：II」と書いている。そして研究者願は「上がり口」が多く，

教員層は「上がりW」と「上り1＝弓力湘半ぼし，他の層は「上りll」が多く，その中でも一般公

務員層にとくに多く，高校生に少ないと言える。これら各層間の様相は「アガル」に類似してい

る。

㊧複合名詞C1（「テツヅキ」（手・続）。「ヤクワリ」（役。割））

　「テッヅキ」は全般に「手続き」と書く人が大半を占め，「季続」と書く人はどの麟でも少数

である。各層間の持微としては一般公務員層が他のどの屡よりも「手続」と書く人の占める害拾

が大きいこと，学生より社会人の層の：方が「手続」と書く人の占める割合が大きいこと，などが

挙げられる。後者は年齢による違いかと想像される。（事実，表48－44にみるように，「テツヅキ」

の送りがなは年齢による違いがはっきりしている。）

　　「ヤクワリ」は「轟く割り」と書く人はほとんどなく，「役割り」か「役割」と書く人が大部

分である。そして「役割り」と書く人が「役割」と書く人よりも各層を通じて多く，研究者層の

みやや「役割」と書く人の方が多くなっている。この様相は「ワリ」と類似している。違う点は

「ワリ」における「害1り」の占める率よりも「ヤクワリ」における「役割り」の占める率の方が

やや大きいことである。

　　「ウケツケガカリ」は後部分「～ガカリ」のみに注騒すれば，この複合名詞Cのグループと同

様に考えることができる。「～ガカリ」に注臼してまとめてみると，全般的に「～係」が多く，

学生層より社会人摺の方が「～係Jと書く人の占める比率が高く，教員磨のみ「～係」が比較的

少なく，「～係り」が比較的多くなっている。枇会人の各層の中で教員層が多く送る語は，ほか

に「ウシロガワ」　「コトワリ」などがある○

㊧複合名詞C2（ザショウワウマレ」（昭和・生）・「ネアガリ」（鰹・上））
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　「ショウワウマレ」は「昭和生」と書く入はほとんどなく，「昭和生れ」と「昭和生まれ」が

大部分を占めている。「昭和生まれ」と書く人の方が多い腰は中学生・高校生・教員・研究蓉で

あり，「昭和生れ」と書く人の方が多い謄は一般公務員と広報社内報であり，大学生は両考が相

半ばしている。この様根は「ウマレル」と酷似しているが，広報社内報・教員層で「生まれる」

に比して「昭和生まれ」が少なく，したがって「生れる」に比して「昭和生れ」が多いとい5点

が梱違している。

　rネアガリ」は「値上射　「値上がり」が大半を占め，「値上」はほとんど無視してよい程度

にしか存在しない。r億涯：：」は「ネアゲ」と誤読される可能性が大きいために選ばれないのだと

考えられる。大学生・一般公務員・広報社内報の各層では「纏上り」と書く人が多く，研究者は

「値上がり」と書く人が多く，他の層では両春が縮半ばしている。「アガル」に比べて，どの層

も「が」を送る人が少なく，「上る」と書く人のやや多い一般公務員層はもちろん，やや「上が

る3の多かった大学生・広報敏内報の層も「が」を送らない「値上り」が多いと言える。

　なお，「セヨウワウマレ」と「ウマレル」，「ネアガリー1と「アガル」の関係については，5．2

で岡一個人のあいだの梱関をみる。
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5．2年齢と送りがな表記

　飼人の送りがな表記が年齢と関係があることは，容易に想像され，また準備調査で確かめられ

た。年齢によって送りがな表記が違うのは，多分に受けた教育内容の違いによるものと想像され

るが，どの年齢時にどんな内容の教育を受けるとそれが成人後の個人の表記にどの程度に反映す

るかについては明らかにされていない。そこでこの調査では単純に5年あるいは10年きざみに年

齢別集獺を設けて分析した。

　年齢という因子には受けた教育内容の差以外にその個人のさまざまな現在の丈字生活が反映し

ている。準備調査のような小さな集圃内では，年齢による丈字生活の差もそれほど大きくない

が，多数の集団を調査した場合は，丈字生活の違いが大きく，また特定の集団に特定の年齢層が

集まる可能性が十分ある。したがって年齢別に個人の送りがな表記をみる場合，そこに現われた

「年齢別」の特徴をそのまま年齢の違い，さらには受けた教育内容の違いとみなすわけにはいか

ない。

　準備調査の段階で，送りがな表記と年齢とに関係があるということは，具体的には，「二種の

送りがな表記があってゆれている場合，’若年齢層では多く送る表記を選ぶ人が多く，高年齢瀬で

は少なく送る表記を選ぶ人が多い」ということであった。本調査の場合，被調査老として，女字

の読み書きに関係の深い仕事に従事している人を選んだため，現行の送りがな表記（内閣告示）

に関する知識のある人が多く，中・高年齢暦でも，ほとんどの語について多く送る人が少なく送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一52一



る人よりも多い。46語の一語一語について，年齢による差の明瞭なものとやや明瞭なものを取り

出してみると，次のようになる。（複合語については，前部分を送るか送らないかで整理した図

48－11i・121。36ノ・38！・39ノをかかげる。）

　◎年齢による表記の差の明瞭な語　13語

　　ワリアテル（割・当）前部分，ウケツケル（受・付）前部分，ウリダス（売・繊）前部分，

　　トナリ（隣），イキオイ（勢），ハレ（晴），大ウリダシ（売・出）前部分，ハライサデ（払t・・

　　下）前部分，クミアワセ（組・合）前部分，モウシアワセ事項（申・合）前部分，ウケツケ

　　～（受・付），ハレ着（晴），手ツヅキ（続）

　◎年齢による表記の差のやや明瞭な語　18語

　　オワル（終），アワセル（舎），アガル（上），アツマル（集），ウマレル（生），モウシアワ

　　セル（申・合）後部分，サソイアワセル（誘Vk）後部分，ウマレカワル（生・変），ウカ

　　ビアガル（浮・上），オタガイ（互），サイワイ（幸），マツリ（祭），アツマリ（集），オコリ

　　（起），オワリ（終），ワリアイ（割・合）前部分，昭和ウマレ（生），癒アガリ（上）

これらの31語をまとめてみると，複合動調の前部分（およびそれを含む語）と動詞2（およびそ

れを含む譜）が大半を占め，そのほかはトナリ・イキオイ・ハレ・ハレ着・手ツヅキ・オタガイ

・サイワイ・マツリなどの8語に過ぎない。トナリ・オタガイ・サイワイの3語は非活矯語で，

それぞれの一語一語について誤読の可能性・これまでの習慣などから送るか送らないかを決めて

いる諾なので，それも一一グループとすることもできる。したがって，年齢による表記の差がある

語は，大部分複合動詞の前部分，動詞2，および非活用語の一部の語であると需える。

　一方，年齢による差の認められなかった語は，単純動詞ではヤシナウ（養）・アラワス（表）・

アラワレル（現）・コトナル（異）・複合動詞ではムカイアウ（向・合），単純名詞ではナサケ

（情）・ウシロ（後）側・ッギ（次）・ハナシ（話）・ワリ（割）・オコナイ（行）・コトワジ

（断），複合名詞ではアガリ（上）口・役ワリ（割）である。これらの語の中には，①ツギ（次）

のようにほとんど送り方のゆれていない語，②非活用語の一部，③活用語ではあるが誤読の可能

性・これまでの習慣などから送りがなを決めている語が含まれている◎そして，その中に，オコ

ナウ・ナサケなど比較的最近，送る傾向になってきた語が見られることは注屠してよいことであ

る。

5．3学歴と送りがな表記

　鰯人の最終学歴と送りがな表記との関係を調べる意義については，4．　1「項廻Aの集計結果と

分析（1）」の「学歴別」の項で述べた。また，個人の新聞を読む時問や雑誌を読む程度が最終学歴

と密接な関係があることについては，4．2「項騒Aの集計結果と分析（2）」で述べた。

　調査語の送りがな表記と学歴との関係について，先に掲げた表49－1～49畷7のほかに，複合動

詞（およびそれを含む語）の前部分について整理した結果をグラフにして図49－11t，12’，36ノ，

38，，39ノとして掲げた。また，40～49歳の人だけについて学歴と送りがな表記との関係をみたグ

ラフをeC49一一7”，10”，11”，12”，13”，30”，32”として7図掲げた。これは，年齢の違いによ

る影響を除くためである。（4．1参照）
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　各調査語を概観すると，ほとんどの語について明らかな傾向がみられる。小・中・高・大の各

グルーープ問で直線的にある傾向が認められる語をr傾向の明瞭な語」とし，一つのグループ（と

くに人数の少ない小学校卒）だけが他と相反する傾向を示している程度の語を「傾向のやや明瞭

な語」とするならぽ，調査語47語（「ウヶツケガカリ」は「ウケツケ～」と「～ガカリ」に分

離）は，次のように整理することができる。

　◎最終学歴の高いものほど多く送る語　30語

　　◎その傾向の明瞭な語（20語）

　　　アラワス（表），アワセル（合），アガル（上），アツマル（集），　ウマレル（生），　ウケツ

　　　ケル（受・付）前部分，ウリダス（売・出）前部分，サソイアワセル（誘・合）後部分，

　　　ウマレカワル（生・変）前部分および後部分，ウカビアガル（浮・上）後部分，アツマリ

　　　（集），オコリ（起），大ウリダシ（売・出）前部分，ハライサゲ（払・下）前部分，クミ

　　　アワセ（組・含），モウシアワセ事項（申・合），ウケツケ～（受・付），アガリP（上），

　　　昭和ウマレ（生），値アガリ（上）

　　◎その傾向のやや明瞭な語（10語）

　　　アラワレル（現），オワル（終），ワリアテル（割・当）前部分，モウシアワセル（申・合）

　　　後部分，ムカイアウ（向・合）前部分，トナリ（隣），ワリ（割），ハレ（晴），コトワリ

　　　（断），オワリ（終）

　◎最終学歴の高いものほど少なく送る語　11語

　　◎その傾向の明瞭な語（2語）

　　　ッギ（次），ハナシ（話）

　　◎その傾向のやや明瞭な語（9語）

　　　ヤシナウ（養），オタガイ（互），サイワイ（幸），ウシロ側（後），マツリ（祭），ワリァ

　　　イ（割・合），手ツヅキ（続），役ワリ（割），～ガカリ（係）

　◎最終学歴の違いが表記に現われない語　6語

　　コトナル（異），オコナウ（行），ナサケ（情），イキオイ（勢），オコナイ（行），ハレ着（晴）

　このように，最終学歴と送りがな表記とのあいだの関係にはかなりはっきりとした傾向が見ら

．れ，学歴の高いものほど多く送る語と，学歴の高いものほど少なく送る語とがある。一方，」e　＝

ナウ・オコナイ・ナサケなど，学歴の差が認められない語もいくつかある。先にも述べたよ5

・に，最終学歴そのものは，直接，送りがな表記とかかわりあいを持たない。上級学校がとくに送

りがな表記の指導・学習に努めている事実はない。それなのに，このような顕著な傾向が見幽さ

，れるのは，「学歴」が社会に出てからの読み書き生活と結びついているためと考えざるを得ない。

これは想像であるが，現在の社会では，学校を出てからの仕事の内容が，学歴によってはっきり

親定されているため，それに癒じて現行の内閣告示など送りがな表記のきまりを吸腹する態度も

．違っているのではないだろうか。

5．4　その他の事項と送りがな表記

この節では，個人の読み書き生活に関するAの数項目と，送りがな表記との関．係について述べ
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る。取り上げる項鰍ま，経験年数・新聞を読む時間・雑誌を読む程度・乎紙を出す数の4項目で

ある。

○　経験年数と表記

　個人の送りがな表記が，その職業経験に影響されるであろうということは容易に想像される。

そして，ふだん丈章を書く機会の多い人ほど，IS分の送りがな表記に関心があるだろうし，また

その中でも，公共的な立場にあり，社会一般に向けて勲章を書く機会の多い人は，一層規範意識

が強く，内閣告示その他の送りがなのきまりにも従おうとするであろうと想像される。しかし，

この想像を確かめ，さらに，個人の表記がその職業経験からどの程度影響を受けているかを知る

ことは，容易ではない。

　この調査では，社会人の中では，調査集団として，丈章を書く機会の多い人々を選んだ。これ

らの集翅は，この調査のために特別に集められたものではなく，他の爆的一たとえば丈章の書き

方に関する講習を受けるためとか一で集玄っている集國の中から調査対象として適していると判

断されて選ばれたものである。したがって，その集合の目的からいって，各集団内の儂人個人の

文章を書く経験の内容は類似していると考えてよかろう。（もちろん，異質の経験内容を持った

人がまぎれこんでいないとは言えない。）だから，各集団ごとに経験と送りがな表記との関係を

調べることは可能である。

　〔経験と送りがな表記との関係について，社会人全体，あるいは，一一般公務員層・広報社内報

関係老鋪などの摺別で調べても，実際，何の結果も得られなかった。このことからも，経験内容

の異なる集闘を合わせることの正しくないことがわかる。〕

　この調査では，経験内容の度合いを示すものとして，現在の仕事に関する経験年数を用いた。

この経験年数が，はたして丈章を書く経験の蓄積の度合いをあらわすか疑問はあるが，この種の

調査では，経験年数が適嶺と考えた。経験年数は，1年末満・1～3年・4～5年・6年以上の

4カテゴリーに分けた。これは，準備調査で，こう分けて経験年数と表記とのあいだの関係を見，

出すことができたからである。

　準備調査では，複合動詞「受け付ける」「売り縛す」「割り当てる」の3語（千葉調査では「売

り出す」を除いた2語）の前部分を送る人の占める割合を，各経験年数のカテゴリーに比べた。

本調査の調査語の中でも複合動調は岡じくこの3語である。輩備調査の結果を図5（〉一・1，本調査の

結果を図50－2に示す。

　このグラフから，次のことが言える。

複合動詞の前部分を送る人は，経験年数が高くなれぽ多くなる。

ただし，

（1）このことは，経験年数0～5年までの範囲でしか言えず，経験年数6年以上では，前部分

　を送る人は減少する。これは，経験年数よりも年齢に強く引かたるためと考えられる。

（2）このことは，丈章を書くことのとくに多い職種についてしか欝えない。すなわち，準備調

　査における神奈川県職員は一一maの耳駿員であるため，経験年数との関連は見出されず，本調査

　の税務大学校・岩手県職員・滋賀県職員・日経遵も経験年数との関連は認められない。

本調査において，複合動詞前部分と経験年数との間に関連を見出すことのできた3集団（都職
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員・山形県職員・広報協会）について，次の語の送りがな表記と経験年数との関連を調べた。

　アラワレル・アラワス・オコナウ・アワセル・アツマル・ウマレル・ナサケ・オコナイ・ハラ

イサゲ・昭鵜ウマレ

　その結果，ナサケ・ハライサゲのみ，図51・一1，51・一2のような開連を見出したが，他は経験年数

との関連を見出すことができなかった。

　このように，経験年数の多少と送りがな表記との関連は十分認められるが，語によって，経験

年数によって，また，被調査老の経験内容によって，かなり異なった様相を呈するもののようで

ある。この調査では，経験年数に関して，これ以上の分析は行なわないことにする。
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○無聞を読む時間と表記

　送りがな表記と質問「新聞は毎日平均して侮分ぐらい読みますか」との闘係について，最初に

つぎのエ1語について，被調査看全体の集計をした。

　アラワレル・アラワス・オコナウ・アワセル・ウマレル・ワリアテル・ウリダス・・ウマレカ

　ワノレ・ツギ・ハライサゲ・ウケツケガカり

この結果，数回について，新聞を読む諮問が驚け；｝tぽ多いほど，少なく送る表記が多く送る表記

よりも優勢であるという傾向が見られた。すなわち，r合せる」「生れるj「売織す」「生れ変る」

「払下げ」「受付～」が多く，「合わせる」「生まれる」「売り出す」「生まれ変わる」「払い下げ」

「受け付け～」が少なくなるのである。

　しかし，新聞を読む時間が多ければ多いほど，現行の送りがな表記よりも少なく送る入が多く

なると見ることは正しいだろうか。調査戦況において，読売新聞その粗大多数の新聞は，．内閣告

示「送りがなのっけ方」にほぼ従った送りがな表記を採用しており，朝溝新聞だけが，5年以前

から独虜の，少なく送る送り方を採用していた。また，毎羅i新講は調査年の5月下旬ごろから，

少なく送る送り方を採麗しはじめた。この調査では覇臼新聞しか読まない入が三分の一を占めて

いるので，あるいは朝日新聞の送りがな表記がその読者に影響を与えて，それがここに出ている

のかも知れない。しかし，毎ヨ読む新聞三紙と表記との間には，茎立った特微は見出せず，一新

聞が個人の送りがな表記に影響を及ぼしているという事実はない◎

　4．2に述べたように，社会人の中には，学生よりも新聞を長時間読む人が多い。（表13参照）逆
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に言えば，新聞を此面間読む人の集母は，学生層よりも社会人暦によって，また年齢的には，20

歳以上の人によって構成されている。（52－1図参照）そのために，新聞を「読まない」，あるいは

「10分以内」に比べて，長時間読むと答えた人々の方が少なく送る送り方が多く，このような現

象となって現われたものと考えることができる。

　このような，各カテゴリーの年齢的な不均衡をなくすための一つの方法として，学生層を除

き，社会人のみについて集計することにした。社会人の中では，薪聞を「読まない」と答えた人

は6入しかいないため，ややかたよりが見られるが，他のカテゴリーは，ほぼ同様な年齢別構成

である。　（図52－2参照）したがって，その集計結果は，年齢差による影響をあまり受けていない

と考えられる。

　社会人を対象として，新聞を読む時間と送りがな表記との関連をみたのは，次の21語である。

　ヤシナウ・アラワレル・コトナル・アラワス・オコナウ・オワル・アワセル・アガル・アツマ

　ル・ウWレル。ワリアテル・ウケツケル・ウリダス・モウシアワセル・サソイアワセル・ムカ

　イァゥ・ウマレカワル・ウカビアガル・ツギ・ハライサゲ・ウケツケガカり

この21語のうち，新聞を読む時問の多少による差の見られない語が9語あった。他の12語の結果

をグラフにして掲げる。（図53－1～図53－12）

　この結果を整理すると，次のようになる。

1新聞を読む時間の多いほうが多く送る語

　　　ヤシナウ（「養ったAがへり，「養なった」がふえる）

　　　コトナル（「異って」がへり，「異なって」がふえる）

　　　オ＝ナウ（「行った」がへり，「行なった」がふえる）

　　　アツWル（「集って」がへり，「集まって」がふえる）

　　　ウケツケル（「受付て」・「受付けて」カミへり，「受け付けて」がふえる）

　　　サソイアワセル（「～合せて」がへり，「～合わせて」がふえる）

　　　ムカイアウ（「向い禽って」がへり，「向かい合って」がふえる）

　　　ウマレカワル（「～変る」がへり，「～変わる」がふえる）

　　　ウカビアガル（「浮び～」がへり，「浮かび～」がふえる）

2新聞を読む時間の多いほうが少なく送る語

　　　オワル（「終ります」がふえ，「終わります」がへる）

　　　アガル（「上りました」がふえ，「上がりました」がへる）

　　　ッギ（「次」がふえ，「次ぎJがへる）

この結果から，次のことが払える。

1　新聞を読む紀聞と表記との関係は，各語によって，また，語の送るべき部分によって，異な

　っている。

2　多くの語について，「新聞を読む時間が多い人ほど，現行の送りがなに近い送り方をしてい

　る」と言える。

3　ただし，オワル・アガルについては逆で，「新聞を読む時間が多い人ほど『終る』　『上る且

　と二諮：く人が多くなる」と雷える。
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　1について補足するならば，調査語をグループに分け，「他の動詞の活用形を含む動詞は，含

まれている動詞の送りがなによって送る」というような原劉を見出すことはできないと言うこと

である。ただ，誤読されるおそれのある語（コトナル・オコナウ・アツマノレ・ムカイアウ・ウカ

ビアガル）は必ず多く送っているという原：則だけは見出すことができよう。（アラワスだけに，新

聞を読む時聞の多少による差が見出せないのは，「表わす」が圧倒的に多いためと考えることが

できる。）

　このように，新聞を読む時間と送りがな表記とのあいだの関係は，かなりはっきりとした傾向

’を見出すことができる。このことは，この新闘を読む時間に関する設問が，個人の丈字生活を，

徽密に言えば，假人の丈字生活の送りがな表記に関する部分を，かなり反映しているということ

を物語っている。
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10　雑誌を読む程度：と表記

　送りがな表記と，質闘「ふだん雑誌や本などを読みますか」との関係については，「新聞を～」

と同じ21藷について全体と往会人のみとの二通りの集計を行なった。ここには社会人のみの結果

門をかかげる。（図54一・1～図54～21）

　社会人の集計結果からは，雑誌や本をよく読む人ほど，内閣告示など現在の送りがな表記の規

則に合った表記をしていること，例外として，「ヤシナウ」ではよく読む人ほど「養なう」を選

ぶ傾向があり，「ウリダス」では，よく読む入ほど「売出した」を選ぶ入が多くなることなどが

見られた。しかし，この結論をそのまま正しいとしてしまうことはできない。質問「新聞を～」

．の総計の各カテゴリーに年齢的な差があ6たように，この質問の各カテゴリーにもかたよりがあ

るので，その面から検討する必要がある。

　　「雑誌を～」の各カテゴリーの年齢別構成について，全体および社会人の二通りのグラフ（図

55－1，図55「2）を作成した。Wt55一・1によると，全体では各カテゴリーの過半を12～19歳が占めて

いること，20～24歳の人の占める比率が各カテゴリーで異なり，「よく読む」の中において大き

な比率を占めていること，高年齢層の占める比率は「よく読む」ほど小さくなっていることなど

がわかる。（実はこのようなかたよりのために総計の集計結果を避け，社会人を対象とした集計

・結果しか掲げなかったのである。）また，図55門2によれぽ三会人では，24歳以下が偉とんどいな

いこと，「読まない」の大半を31歳以上の人が占めていることがわかる。そして，全体ほどのか

たよりはないにしても，　「読まない」に高年齢層が多く，　「よく読む」に若年齢層が多いという

ことはできる。

　このことから，先の社会人を紺象とした集計結果は，年齢に引かれており，雑誌を読む時間に

よる差が現われていたのではなく，年齢による差が現われていたのではないかという想像が成り

たつ。この懇縁を確かめるために，さらに次の6語について，年齢の各如テゴリ」ごとに，送り

：がな表記と「雑誌を㌣」との関係を調査した。

　　ウマレル（生まれる）・アワセル（合わせて）・アツマル（集まって）・ウリダス（売り出

　　した）・ウケツヶル（受け付けて）・ワリアテル（割り当られた・割り当てられた）〈かっ

　　こ内はここで取り上げた送りがな表記を示す〉

その結果を，表56－1～表56－6にかかげる。

　　「読まない」と答えた人は全体でも44人しかいないため，各年齢ごとにその表記を晃ることは

できないが，「たまに読む」「よく読む」を年齢別にみると，次のことがわかる。

　　1　12～19歳では，「たまに読む」と「よく読む」との間にほとんどが差がない。

　2　20～29歳では，「たまに読む」より「よく読む」の方が少なく送る表記を選ぶ人が多い。

　3　30る34歳では，　「たまに読む」と「よく読む」との間にほとんど差がない。

　4　35歳以上では，rたまに読む」より「よく読む」の方が多く送る表記を選ぶ人が多い。例

　　外はアツマルだけである◎

　このような違いが出てきたのは，「よく読む」ということは29歳以下の若い世代では，学校教

育その他で得た表記以外の，「少なく送る表記」に出会うことが多いことを意味し，35歳以上の

世代では，学校教育その他若い時期に得た「少なく送る表記」以外に「多く送る表記」に出会う
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ことを意味しているためと考えられる。12～19歳と30～34歳で差がなかったのは，後者は「少な

く送る表記」と「多く送る表記」との過渡的状態にある世代なのであろうと考えられるが，前者

についてはわからないQ12～19歳の世代にとって「よく読む」ということは薩ちに少ない送り方

に接することを意味しないのかも知れない。

　先に掲げた，「雑誌を～」と送りがな表記に関する社会入のみの集計は侮を表わしているか改：

めて考えてみたい。先に，各カテゴリーの年齢差が大きく，よく読む人ほど若い世代で占められ

ているために多く送るのではないか，と想像した。しかし，上記のように若い世代の「よく読

む」が多く送ることを意味していないことが明らかになったため，この想像は否定された。この

「雑誌を～」に関する社会人のみの集計結果はその四分の三前後を占めている30歳以上の人の送

りがな表記の様絹を示していると考えるべきであろう。
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袈56－1「雑誌を一一、」と「生まれる」

　　　　〔単位はパーセント．（）瞬は実数）

読まない たまに読む よく読む

i12～19
堰
A
、
．
2
4
｝

40．7
i11）

P00．0
i1）

59．3

i483）

S0．2
i49）

56．5

i463）

S3．2
i121）

25～29
　0

i0）
40．3
i29）

33．8
i22）

30～34
　0

i0）
37．4
i49）

35．7
i35）

35～39
16．7
i1．）

35．9
i46）

39」4
i37）

40～49
33．3

i2）
43．0
i49）

47．婆

i36）

50～
　0

i0）
18．2
i6．）

44．0
i11）

褻56－2 「雑誌を～」と「合わせて」
　　　　　（単位はパーセント｝

読まない たまに読む よく． ﾇむ

12～19 63．0 64．3． 69．5

20～24 o 63．1 50．4

25～29 0 50．0 44．6

30～34 o 43．5 45．9

35～39 0 43．8 50．0

40～49 33．3 47．4 53．9

50～ 100．0 27．3 48．0

表56－3 「雑誌を～」と「集まって」
　　　　　〔蟻f立はパーセント〕

…
読まない たまに読む よく読む

12～19 74．1 75．4 79．4

20～24 100．0 66．4 65．6

25～29 王00．0 79．2 69．2

30～34 50．0 65．6 74．5

35～39 33．3 60．9 63．8

40～49 33．3 63．2 59．2

i
　
…
50～ 100．0 51．5 64．0

表56－4 」
↓麟磐

暁
熊露を鵜

r

読まない たまに読む よく読む

12～19「 77．8 8Gユ 77．6

20～24 0 74．6 70．0

25～29 0 72．2 56．9

30～3屡 王00．0 6L8 59．2

35～39 66．7 59．4 61．7

40～49 66．7 60．5 60．5

50～ 0 39．4 56．0

表56－5 「雑誌を’一、」と「受け付けて」

　　　　　〔単位はパーセント〕

読まない たまに読む よく読む

12～19 33．3 37．8 36．5

20～24 o 30．3 34．2

25～29 0 34．7 29．2

30～34 0 24．荏 28．6

35～39 0 22．7 30．9

4G～49 16．7 27．2 28．9

50～ 0 6．1 36．0

衷56－6　「雑誌を～」と「割り当られた・
割り当てられたJ　〔単位はパーセント〕

読まない たまに読む よく読む

i2～19 7荏．1 78．4 78．0

20～24 正00。0 72．王 73．6

25～29 o 76．4 67．7

30～34 100．0 57．3 52．G

35～39 33．3 54．7 58．5

40～49 50．0 51．8 57．9

50～ o 36．4 64．0
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翻与7一書　手紙を出す程痩各カテゴ箏門の隼齢覇構成（全体｝　麹57－2　手紙を出す程度各カテゴリーの年齢劉構成（社会人）
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35～39 32．7 41．0 32．工 29．4
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50～ 33．3 14．3 50．0 60．0

衰59－3「手紙を～」と「割り当られた・割り
　　　　　当てられたJ　〔単位はパーセント）

年齢 出さない 1～3通 4～5． ﾊ． ．6通以」：二

12～19 7＄．7 78．0 78．7 72．§

20～24 80．5 71．4 75．0 68．2

一　　　　　　．

Q5～29 77．5 69．0 70．6 66．7

30～34 66．7 60．0 4L9 荏。。喚

35～39 57．王 57．3 57．1 47．1

40～49 64．3 51．8 43．3 68．0

50～ 66．7 34．3 62．5 70．0

29ハうイサゲ｛SA　・　VF）「手躍を～3徽；会人〉

v ttt

20壽

10

出つ
ｳた 1
～
4
～
6
通な 3 5 以

か 通 逸
．1．二

．衷59－2

軸哺齢 o1｝払一

躍一｝ o2｝払しΣ顛

「手紙を～」と「受け付けて」
　　　　　　　〔単位二はパー・一セント）

阪 1．［iさない　　1～3逓 4～5通 6通以．．L

12～19 37．1　　　38．王 29．5 41．2

20～24
33．3　　　34．3　　　　　　ミ

25．0 34．1

25～29 25．oi36．6 23．5 4王．7

30～34 16．1 17．0

35～39 24㌧5 26．5 32．｝ 17．6

40～49 32ユ 27．2 30．0． 20．0

50～ 16・7i8．6 37．5． 喋0．O

表59－4　「手紙を～」と「払い下げ」
　　　　　　　　　　　　　（．単位はパーセント〕

年齢 出さない 1～．3通 4～5通 6通以上

12～19 77．9 77．8 79．5 83．5

20～24 77．e 77．6 68．8 70．5

25～29 57．5 77．5 52．9 58．3

30～34 54．9 53．0 54．8 34．6

35～39 36．7 5L3 57．1 44．1

40～49 67．9 53．5 56．7 52．．0

50～ 50．0 28．6 50．0 50．0
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○　手紙を出す回数と表記

　送りがな表記と，質問「この一か月に，個人的な用事で，手紙や葉書を何通ぐらい出しました

かojとの関係については，「新聞を～」　「雑誌を～」と間じ21語について，社会人を対象とし

て集計を行なった。全体について集計しなかったのは，全体では各カテゴリーの年齢別構成にむ

らがあるためである。（図57－1，図57－2参照）すなわち，どのカテゴリーも，12～19歳が多数を

占め，その占める比率が「嵐さない」の74．9％，「1～3通」の50．3％，「4～5通」の40．5％．

「6逓1ユ上」の32．8％というように，手紙を多く出すカテゴリーほど1蔵少している。そのため．

送りがな表記を「手紙を～」の各カテゴジー別に集計した場合，その結果は，「出さない」には

若い年齢懸の表記が強く現われ，多く霞すカテゴリーほど30歳以上の年齢腰の表記が現われてく

るが，やはり若い年齢；鱒に強く引かれていると言えよう。それに対して，往会人のみを対象とし

た場合は，20歳未満はほとんどいないため，その年齢履の表記が結果に反眺しないという欠点は

あるが，他の年齢1薄は，各カテゴリーでほぼ均一的に含まれている。

　集計の結果，どの藷の送りがな表記も，手紙を出す程度による差ぱないようである。わずかに

差が見られるのはウマレル（生）・ワリアテル（割・当）・ウケツケル（受・付）・ハライサゲ

（払・下）で，いずれも，多く手紙を出す人ほど，少ない送りがな表記をする人がふえている。

この4議についてのみ，結果：をグラフにしてかかげる。　（IX58・一1～58－4）さらに，各年齢贋別に

集計してみると，表59畦～59r4のようになる。すなわち，「手紙を～」と送りがなとの問に～定

の関係はなく，また，「雑誌を～」に見られたような年齢層による違いも見出すことができな

い。この4語について，手紙を多くほ1す入ほど少なく送っているように見えるのは，多く出すカ

テゴリーほど，30歳以上の人の占める割合がわずかながら多いため，それが結果に影響している

のだろうと推定される。

　このように，手紙を出す回数と送りがな妻乏記との問には，何ら関係を見出すことができなかっ

た。
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6送りがな表記の分析（2） 名詞と動詞の相関・単純語と複倉語の相関

6．｛　はじめに

　この簸および次の7では，同一個人が，互いに関遡のある語をそれぞれどのような送りがなで

書き表わしているかについて分析・記述する。この節では，岡じ意味の語が名詞として使われた

場合と動詞として使われた場合で，送りがな表記はどのように違っているか，単純語として使わ

れた場合と複合語の一部分として使われた場禽とではどう違｝かなどについてとりあげる。最初

～に，この調査の調査藷46語の中で，関連のある語の組み合わせをすべてかかげる。

　◎単純語と複合語

　　◎単純動詞と複合動詞の部分…アワセル（合）×モウシアワセル（申・合）　アワセル（合）

　　　　　　　　　　　　　　　　×サソイアワセル（誘・合）　ウマレル（生）×ウマレカワ

　　　　　　　　　　　　　　　　ル（生・変）　アガル（上）Xウカビァガル（浮・上）

　　◎単純名詞と複含名詞の部分……ハレ（晴）×ハレギ（晴・着）　ワリ（割）×ヤクワリ（役

　　　　　　　　　　　　　　　　・割）

　◎動詞と名言司

　　◎単純動詞と単純名詞……オコナウ（行）×オコナイ（行）　オワル（終）×オワリ（終）

　　　　　　　　　　　　　　アツマル（集）×アツマリ（集）

　　　　　　　　参考1　単純動詞と複合名詞の部分

　　　　　　　　　　　　　　アワセル（A口）×クミアワセ（組・会’）　アワセル（合）×・モウ

　　　　　　　　　　　　　　シアワセジコウ（申・合・事項）

　　．　　　　　　　　　　アガル（上）×アガリグチ（上・口）　アガル（上）×ネァガリ

　　　　　　　　　　　　　　（値・上）

　　　　　　　　　　　　　　ウマレル（生）×ショウワウマレ（昭和・生）

　　　　　　　　参考2　複合動詞の部分と単純名詞

　　　　　　　　　　　　　　ワリアテル（割・嶺）×ワリ（割）

　　　　　　　　参考3　複合動詞の部分と複合名詞の部分

　　　　　　　　　　　　　　ワリァテル（割・当）×ワリアイ（割・合）　ワリアテル（割・

　　　　　　　　　　　　　　当）×ヤクワリ（役・割）

　　　　　　　　　　　　　　モウシアワセル（申・舎）×クミアワセ（組・合）　サソイアワ

　　　　　　　　　　　　　　セル（誘・合）×モウシアワセジコウ（申・舎・事項）

　　　　　　　　　　　　　　サソイアワセル（誘・舎）×クミアワセ（組・合）　ウマレカワ

　　　　　　　　　　　　　　ル（生・変）xショウワウマレ（昭和・生）

　　　　　　　　　　　　　　ウカビアガル（浮・上）×アガリグチ（上・口）

　　◎複合動詞と複合名詞……ウケツケル（受・付）×ウケツケガカリ（受・付・係）　ウリダ
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　　　　　　　　　　　　ス（売。出）×ナオウリダシ（大売・出）

　　　　　　　　　　　　　モウシアワそ・ル（申・合）×モウシアワセジコウ（申・合・事項）

◎腹合語の前部分と後部分…アガリグチ（1∵口）×ネアガリ（値・上）

6。2分析のすすめ日

工語の欄関係観て，その関係が層・年齢・学歴などの違いによってど漣ってV・るかを知

るためには，二語の関係をできるだけ単純な数値で表わすのが便利である。しかし，送りがな表

記の分析では，糊関係数や各種の検定を使うことができないので，同種の送りがな表記を対応さ

せその中心からの賑離の平均値によってどちらの表記にどの程度かたよっているかを見，平均値

のまわりの分散によってそのかたよりの安定度（ゆれ）を見ることにした◎

　具体的な例を示そう。図60は，動詞オコナウと名詞オコナイの関係を数値で示す作業のプ戸セ

スを示したものである。1は動詞オ認ナウと名詞オコナイの三関表である。互は1を送りがなの

少ない順に並べかえたものである。その際（1）r行った」と（3）「行こなった」を選び，（2）「行なっ

た」は選ばなかった人や，（4）「行」と⑥「行ない」とを選び，⑤「行い」を選ばなかった人は誤

答の可能性が強いので除き，また，（1）②（3）すべてを書くという人や（4）⑤⑥すべてを書くという人

も除き，「無答」扱いにした。kはIEの表の同じ音節数だけ送っているもの同±を結んでその線

より上方をプラス，下方をマイナスとし，ひとこま離れるごとに1・2・3……と数えて中心線

からの距離とそこに元浜する人の数をまとめたものである。班をみることによって，rk　＝ナウと

「オコナイでまったく同じ送り方をしている人が無答を除いた2914人の中に1754人，名詞の方が多

く送っている人が137人，少なく送っている人が1023旧いることがわかるが，さらに璽を単純化

して平均値と分散を求め，こ㊧数値によって2語の送りがな表記の関連を表わすことにした。平

均値によってどちらの謡にどの程度かたよっているのかが表わされる。また，分散によってこの

．かたよりが被調査者全体の中でどの程度安定しているのか，その安定の度含が表わされる。

1　　43オコナウ×22オコナイ

　（1｝行った〔2｝行なった（3）行こなった（4＞行｛5＞行い〔6＞行ない

囲60　ゆれの度含の求め方

　　　　　　　Ir

無答
（4） （5＞ （4×5） （6） （4）（6｝ ｛5×6） （4｝（5x6） 計
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6．3　分析（概括）

　最初に，各組み合わせのグループ甥の概観をしよう。各グルーープ別に，全体の平均と分散の値

を表61（巻末）にかかげる。

　平均値が正であることは，右の誌の方を多く送ることを意味し，負であることは，左の語の方

を多く送ることを意味する。大多数の組み合わせが，分散値1．0～1．5にあるということは，これ

らの組み合わせが個人個入で大きくゆれていることを示していると見てよかろう。

　詳しい分析にはいる前に，ここで撫摘しておかなければならない事がらがある。それは，調査

の際の選択肢の配列が結果に影響を及ぼすことがあるかも知れないということである。これは，

一語ずつ送りがな表記を検討する際にも問題にすべきことがらであるが，実際にはそうB立たな

かった。しかし数語の関係を考える際は無視できないと思う。

　たとえぽ，モウシアワセルとサソイアワセルにおける「アワセル」の部分の送りがなは，全く

同じと考えられるのに，実際は平均値一α210とモウシアワセルの方を多く送る人が多い。そし

て，これは，程度の差こそあれ，どの年齢層にもどの集団にも見られる現象である。この現象は

選択肢の配列による結果ではないかと考えられる。選択肢を選ぶ場合，普通は，霞分が書くと思

った選択肢に出会った所で選ぶ作業は終わる。したがって，番号の若い選択肢の中には，自分の

選ぶべき選択肢だと錯覚して選ばれるものも有りうると考えられる。逆に，番号の大きい選択肢

を誤って選ぶことは，そう多くはないだろうと考えられる。モウシアワセルの選択肢は1「申し

合わせる」2「申合わせる」3「山台せる」4「申し合せる」の順に配列してある。一方，サソ

イアワセルの選択肢は1「誘合せる」2「誘い合せる」3「誘合わせる」4「誘い合わせる1の

順に配列してある。結果を整理してこの選択肢の順にかかげよう。（二つ以上答えたものは除い

た。）

（1）誘合せる ②誘い合せる （3）誘合わせる （4）誘い合わせる

（1）申し合わせる 11 451 65 1138…

（2）申含わせる 4 30 　11一 24

（3）申合せる 　23㎜ 64 8 14

（4）申し合せる　’ 19 555一 24 166

下線を引いたものは2語とも同じ送りかたをした人の数である。その他の欄は，いずれかを多く

あるいは少なく送っている人であるが，中でも多いのは，「申し合わせる」r誘い合ぜる」を選

んだ451入である。この451人は，「申し合せる」と書くべき人の半数近くが番号の若い選択肢

「申し合わせる」を選んだ結果だとも，また，「誘い合わせる」と書くべき人の正割かが番号の

若い選択肢「誘い合せる」を選んだ結果だとも考えることができる。いずれにせよ，この451人

は選択肢が早く出てきたために選んだ可能性が強い。そして，このために，平均値が負になり，
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Fモウシアワセル」の方を送る人が多いという結果となったのだと思われる。

しかし，次のような反論もある。二つの「～アワセル」は，けっして同じ働きをしているのでは

なく，サソイアワセルの「アワセル」はモウシアワセルの「アワセル」に比べて，実質的意味が

希薄で，そのために少なく送られるのではないか，というのである。

　この考えが成りたつためには，r複合語は意味の重い部分を多く送る傾向がある」ということ

が確かめられなくてはならない。この調査では，対になる複合語は，このモウシアワセル・サソ

イアワセルしかないため，十分に確かめることはできないが，単純語と複合語との関連で，この

闇題を解く手がかりは得られる。

　すなわち，2955人全体で，アワセルを「倉わせる」としたものが58．78％いるのに薄し，・モウ

シアワセルのf“～合わせる」は63．66％，サソイアワセルのr～合わせる」は51。80％いる。「意

味の重い部分を多く送る傾向がある」とするならぽ，この比率の差を，「複合語で意味の重い部

分は，その単純語より多く送り，意味の軽い部分は，その単純語よりも少なく送る」と二三され

る。ところで，アガルとウカビアガルでは，r上がる」41．05％，「～上がる」59．06％で，かなり

差がある。ウカビアガルの意味は「ウカビ」が重いと考えられる。「アガル」部分の選択肢の配

列は，2語とも少ない方から配列してあるので，この場合配列順は問題にならないだろう。で

は，なぜ「～アガル」が多く送るのか，それは「ウカビ」の送りがなに引かれたと考える以外に

なさそうである。

　このことから，「複合語は意味の重い部分を多く送る」ということは，否定されないまでも，

意味の軽璽はあまり送りがなに強い影響を及ぼさないらしいということはできるかと思う。

　なお，昭和31年の雑誌を資料とした「現代雑誌九十種の用語用字調査」のr～アワセル」94例

（異なり25語）を調べても，「アワセル」の部分の意味の軽重と送りがな表記との問には，関連

が見出されなかった。

◎単景屯語と複合語

　分散の値はすべて1前後またはそれ以上で，かなり三人による差の大きいことを示している。

また，平均値は，4維が正，2組が負である。このことからただちに，「単純語と複合語では，

複合語の方を多く送る」という結論を導き出すのは危険である。なぜならぽ，単純語と複合語と

では，音節数の節約と誤読の可能性の低下から複合語の方が少ない送りがなで済ませ得るはずだ

からである。これは，先に述べた，若い番号の選択肢に引かれる傾向の現われであると考えるこ

とができる。（「少ない送りがなで済ませうるにもかかわらず，多く送る習慣ができ上がりつつ

ある1と解することも可能ではあるが。）ハV一ハレギ，ワリーヤクワリなど選択肢の少ないも

のは，その順序はそれほど影響していないと考えられるが，選択肢の多いモウシアワセルは若い

番号の選択肢「～合わせる」に引かれやすく，サソイアワセルは，同じく「～合せる1に引かれ

やすい。それが平均値の差となって現われたのではないかと考えられる。岡三にウマレルの「ウ

マレ～」部分も若い番号の選択肢に引かれたとも考えられる。

　ただ，rウマレ～」は複合動詞の前部分であるから，「ウマレル」より少なく送る可能性が大き

いと考えられる。それにもかかわらず「ウマレ～」が多く送っているのは，選択肢の配列のため

・ばかりではなく．「～カワル」の送りがなに引かれているためもあるかも知れない。同じくウカ
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ビアガルの，「～アガル」が多く送られているのも，「ウカビ～」に引かれているためもあるか

も知れない。しかし，今回の調査ではこの推測を確かめることはできない。確かめるためには，

「生まれ落ちる」「飛び上がる」などの語を調査語に加え，r生まれ変わる」と「生まれ落ちる」

の「ウマレ～」の部分，「浮かび上がる」と「飛び上がる」の「～アガル」の部分の送り方を調

べればよい。その結果この推測が確かめられれば，複合語が，誤読の可能性の低下にもかかわら

ず，他の部分に引かれて単純語よりも多く送ることが有りうることが証明される。この確かめの

調査は小規摸なものでよいから試みる必要があろう。

　以上のように全体の平均値と分散の値でts　，単純語と複合語との問に，　N立った関係を見目す

ことはできない。（集団別にながめるとはっきりした関係が見出せるが，それについては後に述

べる。）

◎動詞と名詞

　動詞と名詞の組み合わせでは，どの組み合わせも分散の値が大きく，個人差が大きいことを承

している。（ウリダスーオオウリダシの後部分だけでは分散値が小さく，あまりゆれていないこ

とを示している。）また，平均値はすべて負であるから，どの組み合わせも動詞より名詞を少な

く送っていると言える。ただ，オワルーオワリ，ウマレルーショウワウマレ，サソイアワセルー

クミアワセなどは，平均値がゼロに近く，名詞と動詞とのあいだにあまり差のないことを示して

いる。一方，平均値のマイナスの値の大きいオコナウーオコナィ・アガルーネアガリ・アッマル

アツマリなどは，動詞が多く送らないと誤読される可能性のあるものであり，ワリアテルーワリ

アイ・ウケツケルーウケツケガカリは名詞が少なく送る慣用のできているものである。

　このように，動詞と名詞とのあいだには明瞭な関係が見られ，名詞の方が少なく送っている

が，そのかたよりの程度は語の性質によって大きく違っていると言える。

◎複合語の前部分と後部分

　これに属する語の組み合わせば，アガリグチーネアガリのみである。この組み合わせでは，前

部分より後部分を多く送っているが，これが複合語一般の傾向であるかどうかはこの例のみをも．

ってしては何とも番えない。

6．4　分析（年齢別。集団別・学歴別）

　次に各組み合わせについて，年齢別。集団別・学歴別にどのような傾向が見られるか，検討す

る。27組の組み合わせの三関表から計算した平均値と分散の結果を表62（巻末）に掲げる。

◎単糸隠語と複：’合語

　先にも述べたように，単純語と複合語とでは、複合語の方を多く送るという現象がみられ，そ

れは選択肢の配列順の影響，他の部分の送りがなの影響が考えじれたが，年齢・集団・学歴の各

カテゴリー別にながめるとどうであろうか。

◎単純動詞と複合動詞

　「アワセルーモウシアワセル」では，とくに35歳以上が「’・．　7ワセル」を多く送っている。
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（図62－1参照）　また，集団別では一般・広報関係がとくに多く送っている。一方，「アワセルー

サソィァワセル」では，25～34歳，40～49歳がとくに少なく送り，一般・教員関係が少なく送っ

ている。このことから，25歳以上とくに40歳以上の年代では，「モウシアワセル」は多く送りr

　「サソイアワセル」は少なく送る傾向があると言える。この傾向を，「高年齢屡は選択肢の配列

に引かれやすい」と説明するか，ヂ高年齢層はアワセルの意味の軽重によって送りがな表認を変

える」と説明するか，決め手はない。しかし，後帯の方が妥当かも知れないQ

　　「ウマレルーウマレカワル」では，25～29歳がきわだって「ウマレ～」を多く送っており，馬

丁では高校生・大学生・一般公務員層が多く送っている。「アガルーウカビァガル」では，12～

19歳，中・高・大学生暦がr～アガル」を多く送っている。これは集団の差と考えるよりも，年齢

の差と考える方が妥当であろう。若年齢層が，単純語ウマレル・アガルよりも「ウマレ～」およ

び「～アガル」を多く送っていると事える。これセこは選択肢の配列順は影響していないと考えら

れる。したがって，「若年齢層では，複合語は，他の部分の送りがなに引かれて多く送る傾向が

ある」とか，さらに一般化して，r若年齢層では，複合語は単純語より多く送る」とかの説明が

　　へ
考えられる。これについても決め手はないが，　「モウシアワセル」，「サソイアワセル」などの結

果と合わせて考えると，若年齢層は，意味の軽重は考えないで嘗胆的に多く送る送り方をしてい

る，そのため他の部分の，多い送りがなにも引かれるのではないか，という推測が生まれる。最

終学歴別にみると，「アワセルーモウシアワセル」rアワセルーサソイアワセル」には有意な差

が晃られないが，「ウマレルーウマレカワル」「アガルーウカビアガル」では，学歴の高い人

（つまり，内字生活の豊かな人）ほど，平均値がゼ叫こ近く，単純語と同じに送る傾向が強いこ

とがわかる。（図62－2参照）また，学歴鋼は社会人のみを対象としているので，「ウマレルーウマレ

カワル」の平均値はいずれのカテゴリーも正になり，「複合動詞の前部分は，単純語よりも少なく

送る」という予想通りの結果になっている。それにしても「アガルーウカビアガル」では，学歴

の高い人ほど「～アガル」を比較的少なく送っているとはいえ，いずれのカテゴリーでも「アガ

ル」よりも「～アガル」を多く送っており，複合語では他の部分に引かれて多く送る傾向のある

ことを，ここでも示している。

◎単純名詞と複合名詞

　「ハレ一丁レギ」は，全般的に平均値は負で，「晴れ一晴着」が多い。とくに，研究者層では

「晴れ一晴着」が多い。また，最終学歴が高いほど，「晴れ一晴着」が多くなる。（図62－3参照〉

　「ワリーヤクワリ」は，全般的に「割一役割り」が多く，とくに12～19歳，学生層に著しい。

また，社会入では，学歴の高い人ほど，低い人よりも平均値がゼロに近くなるが，これはヂ馬鞭

一役割り」がふえるためである。

　このように，この4語から，「単純名詞より複合名詞の方が少なく送る」という現象を見出す

ことはできない。書き手はこの4語を，動詞的意味あいの軽重により，また書き手の得た送りが

な表記の習慣によって，目語ばらばらに送るか送らないかを決めて選択しているものと考えられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨
る。

◎動詞と名詞

◎単純動詞と単純名詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一81一



　rオコナウーオコナイ」。「オワルーオワリ」・「アツマルーアツマリ」の3組について，共通し

て言えることは，年齢による差の著しいことである。（図62－4参照）すなわち，3組とも動詞は

名詞よりも多く送るのだが，年齢が高い人ほど，その傾向が著しいということである。年齢の各

カテゴリーでは，「25～29歳」以下の各カテゴリーはほぼ嗣じょうずで，平均値が比較的大きく，

反対に，「35～39歳」以上の各カテゴリーはほぼ同じように平均値が小さい。つまり30歳未満と

35歳以上の2群に分かれ，「30～34歳」のカテゴリーがその中閾に位していると言える。なかで

も，この傾向は「オコナウーオコナイ」と「アツマルーアツマリ」に著しい。

　35歳以上で平均値が小さくなるのは，「行なう一行い♪「集まる一集り」が多いためである。

ギ行なう」の「な」，「集まる」の「ま」は，ここでは，「いって」　「つどって」と誤読されるこ

とを避けるために必要なかなであるから，それが意識されて，1音節多く送られるのだと考えら

れる。それに対して，「終わる」の「わ」には，誤読を避けるあるいは，読みにくさを避けると

いう必然的な理由はなく，「終える」との対応から，あるいは「上がる」　（「が」を送らないと

「のぼる」と誤読されるおそれがある。）との類推から送られたかなであるため，動詞と名詞と

の差も小さく，また年齢差もあまり大きくない。

　30歳未満の・各カテゴリーでは，35歳以上の各カテゴリーに比べて3組の差が小さいが，これ

は，名詞も動詞と詞じように多く送る傾向が強く，「行ない」　「集まり」が多いためである。

　なお，この年齢との関連は，複合動詞の三都分と複合名詞の後部分との間にも見られる。（図62

略参照）すなわち「ウケ2竺一ウケ．Z玄ガカリ」「ウリざろ一オオウリ竺」「モウシァワセル

ーモウシアワセジコウ」の3組では，いずれも平均値が負で，動調よりも名詞の方が少なく送ら

れるが，その傾向は年齢が高くなるにつれて著しい。ただ，単純議の場合，30歳未満と35歳以上

の2群に分けられたが，複合語では断層はなく，グラフはほぼ同様のこう配になっており，12～

29コ口若い年齢層で比較的急であるという程度である。これら3組の複合語は他の語と誤読され

るおそれもなく，また飽の語の類推から送ったり送らなかったりする可能性もない。したがっ

て，ここには「動詞よりも名言斑は少なく送る」という原則のみが働いていると見ることができよ

う。そしてこの原則はどの年齢贋にもいえるが，年長の層では若年の層よりも著しく，若年層で

も牽代と二十代とではかなり差があるということができる。

　次に，集団別・学歴別について検討する。

　集団別にながめると，一般公務員層で「オコナウーオコナイ」「アツマルーアツマリ」，教員層

で「オロナウーーオコナイ」の平均値が小さいことが穏立つ。これは，この二つの層で動詞を多

く，名詞を少なく送る傾向が強いことを示している。逆に，広報・研究看層の平均値が小さくゼ

ロに近くなっているのは，動詞より名調を少なく送る傾向はあるが，動詞と名詞を同じように送

る傾向が一般公務員・教員屡よりも強いことを示している。このように「yl一コナウー」1一　urナィ」

fアッマルーアツマリ1の送り方は，社会人の各層の特徴をはっきり表わしている。

　学歴別にながめると，「オコナウーオさオイ」・「アツマルーアッマジ」では，学歴が高いほ

ど，平均値が大きくなりゼ叫こ近づき，動詞と名詞とを同じように送る傾向が強くなり，「オワ

ルーオワリ」では，平均値が小さくなり，正から負になり，名詞を少なく送る傾向が強くなるこ

とがわかる。（図62略参照）「オワルーオワリ」のみが1学歴が高いほど名詞を少なく送る傾向が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一82．　一



強まるというのは，奇妙な現蒙であるが，これは3組の平均値は学歴が高くなると，ほぼ鍔一の

：負の簸に近づくのだと考えることによって説明できる。

・◎複念動詞と複合名詞

　ここでは，複合動詞とその名詞化した「ウケツケガカリ」　「オオウリダシ」　「モウシアワセジ

コウ」の6語3組について述べる。「ウケツクル」「ウIJダス」「モウシアワセル」後部分について

は，先に単純動詞と単純名詞との関連にふれた際述べたように，動詞より名調を少なく送り，そ

の傾向は年齢が高くなるにつれて著しい。また：集闘別にみると，「モウシアワセルーモウシアワセ

ジコウ」では，一般公務員・教員屡の平均簸が火きく，広報・研究者贋の平均値が小さくfii　pmに

近いこと，「ウケツケルーウケツケガカリ」では，教蜘曽が他の社会人のいずれの層よりも平均

値が小さいことの二点が挙げられるQ前者は，「オコナウーオコナイ」との閥にみられたものと

澗じ傾向であり，同じように説明できる。また，後者は教員堰1の中に，動詞と同じように名詞に

「～付け～」と1音節送る入がかなりいることを示している。後者の傾向が何に起因するかは明

らかではない。また，学歴別については，群立った傾向を見出せない。

　前部分については，後部分ほど際だった傾向は見娼せない。年齢別では，3組のあいだに大き

な差はなく，また年齢問の差も像とんどなく「12～19裁」のカテゴリーだけが平均値がゼロに近

く，動詞と名詞とをほぼ岡じように送る傾向の強いことを示しているに過ぎない。集団別になが

めると，中学生がきわだって平均鰹が大きくゼロに近い数値で，動詞と名詞とを同じに送る傾向

が強いこと，高校生・大学生がこれに次いでいること，社会人では，研究者暦が平均値がノトさぐ．

名詞を少なく送る傾向の強いことなどがわかる。（B162一一7参照）また，「ウケツケルーウケッケガ

カリ」は，広報・研究奮暦のみ負の値が大きいが，これは名詞は少なく送る，つまり動詞「ウヶ

ッヶルjは「受け哀げる」と書くカミ名詞「ウケッケガカリ」を「受付係」と書く人の多いためで

．ある。（複合名詞を「受頭～」と書く人の割合は，一般公務員層が最も多いのだが，一般公務員

層は動詞も「受付（け）る」と叢女人が多く，名詞を少なく送ろうとする傾向は広報・研究藩麟

、ほど強くないと雷える。），

　学歴別では，学歴が高くなるほど，平均値が小さくなり，名詞を少なく送る傾向の著しいこと

．がわかる。　（図62一・・8参照）後部分でぱ，学歴の差が児られなかったのに紺して，前部分で差が見

られるのはどう説明すべきか。これは，動詞よりも名詞を少なく送る傾向は，学歴の高い人ほど

顕著で，それが複合出講の磁心化したものの場合はまず前部分を送らないという形であらわれる

ためではないかと考えられる。

◎複禽語の前部分と後部分

　ここに属する語の組み合わせば「アガyグチーネアガリ」だけであるが，年齢別，集団別いず

れも各カテゴリー闘にほとんど譲がなく，平均値はゼロに近い。ここからは，霞立った傾向を見

．91けことはできない。
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’7　送りがな表記の分析（3） 類語との相関関係一

7．1分析のすすめ方と結果

　　この節は，同一個入の中で岡類の語の送りがな表記がどの程度かかわりあいを持っているかに

ついて述べる。同類の語というのは，2．4で類服した各調査語集団を指す。したがってその組み

・合わせば小グループ内の相互関係に限っても数十組はあるが，ここでは次の21組の組み合わせの

みを取りあげる。

　◎単純動詞1……アラワレル（現）×アラワス（表）

　　　　　　　　　　コトナル（異）×オコナウ（行）

　　　　　　　　　　コトナル（異）×アラワス（表）

　　　　　　　　　　アラワス（表）×オコナウ（行）

　　　　　　　　　　オコナウ（行）×ヤシナウ（養）

　◎単純動詞2……オワル（終）×ウマレル（生）

　　　　　　　　　　アワセル（合）×ウマレル（生）

　◎複合動詞1……ワリアテル（割・当）×ウリダス（売・娼）前二分

　　　　　　　　　　ウケツケル（受・付）×ウリダス（売・出）前部分

　　　　　　　　　　ワリアテル（割・轟）×ウケツケル（受・付）前部分

・　◎複合動詞2……サソイアワセル（誘・合）×ムカイアウ（向・合）前部分

　　　　　　　　　　モウシアワセル（申・合）×ムカイアウ（向・合）前部分

　　　　　　　　　　モウシアワセル（申・合）×サソイアワセル（誘・合）前部分

　　　　　　　　　　ウマレカワル（生・変）Xウカビアガル（浮・上）

　◎単純名詞・……・・トナリ（隣i）×ナサケ（情）

　　　　　　　　　　オタガイ（互）×ナサケ（情）

　　　　　　　　　　サイワイ（幸）×ウシPガワ（後・鰯）

　　　　　　　　　　オタガイ（互）Xサイワイ（幸）

　　　　　　　　　　オタガイ（互）×ウシロガワ（後・側）

　　　　　　　　　　サイワイ（幸）×ナサケ（情）

　　　　　　　　　　ナサケ（情）XウシPガワ（後・側）

　これらの語の組み舎わせの関係を示すには，6．2と岡じ方法によって平均値と分散を算出し，そ

　れによった。

　　21組の組み合わせの二二表から計算した平均値と分散の結果を表63（巻末）に掲げる。

　　この表の数値から読み取れることは，一口に雷って，非常に雑多である。単純語と複合譲，動

　調と名詞などの悶に見られた傾向のようにまとまってグループをなすことはなく，一語一語の組

　み合わせによってまちまちである。ここでは比較的重要な2組について述べる。

　・trアラワレル」と「アラワス」

　　「アラワレル」　「アラワス」は，一語ごとに分析した際，「表わす」に比べて「現われる」は』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一86一



多くなく，　「現れる」と書く人がかなりいることが認められた。この表からも，年齢，集随のい

ずれのカテゴリーでも「アラワス」を多く送っていることがわかる。とくに集団別では大学生・

研究者懸，年齢別では三十代が「アラワス」の方を多く送っている。・（pa63－1参照）また，学歴

別では，学歴の高いものほど「アラワス」を多く送っている。（図63－2参照）以上のことから，

「アラワス」は「アラワレル」より多く送り，かなり意識してr現れる」「表わす」が使われて

いると考えられる。この2語の送りがなの違いは，「表わす」の「わ」が「ヒョウス」と誤読さ

れることを避けるため送られるという理出を持っているのに対し，ギ現われる」の「わ」は類語

「アラワス」と同じに送るという消極的な理由しか持たないところに起因していると考えられる。、

・「オコナウ」と「ヤシナウ」

　この2語は互いに接近して出題された。これは同類の語がどの程度他に引かれて送られるかを

知るためである。「ヤシナウ」は，昭和31年の雑誌を紺象とした，現代雑誌九十種の用語用字調

査では7團あらわれ，その表記は「養う」6國，「養なう」1回であるから，「養なう」と書く習1

慣が広まっているとは思えない。ところが，今鳳の調査では，高校・大学・研究者層を除いて，

圧鯛的に「養なう」が多く，類推作絹の働いたことをはっきりと示している。（表47－1参照）この

ことはかたよりの平均値によって～層は・つきり示される。　（9163・一・3参照）すなわち，高校・大学「

・研究巻層を除いて，他の層は平均値がEロに近く，2語をほぼ同じに送ることを示している。

このことは「行なう」　「養う」を中心にしてかたよりを計算しても，かたよりの平均値が「ヤシ

ナウ」方向に大きくなるだけで，全体は全く変わらない。つまり，「行う」「養う」と書く人が多

いためにさきの平均値がゼロに近くなったのではない。なお，年齢別ではほとんど差がなく，学・

歴別では，大学出身者が，やや「オコナウ」を多く送っている程度である。

　このように「オコナウーヤシナウ」には強く類推作用が働いたと考えられるが，どの程度強く

働いたかは，岡時に「オギナウ（補）」「ウシナウ（失）」「トモナウ（伴）」などを同じ調査票の

中の離れた位置に置いて調べてみるとか，同一個人について「オコナウ」「ヤシナウ」を別々に

調べてみるとかしてみなけれぽわからない。「養なう」という表記が「行なう」と同じ程度に一

般的に使われているならば，この「オコナウ」「ヤシナウ」には類推作用はあまり働いていないこ

ともありうるのである。
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8　今後の問題

　この調査の対象・方法などで闘題となること，および，分析し残したことなどについて，ここ

にまとめてしるそう。

　まず，分析記述をし残したことがらのうち，おもなものを列挙する。

　1　実際に書く喪記と「読みにくい」とする表記との関係

　2　内閣告示f送りがなのっけ方」に対する関心と送りがな表記との関係

　3　各調査集団別（とくに，中学生・高校生の学校別・学年別）の分析

　4　「読みにくい」とする表記と年齢・集団・学歴その他との関係

　次に，この調査の湖題点を列挙する。

　（1）対　象

　この調査の対象は，統計学的に意味をもったサンプルではないから，実際の中学生・高校生・

大学生・社会人の意識の実態をどの程度表わしているかは疑問である。とくに，往会人は，かな

り：交章を書くことに高い関心を持っている集団ばかりである（「一般」に含めた2集団も例外では

ない）ので，一般の：祉会人とは大きなへだたりがあろうかと思う。たとえば，四十代が三十代よ

りも，内閣告示「送りがなのっけ方」に近い表記をしていることなどは，この集國の特殊性を物

語っていると脅えよう。（ただ，この意識調査は赴会の実態をとらえることを目的としたも¢）では

ないから，調査ヌす象のか＃よりによって調査の意義までも失うものではない。もし実態を知ろう

とするならば，サンプリングによる調査を実施する必要がある。）

　（2）調査方法

　調査方法で～番問題になるのは，質問のしかたである。この調査では，選択肢法をとったが，

送りがな表記は欝く画聖の条件によってもゆれるものであるから，他の方法（実際に書かせてみ

る，意識せず書いたものを調べる，など）によれぽ，かなり結果は違ってくるだろうと思われ

る。質問のしかたがどの程度結果に影響すかる，実験的な小調査を試みる必要がある。そのほ

か，選択肢の配列が結果にどのような影響を及ぼすかも調査する必要があろう。

　また，選択肢の語はすべて漢字を使って表記しているが，これらの中には，ひらがなで書く習

慣のある，また習慣の形成されつつあるものもあるかも知れないので，かな書きと送りがなとの

関係も調査する必要がある。

　以上のような風戸点を解決するため，小規模な調査を計画している。

　（3）分析方法

　送りがなのゆれを分析するに際して，各集団・年齢のカテゴリー問のゆれは百分率で，語と語

とのゆれはかたよりの程度の平均と分散の値で表わし，分析記述したが，それが最も妥当な方法

であったかは疑問が残る。とくに語と語とのゆれはこの数値では様相がつかみにくく，一考を要

すると思う。また，いずれの数値も検定をしなかったが，検定についても研究してみる必要があ

る。

一89一



　　　　　　　　　　　　　　巻　末　付　表

本書に収めた表のうち一まとまりになるものを，ここに一括して掲げた。次の5群よりなる。

　　　　　　（1）　表3一表5　　　　　（2）　表12一表27

　　　　　　（3）　　表29一表46　　　　　　　　（4＞　　表47一表49

　　　　　　（5）　表61一一表63
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ミ

石葺

?
者

ノへ

ｬ
」
．
＝
「
訂

無　　答
　　13

i1．7）

　　3

i0．5）

　　1

D0，2）

　　4

i．0，9：｝

　7
i2．4）

　4
i2．3＞ 一

　32
i1▼1．：1

11｝読まない
　嘆6

i6．2｝

　　　．7

iu）
　　7

P！．1）

　　3

I0，7＞

　．1

i0．3）

　2

iL1｝ 　
　　66

i25．81

②10分以内
　338
i45．2）

　　152

i25．G）

　　12嘆

普D2＞

　　69

i16．2！

　33

i1L2）

　35
i2◎．1）

　10
i16．9：）

　761
i．25．8）

（3｝20分以内 　217
i29．0）

　　186

i30．5＞

　225
i34．9）

　　114

i26．81

　80
i27．1＞

　49
i28．2）

　19
i32．2＞

　890．
i3G．1）

顧30分以内
　　87

i11．6）

　　173

i28．4）

　　172．

E（26．7）

　　141

i33．1）

　80

i27．D
　51
i29，3）

　13
i22．O！

　717
i24．3）

／5｝30分以上 　46
i6。2）

　　88

i14。4＞

　　116

i18。0）

　　95

i22．3）

　94
i3L9）

　33
i19。◎）

　17
i28．8） ﾙ6，5．．｝

装13毎日読む毅聞（麿別）

中
学
校

高
．
．
校

大
学

一
般
公
務
負

担広：弩乏

抹�F

@　内

黒

教
翼

疑
究
煮

i　A　　　I．＝コ

@　　言．．i畠

　　56

i63．6）

　　　　9

i．10．2）

　　　　9

i10．2＞

　　　5

i5．7）

　　　5

i5．7）

　　4

i4。5）
… 　　　88

i100．◎／

11）率．．彗　　B
　　243

i15，9＞

　　340

i22．2＞

　　428

i28．0＞

　　217

q14．2＞

　　171

i11．2）

85

i5。5）

46

i3．0＞

1530

i100．◎〉

1：2海　　　臼．．
　　15ユ

i26．3＞

　　115

i20．0＞

　　107

i18．6）

　　　69

i12．0＞

　　　83

i14．4）

37

i6．4）

13

i2．3＞

　　575

i100．0）

⑥読　　　売
　　259

i33．5＞

　　150

i19．4＞

　　134

ｿ7．6）

　　72

i9．3）

　　　87

i1LO）

56

i7．2）

15

iL9）

　　773

i100．0）

④．産　　　悉．罷
　　　69

i3L6＞

　　　39

i17．9＞

　　　33

i15．．1）

　　13

i6．0）

　　　46

i21．1）

14

i6，4）

　　凄

i1．8）

　　218

i王GO．e）

｛：5．

普@　　経
　　　44

i21．2＞

　　　39

曹W．8）

　　　43

i20．7）

　　　36

i17．3）

　　　荏3

i20．3）

　　1

i0．5）

　　2

qLO）

　　208

i100．0）

｛：6）地　方　紙
　　33

i7。8）

　　22

i5．1）

　　32

i7，5）

　　180

i．4L9）

　　13王

i30．4）

22

i5．2）’

1｛）

i23＞

　　43G

i100．0）

　」

艫Xボーッ紙
　　　50

i22．2）

　　　61

i27．0）

　　　52

i23．0）

　　　27

i12．0）

　　，26

i．1L5）

　　5

i2．2）

　　姦

i2．0）

　　225

i100．0）

　　　20

i35．8）

　　　8．

i14．3）

　　　12

i21．4）

　　　3

i5，4）

　　　　7

i12．5）

　　4

i7．1）

　　2

i3．6）．

　　　56

i100．G）
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表14　朝霞・毎日・読売と読者（層別）
　　　（1｝華弓臼　　　（2＞毎H　　　（3）言売売

中
挙
校
高
校

大
二
5
一

幽　L．．．㎜

ﾊ
公
務

担広�鮪
ﾐ
　
　
内
者
；
．
報

1　　教

@　員

研
究
壽
合
講

鐵…　　然，n、　　　　　　μ
　　151

i38，0）

　　52

i13．0）

　　40

i10。0）

　　94

i23．6＞

　　4荏

i11．◎）

16

i4．2＞

　　1

i0．3）

　　398

i100．0）

（1） 　201
i15．6）
　298
i23．婆）

　376
i29．2）

　　195

i15．2）

1王2

i8．7）

68
i5．3）

35

i2．7＞

　1285
i100．0）

（2）
　　117

i28．6）

　　go

i22，0）

　　74

i18．0）

　　56・

i13．7）

　40
i9。8）

28

i6β）

　　5

iL2）

　　410

i100．0）

｛1）（2）
　　19

i21．4）

　　19

i2L4＞

　　21

i23．6）

　　　9

i10，1）

　　12

i13．6）

　　6

i6，7）

　　3

i3．4）

　　　89

i100．0＞

（3｝ 　226
i38．2＞

　122
i20．6）．

　　101

i17。G）

　57
i9．6）

　39
i6，6）

　43
D（7．3＞

　　5

i0，8）

　　593

i100．G）

／1＞　　（3）
　　18．

ｯ．3）

　　22

i21．2）

　　21

i20．2）

　　11

i10．6）

　　17

q16．3＞

10

i9．6）

　　5

i4．8）

　　1G4

i10G．0）

（2｝〈3）
　　、10

D（4L7）

　　　5

i20．8）

　　2

i8．3＞

　　2

i8．3）

　　1

i淫．2）

　　2

i8．6プ

　　『2

i8．3）．

　　　24

i100，0．）

（1｝（2）（3）
　　5

i9。6＞

　　1

iL9）

　　10

i1．9．2）

　　2

i3。8）

　　30

i57の

　　1

iLgl
　　3

i5，8）

　　　52

i100．0）

衰f5雑誌を読む程度（贋別〉
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校
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大
潟
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蛹
�
ｱ
暴

掩広
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内
薪
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教
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研
究
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無　　　筈
　11
iL5）

　　1

iG．2）

　　玉

i0。2）

　　3

i0。7）

　　6

i2．0）

　3
i1．7＞

… 　25．

i0．8）

ω読まない
　13

iL7）
　12
i2．O）

　　3

i0．5）

　　8

i1．9）

　　4

iL4＞

　荏

i2．3）
『 　　44

iL5）

（2｝たまに読む
　396
i53．0）

　304
i49，9）

　199
i3G．9）

　272
i63．8）

　158
i53．6）

　82
i47．1＞

　14
i23．7）

1425

i48．2）

｛31よく読む
　327
i43．8＞

　292
i47．9）

　荏42

i68．5＞

　143
i33．6＞

　127
i43．1／

　85
i48，9＞

　45
i76．3）

1荏61

i49．4）

X｛6　過去一か月に手・紙を出した算数（耳石）

w
校

細
口
大
冊

　．、．卿

ﾊ
公
務
鑓

撮広
@　報ｻ
　
　
　
　
内
．
者
報

教
エ
；
ミ

研
究
煮
合
計

臓…　　　　黎4レ｝、　　　　　　　　r奨
　　9

iL2＞

　　3

i0．5＞

　　1

i0，2）

　　1

i0．2）

　　4

i1．4＞

　4
i2．3）

… 　22
i0。7）

ほ雌さなかった
　402
i53．8）

　329
i54．0＞

　　137

i21．2）

　　83
i玉9．．5）

　　75

i25．4）

　28
i16．1）

　　8

i13．6＞

1062

i35。9）

〔2）1　～　3　通
　267
i35．7）

　233
^38．3＞

　327
i50．7＞

　206
i48．4）

　　164

i55。6＞

　93
i53．4）

　21
i35．6＞

13U
i44．4）

（314　～　5通
　41
i．5．5）

　30
i廷．9）

　100
i15．5＞

　　57

i13．4＞

　　35

i．1L9＞

零4

i13．8）

　14
i23．7＞

　301
i1◎。2）

㈲6通以」二
　28
i3，7）

　　14

i2．3）

　　80

i．12．4＞

　　堵79

i18．5）

　17
i5，8＞

　25
i14．4）

　16
i27．1＞

259

i8．8）
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表17新聞を読む時閲（年齢男弓）

年　　齢

i2～19歳 20～2蟻 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50歳～
猛　　裳，h、　　　r．．．r

計

籍　　　匁【，n　　　　　　　5」
　　12

i0．7）

　　3

i0．7）

　　3

i2、1＞

　　5

i2．1）

　　3

iL3）

　　2

iLo）

…　　　　　」 　　　窪

i22，2）

　　32

i1．1）

読まない
　　56

i．3，4＞

　　　5

i1．2）
『 一

　　1

q0．4）

　　2

i1．0）

@
i
　
　
　
　
　
…

　　　2

k1L1：｝

　　66

i2．2）

10．分以内
　　556

i33，31

　　　74

i．ユ8．2）

　　19

D13．5＞

　29
i．12．4）

　　31

i13．5）

　　37

i18．6）

　　10

i17．O｝

i　　F
堰
i
2
7
1
8
）
ヒ

　76王

i25，8＞

20分以内
　　506

P．30．3＞

　　142

i35．2）

　　35

i24．8）

　　55

i23．5）

　　76

i33．2）

　　890

^．30．1）

30分以内
　　34？

i20．8）

　　」．07

i26．3） ^29．1｝

　　72

i30．8）

　　74

i32．3）

　　56

i28．エ）

　　18

i3⑪，5）

ヒ　　　　　2

@　（登．1．！

　　7王7

i24．3）

30分以．上
　　192

i1L5）

　　75
ｿ8．．5．｝

　　43

i30，5）

　　73

i3夏．2．己1

　　4穫

i19，21

　　49

i24．6．）

　　13

P22．Ol
｝

　　489

i16，51

表18毎嚢読む薪聞（隼齢別）

言売省の∫｛羅勿年島台　　　　年　　　　　　齢

V闘編
12～1蟻 20～2戴 25～29歳 30～3喚歳 35～39歳 嘆0～49歳 50歳～ 奮．捧i社会入のみ

輯　　　理
　79◎

i47．3＞

　256
i63．1）

　84．

i59．6＞

　1喋9

i63．7）

　127
i55．5）

　87
i43．7）

　33
i55．9＞

22．8歳 33．6歳

毎　　　醗
　313
i18，8．〉

　　79

i19．2＞

　27
i19。1＞

　　49

i2G。9）

　　54

i23．6）

　36
i18．1）

　15
i25。4）

23．職 35．5歳

曇｝2　　　　　　蝋．モ’

ﾒじ　　　　冗
　塵81

i28．8＞

　　83

i20．4）

　37
i26．2）

　　40

i17．1）

　　43

i18．8）

　66
i33．2）

　17
i28。81

2L9歳　　　　　i 36．◎歳

産　　　経
129

P7．7）

　22
i5．喚〉

11

i7．8＞

2q

i8．5＞

　11
i4．8＞

　21
i10．6、

　3
i5．1）

22．3歳 35．8歳

Fi　　経
玉07

i6，4！

　26
i6．4＞

12

i8，5＞

　　31

i13．2）

　22
i9．6＞

　6
^3．0）

　4
i6．8）

23．3歳 33．6歳

地　方　紙
　74
i4．嘆）

　違◎

i9．9＞

　46　　　　58
i32．6）　i　（2篠，8）

　　77

i33．6）

　95
i47．7＞

　38
i6堤．4｝

34．2歳 38．9歳

スボーッ紙
138

i8．3）

　31
q7．6）

13

i9．2：／

一　　　13

@　（5．6）

　1填

i6．王）

11

^5．5）

　違

i6．8） 2L6歳 34．3歳

そ　の　他
　29
iL7）

　　9

i2．2）

　5
i3．5）

　　3

iL3）

　　5

i22）

　4
i2．0）

　三

i三．7．｝
22．2歳 35．8．歳

薯誘：　（　　）　［勾iよそizそれの歪喜鍛金騒｛こおCナる鳶ぎ分圭ヒ◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表糧朝縫・毎N・読亮と読者（年醐ll）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1）率穆1三：1　　　（2｝塗掻Ei／1　　　〔3．）言売ラ1ご

新。慧齢
12～1§歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳

3
5
～
3
蟻
1

40～婆9歳　　50歳～ 蒸　答 計

：賊　　　黛♂悼，　　　　　　「二．エ
　　221

i．13．2）

　　36

i8．9）

　　20

ｿ4．2＞

　　　35

i15．O／

　　　3嘆

i14．8）

　　36

i18．1＞

　　　9

i．15．31

　　　7

i38，9／

　　398

i13．5）

ほ｝
　　680

i．．婆0．71

　　222

q5荏．7）

　　62．

i44．o＞

　　122

i52ユ〉

　　106

i46．3）

L　　　65　　　　25

i32。7） （42．4）

　　　3

D16．7）

1285

i43．5）

｛2）
　　236

i14，1）

　　　57

i14．o）

　　15

i1G．6）

　　　29

q12．婆）

　　　3？

i16．2＞

　　28

i1遮．1）

　　　6

i10．2）

　　　2

i11．11

　　410

i．13．9）

〔1）（2｝
　　51

i．3．1）

　　8

i2．0）

　　7

i5．0）

　　　8

i3．4）

　　　9

i3．9）

　4
i2．0）

　　2

i3．荏）
一

　　89

i3．0）

｛3）
　　農06

i24．3）

　　　55

i13．5＞

　　22

i15．6）

　　20

i8．5）

　　　31

i13。5）

　　47　　　　7
i23．6）　　　〈11．9．〉

　　　5

Q？．8）

　　593

i20．1｝

〔1）　｛3）
　　拳9

i2・9＞i

　　15

i3．7＞

10

i7。1＞

　　　8

i3．4）

　　4

iL7）

15　　　　3
i7．5＞ ／5．1）

…
1◎4

i3．5＞

（2以3｝
　　16

iLQ｝

　　　2

iQ．5）
…

　　　1

iG．．4｝
一

　　1

iQ．5）

　　4　　　　一

i6．8）

　　24

io．8）

｛1｝｛2）（3｝
　　10

i◎。6）

　　11

i．2．7）

　　5

i．3．5）

　　11

i4の

　　　8

i3．4）

　　3

iL5＞

　　3

i5．11

層　　　　　1

@　　｛：．．5．6．｝

　　52

i1，8＞

キ註：　「離隻編㍉　1：1まいつ‘’れも叢売まなLts／vも含ま穿τる。
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（集齢別）

く3｝よく読む

　衰20雑誌を読む程穫
①読まない　　　／2｝たまに読む

年齢
12～ま蟻

　　　　　ヒ

Q0～24歳 25～馨9歳 30～34歳 35～39歳 4G～49歳 50歳～ 無　箒 計

無　　　答
　　8

i台．5）

　　3

i0，7＞

　3
i2．1．）

　　3

iL3）

　　1

i0．4＞

　　3

i1．5＞
一

　　4

i22．2）

　25
i0，8＞

読まない
　27　　　、

P1．6｝

　　1

i0．2）

　1
i0．7＞

　　2

i◎．9）

　　6

i2．6）

　　6

i3．0）

　1

iL7）
一 　4唾

i1．5）

たまに読む
　814
i48．8＞

　122
i30．1）

　72
i5！．1）

　131
i56．0）

　128
i55．9）

　114
i57．3）

　33
i55。9＞

　11

i6L1）

1425

i48．2）

よく読む
　820
i49．1、

　280
i69．O／

　65
i46．1〉

　　98

i4LO）

　　94

i41．G＞

　　76

i38．2＞

　25
i42．4）

　　3

i16，7＞

1461

i49．5＞

侮三家別）過玄一か月に手紙を出した園数一2

年齢
12～玉臓 20～24畿 25～29歳 3G～34歳 35～39歳 40～49歳 50歳一
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笙　　　　　　然，晦L、　　　　　　　　　　　　R
　　8

i倉．5）

　　1

i0，2）

　1
i◎．7）

　　5

k2．1）

　1

k0．4）

　　2

iLo＞
一

　　4

i22．2． r
　22
io．？）

i

出さなかった
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i47．6）

　　87ｮ
2
1
．
4
）
、

　40
i28．4）

　　51

i2L8）

　49
i21．4＞

　　28

i14．1）

　　6

i10。1）

　　6

i33．3）

1062

i35．9）

1　～　3通
　659．

i39．5）

　2王0

i5L7）
　71
i50．4）

　　王00

i42．7＞

　　117

i51．1）

　114
i57，3＞

　35
i59．3＞

　　5

i．27．8）

1311

i44．4＞

4　～　5逸
12．2

i7．3）

　　6婆

i15．8＞

　17
i12，3＞

　　31

i13．2）

　　28

i12．2＞

　　30
i王5．1）

　　8

q13．6）

　　1ド！．5．61 　301
i10．2）

6　逓以上
　85
i5．1／

　　44

i10．8）

12

i8，5）

　　47
i．20．1）

　　34

q1縫，8）

　　25

i12．6）

　　1◎

i16．9）

　　2P（11．11　　　　　　壱 259

i8．8）

（年会人・学歴別）新聞を読む時間表22
　
　
．
新
聞
を
だ
寿
ず
階 読まない 10分以内 20分以内 30分以内 30分以．」二 無　箒 企　計

小学．校卒　　　　　　　　ト
　　玉

i11ほ）

　　　2

i22．2＞

　　　2

i22．2＞

　　　3

i33。3＞

　　　1

iU．1＞

一　　　　　遣 　　　　　9i
1
0
0
．
0
｝
」

摩学校卒1　一

@　　　　　　き

　　　　　8遭｝鴨・9） 　　26

i38．8）

　　18

i26．9）

　　14

^20．9）

　　1　　1

iL5）

1‘

@　　　67

@（1GO．G）

高校卒… i。㌔、 　　82

i17．5）

　　131

i28．0＞

　　134

i28．6＞

　　108

梶D1）

　　9

i1．9＞

　　荏68

i100．0）

　　　　　　　　　　　　1
蜉w卒　　　　　　　　　　（0，3）

　　52

i13。4＞

　　94

i24．2）

　125
i32．1）

　　113

i29．0＞

　　4

i工．0）

　　389

i100．0＞

　　　　　　　　　　　…ｳ　　答　　　　　　　　層
　　　3

ii4．3）

　　　9

i42．9）

　　　5

i23．8）

　　　3

i14．3）

　　1

i4．8）

　　　21

i100．0）

／拙　　　　・1逃
ﾆ　　　　削．

　6
i0．6）

　　147

i15．4＞

　262
i27．5＞

　285
i29．9＞

　239
i25．1）

　　　15@
　
（
1
．
6
）
遣

　　954

浮O，0）

（社会人・学歴別）雑誌を読む程度表23

　雑誌をサ馳戸芋歴．

読まない たまに読む よく読む 無　答 合　計

小脇巧言
　　1

i11．1）

　　　6

i66．7）

　　　2

i22．2＞
一 　　　9

i1GO．G）

中学校卒
　2
i3．o＞

　　48

i71．6）

　　16

i23．9）

　1
i｝．5）

　　67
i100．0）

蕩万卒
　7
i1．5）

　292
i62、4）

　163
i34．8）

　6
i1．3）

、．468

i100．0）

大学卒
．5

iL3＞
　166
i42．7）

　214
i55．0）

　4
i1．0＞

　　389

i1GO．O）

短　　　箕σ・随　　　　　　四

（4．8）

1　　　　14
@　　　（66．7＞

　　　5

i23．8）

　1
i4．8）

　　21
i100．0）

合　　計
16

i1．7）

　526
i55ユ）

　40G
i4L9）

12

iL3）

　　954
i100．0）

［
96
一



表24過去一か月に手紙を出した霞数（社会人・学歴男の

出さな

@かった 1～3通
　　　　　、　．．“

S～5迎 6通以．．1＝ 無　答 合　計

小挙校卒
　　　2

i22．2）

　　　7

i77．8＞
｝ ｝ ～ 　　　9

i1GO．0）

中学校卒
　　10

i14．9）

　　42

i62．7）

　　12

ii7。9）

　　2

i3．0）

　　正

iL5）

　　67
i100．0＞

高校卒
　　93

i19；9＞

　232
�S9，6）

　　64

i13．7）

　　76

i16．2＞

　　3

i0．6）

　　468

i100．0）

火学卒
　　86

i22．1）

　191
i49．1）

　　51

i13，1）

　　58

i14．9／

　　3

i0．8＞

　　389

i100．0）

無　　答
　　　3

i14．3）

　　13

k6L9）

　　　3

曹S．3）

　　1

k4．8）

　　1

i4，8）

　　21

i100．0）
「
」

合　　計 　194
i20．3＞

　175
i50．8｝

　130
i13．6）

　137
P」4．4！1

　　8

i0．8｝

　　954

i100．0）

表25　f’旧聞を～」と．ド雑誌を～」との囎係（社会人）

　　　新聞を

G誌を
読まない 10分以内 20分以内 30分以内 30分以．1二 無　箒 合　議・

読まない
　　1

i6．3）

　　　7

i嘆3．8＞

　　　5

i3L3）

　　1　i
i6．3）

　　　2

i12．5）
一 　　16

i100．0）

たま｛こ読む
　　3

i0．6＞

　　95

i18．1＞

　164
i3L2＞

　167
i3L7）

　　92

i耳．5）

　5

iLO）

　　526

i100．0）．

よく読む
　　2

i0．5）

　　43

i10．8）

　　92

i23．0＞

　114
q28．5）

　143
q35．8）

　6
i1．5）

　　400

i100．G）

撫　　　　然’n、　　　　　　　　「．．；．．重 一 　　　2

i16．7）

　　玉

i8．3）

　　　3

i25。0＞

　　　2

i16．7＞

　　4

i33．3）

　　12
i100．0＞

台・　　言．1’
　　6

i0．6）

　147
i15．4）

¢62

i27．5）

　285
i29．9＞

　239
i25．1）

15

i．L6）

　　954

i100．0）

表26　噺聞を～1と「手紙を～」との関係．（社会人）

　　　　新聞を

闔??
読まない 10分以内 20分以．内 30分以内 30分三一．．｛：二

雛　　嬢，，r、　　　F．調

台　計

出さなかった
　　1

i0．5）

　　荏3

i22．2）

　　47

i24．2）

　　51

i26．3＞

　　46

i23．7＞

　6
i3．1）

　　194

D（100．0）

1　～　3通
　　3

i0．6）

　　70

i14．5）

　139
i28．8）

　157
i32．4）

　111
i22。9）　　　　　r

　　．4

D（0。8）

　　484

i100。0）

4　～　5通
　　1

i0．8）

　　17馳

i1．3．1）

　　41

i3L5）

　　34

i26。2）

　　37

i28．5）
… 　　130

i100．0）

6通．以」二
　　！

io．7）

　　15

ｮ10．9）

　　34

i24．8）

　　42
i30．．7）

　　荏5（32．9）

一 　　137

i1GO．0）

簿　　　　　　然‘，し、　　　　　　　　　　　　【．．二■ 一
　　　2『

E（30．O＞

　　　1

i10．◎）

　　　1

i10。0）
一

　　5

i50．0）

　　　9

i100．0＞

合　　　計
　　6

i0．6）

　147
i15．4）

　262
i27，5）

　285
i29．9）

　239
i25．1）

15

iL6＞

　　954

i10G，0）

表27　二世を～」と「雑誌を～」との関係（社会人）

　　　訴紙を

G誌を

出さな　　～　　　　　　　　　，　かった

1～3通 4～5通 6通以．．1．二 　さ吹@　然」r卜、　　　1認 合　言．卜

読まない
　　11

P68．8）

　　3
i18．8）

｝ 　　2
i12．5／

… 　　16
i1GO．G）

たまに読む
　111
i2Lユ）

　287
i54．6）

　　68

i王2，9）

　　58

香D0）

　2
i．o．4）

　526
i100．0）

よく誠む
　　72

i18．0）

　190
i47．5＞

　　59

i14．8／

　　77

i19．3）

　2
i0．5）

　400
i100．0＞

粧　　　　磐」卜防　　　　　　　　　　葬：＝．3 … 　　4
i33，3．）

　　3
i25．0＞

一 　　5

i4L7＞

　　12「（100．0＞

会　　　露i一 　194
i20．3＞

　娃84

i50．8）

　130
i13，6＞

　137
i14．4）

　9
io，9）

　954
i100．0＞．

一97一



表29　C一　文字の磐きあらわしかたについて（屡別）

単位：パーセント

巾下校 高　校 G．　詩匹∫・

m＼　　W．，¶ 一　般 広　報 教　員 li｝院者 計

迷ったこ
ﾆがある

ﾀったこ
ﾆがない

ｳ　　箒

94．0

T．8

O．3

97．5

Q．3

O．2

97．7

P．9

O．5

98．8

O．7

O．5

97．3

P．7

kO

93．7

Q．9

R．4

983

P．7

p

96．6

Q．8

O．6

嚢30　C一　文字の書きあらわしかたについて（年齢別

録軽立：パーセント

12～緯歳 20～24歳 25～29歳30～34畿 35～39歳 40～49歳 50歳～ 無　答 総　計

迷ったことがある

ﾀったことがない
J　　　　　　　　架ρR，　　　　　　　　　　　　　　　Il二置

96．1

R．7

O．2

97．8

Q．O

n．2

　97，9

@　G．7
@
　
L
4
看

98．7

P．3

97β

f．9

P．3

94．0

R．0

R．G

96．6

P．7

P．7

94．4

T．6

c

　　　　鴫X
1
：
戯
曜
。
．
6

表31　C一一一a　どの高津に関して迷うか（煽別〉

1．どの漢字を使ったらいいか。
2．1洋字の字｛奉力ごこれでいいか。

3．かなで書くか、漢字で書くか。
4．送りがなをつ｛するか、つけないか。

5．かなづかいカ£まちがっでいないか。
6．無答（「迷った三とがある」と答え．ttかった入を含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薩乱麺籠：ノぐ一セント

中学校 高　校 ブく学 …一 ﾊ 広　報 教　鑓 研究者 匪総　計
1 荏3．2 50．？ 違5．0 27．2 22．0 ユ？．2 59．3 39．5

2 37．1 43．7 3？．2 32．6 24．7 20．7 4睡．1 35．8

3 26．8 3Lo 28．8 47．7 鑑9．8 43．1 61．0 35．1

4 53．9 67．2 74．4 71．8 82．O 7L8 69．5 67．9

5 28．0 25．0 30．5 38．5 35．3 20．7 25護 29．7

6 6．2 2．5 2．3 L4 3．1 6．3 王．7 3．6

褒32　C一一a　どの聞題に関して迷うか（隼齢別）

単位：パーセント

12～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 i5G歳～
無　　焚のn　　　「．．諺

総　計

1 47．5 38．4 22．0 26．9 27．9 19．6 27．1 38．9 39．5

2 39．9 34．2 25．5 3◎．3 3L9 25．6 27．1 27．8 35．8

3 27．7 35．7 44．7 50．4 48．9 48．2 53．9 33．3 35．1

廷 62．1 77．3 80．9 74．8 76．9 6？．3 74．6 66．7 67．9

5 27．6 29．6 33．3 30．8 33．6 33．1 42．4 50．o 29．7

6 4．0 2．2 2．1 L3 3．5 6．O 5．i 5．6 3．6

一9S，　一



表33　C－b　達ったときどうするか（麟別）

　1．　自分・で適患に楽躬穆葦づ覧るa

　2．人にたずねる。
　3．1薫lii鵡彗辛婁キ、表言己舌愛妻廷などで詫笥くミる。

　4．その他．
1無答（「迷ったことがある、1と答えなかった．人を含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単孤：パーセント

中学校 高　．校 大　学 ﾊ 広　報 教　毅 研究者 総　羅
1 3G．3 45．0 46．4 3L2 14．6 16ユ 47．5 34．9

2 54．2 42．7 38．9 28．4 26．1 3L6 16．9 39．9

侮
O
73．6 92．3 83．4 77．5 92．5 sL6 88．1 80．7

婆 L9 2．5 1．9 3．1 5．4 2．3 一 2．6

5 G．4 0．5 0．5
　，
O．9 L◎ 凱Ol L7 3．7

衰34　C－b　迷ったときどうするか（卑齢別〉

轟終立：バーセンi・

12～19歳 20・～2毒疑 25～29歳 30～34歳 35㌣39歳 遮。～荏9穀 50歳～ 無　答 総　言．1『
…

1 38．6 41．6 26．2 26．1 27．5 17．6 27．1 33．3 34．9

2 48．2 3・1．§ 28．4 20．1 3◎．δ 27．6 22．0 50．0 39．9
…

3 78．6 87憾 83．7 80．3 80．8 82．9 86．4 77．8 80．？

4
． 2．2 ユ．5 棲3 4．3 35 35 3．4 5．6 2．6

5 3．8 2．2 0．7 1．ア L3 3．G L7 5．6 3．7

醒35　C二　送りがなのっけかたについて（纏別）

．
　
ψ1
2

●
　
　
　
■
　
　
　
．
　
　
　
・

3
’
蔓
門
D
6

一一 ﾂにきまっているほうがいい○
どちらを書いてもいいと．いうように、ある程度の輻が認めら
れたiまうカtいLtSo
無ξラ）・σ）遇懲、うとおりJ9一・墨にミ鞍けたほ三うtt）t’いい。

矛．）からない。

その他の意．見

餓　鮫，噛t■　　「．．．．二1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焉烹位：パーセント

i：l」学校 高　：校 ．穴　鴬　　　4
…．．．一 ﾊ 広　報 教　貴 心止毅

1μみ　　｛停．．L卵A’覧．．心　　書．｛ξ

1 5？。2． 57．3 5◎濃 42．5 61．o 59．2 32．2 ．53．0

2 34．1 35．8 43．O 54．5 36．6 36．2 59．3 39．8

3 5．7 4．1 2．6 2．3 1．4 1．7 5．1 3．5

4・ 7．9 2．1 L2 1．6 o．7 ㊨。6 3．4 3．1

5 9ユ 2．9 3．7 L4 2．0 2．3 5．1 2．3

6 1．9 0．3 o．7 1．2 2．O 4．o 1．7 1．喋

表36　Cこ　送りがなのっけかたについて（年齢別〉

蝋位：パーセント

塑
蕊「3姦副35～39歳．、茎0～49｝　歳 50艦～ 繍　　匁P，」巴　　　F聖

総　計
15⑪．9 凄7．6 52．2 荏5．8 50．0 53．0

44．0 49．3 44．2 54．2 38．9 39．8

2．6 3．5 2．0 一 5．6 3．5

L3 L3 1．0 L？ 5．6 3．1
毫
§

2．6 3ほ Lo L7 一
2．3

…

⑪．4 2．6 4．o 3．4
｝ 1．4

…99一



表37C三　内閣告示「送りがなのっけ方」を（麿別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単紘；パーセント

裏38　C三　内閣告示「送りがなのっけ方」を（年齢別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．単位：パーセント

12～19歳 20～2婆歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49哉 50歳～ 無　答 総　計

紳っている
縁
ﾏ
な
・
　
　
　
　
　
　
　
答
騰
ミ

35．4

U3．1

k4

66．⑪

R3．5

O．5

74．5

Q4．1

P．4

76．9

Q3．1

p

8L2
P7．5

k3

854

PL6

R．0

84．8

PL9

R．4

22．2

V7．8

52．6

S6．1

P．3

　　表39　C三a　内閣告示「送りがなのっけ方」を（雇別）

1．矢9らない。

．2’　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単｛：凱：パー一七ソト

ー

中学校 高　校 大　学 ．．一・ b 広　報 教　．員 研究者 総　言．卜
知　ら　ない 74．2 55．3 43．7 26．5 14．6 15．5 王02 46．1

知っている1 10．3 26．1 37．2 16．0 19．0 16．7 6．8 2L4
2 嘆．4 7．6 5．9 14．1 10．2 7．5 27．1 8．0

3 4．3 6．9 1L5 26．1 24．7 20．7 13．6 12．7

4 4．3 3．4 1．1 16．7 30．5 36．2 42．4 10．5

無　　　　答 25 0．7 0．6 0．7 LO 3．嫁
㎜

1．4

表葡　C三a　内閣皆示1送りがなのっけ方」を（年齢別〉

獣1立1パーセント

12～．19歳 　　　　　　卜Q0～24歳 25～29毅 δ
・G～34歳｝35～3蜘40一．一．49歳 50歳～

撚　　宴．，髄卜　　　　1．一3 ！総計
菌
：
ら
　
な
い
｝ 63．露 33．5 24．1 23．0 17．5

1・・「 11．．9 77．8 46．1

i篶レ．プでいる1 20．8 36．7 22．7 12．8 16．2　1 13．6 15．3 5．6 2L4
i
　
　
　
　
　
2
… 5．6 7．嘆 9．9 16．2 15．3 8．0 15．3 ㎜

8．G1
　
　
　
3
… 5．5 18．0 25．5 24．4 22．7 26．6 20．3 5．6 12．7i
　
　
　
4
… 3．5 3．9 16．3 23．1 27．1 372 33．9 11．1 1◎．5

i無　　答 L4 0．5 L4 ◎．4 L3　1 3．0 3．4 ㎜
1．．4

一　loe　一



表41　C三b　内閣告承「送りがなのっけ方」は（懸別＞

1：糊黙、｝（・織・・囎・た入鋸

無答〔aで匿3｝、｛：4｝に答えなかった入を含む｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘇位：バー七ント
耀．…学校 高　校

1大　　　　静　　　　呼息

一　般 広　報 教　員i研究．蕎il総　計

　1

@2

ｳ上

4．0

S．2

XL8

3．1

U．4

X0．5

3．0

X．5

W7．6

12．7

Q7．2

U◎．1

｝5．3

R9．G

S4．1

8．6

S5．4

S6．0

85　1　6，3

P二：1

表42　C三b 内閣告承1送りがなのっけ方」は（年齢別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．単磁：バ．一セント

12～19歳 120～24歳1 25～・・ｻ3・一・・歳 35～39歳 40～49歳
　　　　　　　1
T0歳～

撫　　笈，臼蒐　　　「．．．二1

総　計

　　王

@　2．

ｳ箒

3．3

T．2

XL6

6．2

P4．8

V9．1

13．5

Q7．0

T9．6

7．3

R8．5

T4．3

10．0

R7．1

T2．8

17．6

S3．7

R8．7

18．6

P；：；i

11．1

T．6

W3．3

6．3

P5．8

V7．9

褒43　C三。　内閣告示「送りがなのっけ方」に対する意見（層別）

1．あの規則は改めるべきだ。l

i　難鞭＝重翫｝・　・畷擬一

5．無　答（aでil　3｝、（4｝に答えなかった人を含む〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：バー七ンi・

中学校 高　校 ノく　学 ．．．一．・ ﾊ 広　報 教　鼓 醗究．．τ腎 総　、．請・

1 4．1 5．4 5．7 20．7 22．7
　　　…35．6

44．1 11．6

2 3．2 2．1 2．2 10．3 ／畦、2 1L51 3．4 5．4

3 0．5 L3 3．1 7．3 6．8 4．0 3．4 3．i

4
　　ヨ0．41

lo・・7 0．9 L4 2．4 1議 3．4 1．0

5 9L7 go．5 88．11 60．3i 53．9 47．7 45．8 ア8．8
看

表44　C三C 内閣答示「送りがなのっけ方Jに対する意見（年齢別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．単f立：ノぐ一セント

12～19歳 　　　　　　．Q0～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50歳～ 無　答
轟「み　　　　．㌻犀

J、　P．li’

1
． 4．6 9．6 15．6 27．4 28．8 39．2 32．2 5β 11．6

2 2．5 5．2 12．8 6．8 9．2 15．1 17．0 1L1 5．4

3 L王 4．4 8．5 9．4 7．4 6．0 … 一
3．玉．

4 0．6 2．0 2．1 3．8 3．5 3．0 L7 一
1．o

無　箒 9L3 79ユ 6L7 53．8 34．5 39．7 5G．9 83．3 78．8

一　101　一



表45　C三d　内閣管示「送りがなのっけ方」を改めるとすれ
　　　　ばく層男ij）

　　　　　　　　（王「．．知っている」、a3または4、　c　1に答えた人のみ／

　　1．規劉そのものが複雑すぎるから、考，つと簡単な、すっきりした形に
　　　　改訂）るべきだ。

　’2．不必要に送りすぎているからもっとかなの部分を少なくすべきだt，，

　　3．例外規定や許容事項はできるだけへらして、原則的な蛙，のだけにす
　　　　べきだ。

　　4．轡くときめんどくさいから、もっと簡潔に書けるよう、かなの部分
　　　　を少なくすべきだ．

　　5．その他の意見
　　6．無答

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰭擁立：パーセント

中学校 高　校 た　学 辱 般i広報 教員i 研究捲 総，霧i’
1 54．8 44．4 喚7．4 42．6 55．9 57．6 42．3 49．6

2 22．6 22．2 28．9 47．3 38．9 25．8 38．5 34．5

3 58．1 47．2 44．7 27．3

1　　46，8

34．8 50．0 婆0．8

4 22．6 一 2．6 11．0 7．8 10．6 3．8 8．5

5 6．5 16．7 5．3 4．4
皿

4．5 3．8 5．2

6
一 2．8

一
圭．1

一 3．0
一 1．1

亡八数） ｛31） （36＞ （381 ・91一 （77｝ ｛66／ （26） （365｝

表46　C蕊d　内閣告承「送りがなのっけ方」を改めるとすれば（月齢劉）

　　　　　　　　　　（1で「知っている．｝、2で3または4、Cで1に答えた入σ）み）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：パーセン　1・

12～三蹟 20～24歳 25～29歳 30～3媛 35～3醐 　　　　　　　　FS0～農9歳 5幟～ 無　答 総　計
1 50．G 38．5 63．6

4ウ　ワ雨疇「　マ　一

53．0 57．7 36．8 一 49．6

2 25．0 28．2 40．9 3違．4 34．8 38．7 57．9 100 34．5

3 50．0 48．7 36．6 48．農 蔓。．9 26．6 26．婆
一 40．8

4 9．2 2．6 4．5 6．3 王G．6 10．3 15．8
一 8．5

5 1主．8 5．1
『 4．7 4．5 L3 5．3 　 5．2

6 L3 一 一
｝　曜

一 L3 10．5
一

1．1

計（人数／ （76） で39、 （22／ 乱64i レ6ξ・ ｛78） ｛19） ｛1＞ （365）

一一一@102　一



表47－1 45． ヤシナ・ウ（養）

（1縢った （2．｝養なった （3）養しなった

中学校 高　校 大　学
一　般

�ｱ鍛
広報祉内
��l…蕾

教　員 研究書 合　計

掘　　鹸「レn　　　　　l“ 　7
i0．9）

一 　 　5
i玉．2）

　5
i1．7）

　5
i2．9）

　1・

i1。7）

23

i0．8）

ω
215
i¢8．8）

289

i47．5）

339
i52，6）

　　82

i19．2）

　　69

i23．4）

　　62

i35．6）

　　32

i54．2）

］、088

i36．8）

（2＞
390

i52．2）

271

i44．5）

285
i44、2）

259
i6G．8）

184

i62．4）

　　97

i55．？）

　　21

i35．6）

王507

i51．o）

（1）｛2）
16

i2．1）

20

i3。3＞

11

i1．7） （1，9）
8　i　8
@　　　　　　（2．7）

一
　　4「（6．8） 67

i2，3）

（3）
108
i14．　5）

24
i3，．9）

10

i1，6）

　　63

i14．8）

27

i9．2）

10

i5．7）

　　1

i1．7＞

243

i8．2）

（1｝　（3｝
　2
i◎．3）

　1

i0．2＞
一 　1

i0．2）

　　1　　　　一
io．3）｛

一 　5
q0、2）

｛2／（3）
　9
i1．2）

　4
i0．7）

一 　8
i1，9）

　1
i0．3）

一 一
22

io．7）

｛1）｛2）（3） 一
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 ｝ ｝ 一 一

ge47一　2 2． アラワレル（現）

由現れた ②現われた 〔3．疑タ置らオっPtた

中学校 高　校 大　学
一一@般
�ｱ員

広報社内．．難｝．．1隅隅

教　最 研究嚇 合　計

鰭　　倣，●，，　　　　隣
　　6

i0．8）

　　3

i0．5）
｝

　　4

i0．9＞

　　2

i0．7）

　　2

iL1＞

　2
i3．4）

　19

i0．6＞

由
163

i21．8）

148

i24．3）

206
i31．19）

　99

i232＞

　66
o：22．4）

　39
i22．4）

　玉3

i22．0）

734

i24．8）

！2）
525

i70．3）

439

i72．1）

417
i64．7＞

278

i65．3）

196

i66．4）

122

i70．玉）

　38
i64．4＞

2015

i68．2）

（1｝（2）
　12
i．1　．6）

　10

iL6）

　19

i2．9）

　　4

i0．9）

　　6

i2．0．）
皿

　　6

i．102）

57

iL9）

｛3）
　37

i5．0）

　　9

i1．5）

　　3

i．0．5）

　40

i9．4）

23

V．8）

　11

i6．3＞
㎜
123

i4，2｝

（1）　（3） ㎜ 一 一 …
一　一

一 一 一

（2）（3） 　4
i0．5）

一 一
　　1

i0，2）

　　2

i．0．7）
一 … 　7

i0．2）

（1）（21（3） 一 一 　 一 『 一1一 ～

一103一



　　　　表47－3　16．コトナル（異）

ll震って　　　　　（21異なって　　　　　（3｝異となって

中学校 嵩　校 大　学
一　般

�ｱ員
広報社内

�S盛者
教　員 研究書 合　計

無　答
　　6

io，8）
一 一

　　3

i0．7＞

　　2

i0．7）

　　3

i1．7）

　　2

i3．の

　16

i0．5）

111
212

i28．4＞

177

i29．1）

256

i39．6）

　89
i20，9）

　64
i21．7）

　　57

i32．8）

　　9

i15．3）

864

i29．2）

②
489

i65．5）

421

i69．1）

363

i56．3）

3！6

i74．2）

224

i75．9）

111

i63．8＞

　套5

i76．3）

1969

i66．6）

田②
　13
i1．7）

　11

i王．8＞

　25
i3．9＞

　　5

i1。2）

　　3

i王．0）

　　2

i1．1）

　　3

i5．1）

　62

i2，1）

（3｝
　24

i3．2）
…

　　1

i02）
　13

i3の、

　　2

i0．7）

　　1

i0．6）
一 　41

i1，4）

（1）　（3） 　2
i0．3）

… … 「　一

… 一 ．　一 　2．

io．玉）

②（3｝
　　1

i0．1＞
一 一 … 一 … …

　　1

i0．0）

〔1）（2＞（3｝ 一 … … 一 『 一 一 一

　　　　袈47－4　23．アラワス（表）

〔1｝回した　　　　　〔2｝表わした　　　　　13｝褒らわした

中学校 高　校 大　学
一　般

�ｱ員
広報社内

�g当者
教　員 研究者 合　計

掘　　然ハい　　　　　i．1 　　6　　　一
i・．8月

　　1

i0．2）

　　2

i0．5）

　　3

i王．0）

　　3

i1，7）

　　2

i3。4＞

　17
i0．6）

（1）
　58

i7．8）

60

i9．9）

　75
i1王．6）

　32
i7．5＞

　22

i7．5）

　15

i8．6＞

　　2

i3．4）

264

i8．9）

（2）
617

i82．6＞

5i4

i84．4）

541

i83．．9＞

323・

i75．8）

239
i8王．◎）

141

i8王．0）

　　50

i84．7＞

2425

i82．1）

α／②
　8

iL1＞

　　8

i玉．3）

　11

iL7）

　　7

iL6）

　　5

i1．7＞

　　1

iO．6）

　　3

i5．1）

43

iL5）

麟
49122（6．明（3．6）

　15
i2．3）

　　60

i14．1）

　25
i8．5）

　14
i8．o）

　　2

i3．4＞

187
i6，3）

（1＞　（3）
　　1

i0．1）
一

　　1

i0．2）
一 一 ㎜ 一

　　2

i0．1）

（2）（3！

　　8．

i1．1）

　　5

i0．8＞

　　1

i0．2）

　　2

i0．5）

　　1

i0．3）

…　　「

一 　17
i0．6＞

（1｝（2）（3｝． 一 一 一 一 ｝ 一 一 一

一　104　一



　蓑貯一5　43．オコナウ（行）

｛1）行った　　　　｛2）行なった 〈3）行こなった

中学絞 高　校 大　　学
一　般

�ｱ鎖

広報畿内
�潤D当者

教　員 研突者 合　計

餓　　欠紬い　　　　「㍊ 　9
i王．2）

　1
i0．2）

｝ 　4
io．9）

　5
iL7）

　5
i2．9）

　1

iL7）

　25
i0．8＞

由
109

i14．6）

1ユ8

i19．喋〉

201

i31，2）

　58
i13．6）

　37
i12．5＞

　26

ﾃ．9＞
　4
i6，8＞

553

i18，7）

②
528

i70．7）

464

i76．2＞

415

i64，3＞

342

i80．3）

241

i81．7＞

133

i76，4）

　52
i88．1）

2175

i73．6）

α｝（2｝
　22

i2．9）

　9
iL5）

　18

i2．8）

　2
i0．5）

　5
i1．7＞

　1
i0．6）

　2
i3、4）

　59

i2．0）

（3｝
　71

i9．5）

　14

i2β）

　11

i1．7＞

16

i3．8）

　7
i2．4）

　9
i5．2）

…
128

i4．3）

ゆ　（3｝
　1
ie．1）

一 一 一 一 ｝ 一 　1
i0．0＞

（2）｛3） 　7
i0．9＞

　3
i05）

… 　4
i0．9）

｝ 一 … 　14

i0．5）

11汽2｝（3｝ 一 一　　i 一 ｝ → 一 一 …

　　　　　　襲尋アー6　　1◎．　オ『フノレ　（終）

（1｝終ます　　　　／2終ります　　　　（3｝終わります

中学校 高　校 大　学
．．一・

ﾊ
公
務
最

広報社内

�藷膜x
教　員 研究奢 合　計

1賊　　鍛，」髄辱　　　　　F・3

　　7

i0．9）

　　1

i0．2＞ 一1
　4
i0．9）

　　3

i1，0）

　　3

i1，7）

　　1

iL7＞

　ig
i0．6）

（1）
　28
i3．8）

　　9

i王．5＞

　　6

i0．9＞

　14
i3．3）

　　2

io，7）

　　5

i2．9＞
一 　64

i2．2）

12｝
282

i37．8）

284

i46．6）

499

i77．4）

366

i85．9）

223
i？5．6）

　86
i49．4）

　27
i45，8）

1767

i59．8）

｛1｝（2）
　　6

iG．8）

　　2

i0．3）

　　1

i0．2）

　　3

i0．7）

　1
iG．3）

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 　i3

i0．4）

13）
382

i51．1＞

272

i44．7）

119

i18．4）

　33

i7．9）

　60
i20．3＞

　77
i44．3）

　23
i39，0）

966

i32，7）

α1　（3｝
　3
i0．4）

｝ 一
　　1

i0．2）
一

　　工

i0．6）
一

　　5

i0，2）

（21（3｝
　35

i4．7）

　40
i6．6）

20

i3．1）

　　5

iL2＞

　　6

i2．0）

　　2

i1．1）

　　8

i13．6）

116

i3．9＞

ほ｝〔2×3｝
　　4

i0．5）

　　1

i0．2＞
一 『 … ｝ 一

　　5

i0．2）

一　105　一



　　　　　fi47…7　14．アワセル（合）

（1）合て　　　　　②合せて　　　　　（3｝合わせて

中学校 ．高　校． 火　掌
一　般

�ｱ員

広報壷．1：内

�ｨ．．櫨潟
教　興 研究奮 合　計

無　答
　　5

i0。7＞．
一

　　2

i0．3＞

　2
i0，5＞

　　2

i0，7）

　　2

i1、1）

　　1

i1」7）．

　14
i0。5）

ω
　　2

i0．3＞
一

　　1

i0②〉

　2
i0。5＞

　　1　　　　一

iO．3＞
… 　6

i0．2）

（2｝
226

i30．3）

王58

i25．9）

251

i383＞．

277

i65．0）

　　　　　　iP32

i44．7＞

　5⑪

i28．7＞

　　12

i20．3）

1106

i37．4）

（王｝（2｝ 一 一 一 …
　　1

i0β〉
一 一

　　1

i0．O＞

｛3）
491
i65．．7）

432

i70．9＞

367

i56、9＞

王．39

i32．6）

151

i51．2）

119

i68．屡）

　38
i6蕉．4＞

1737

i58．8＞

（1｝　（3） … 一 一 一 ｝ 一
＿　1　＿
@　　　i

（2）｛3）
23

i3．工〉

　19

i3ほ）

24

i3．7＞

　6
i1．4＞

　　8

i．2．7）

　　3

iL7＞

　　8

i王3．6＞

　91

i3．1＞

（1）（2）（3） ｝ 一 一 一 一 一 … 一

　　　　　　表47－8　18，アガル（上）

（王｝上りました　　　　｛2）上がりました

中学校 高　校 大　学 一一
ﾊ
公
務
轟

広報社内
�X：：：：細網 ｬ　鰻 研究書 合　闇

闇　　鮫餌い　　　　隅

　　7　’

iG．9）
一

　　1

i0。2）

　　4

io。9）

　　3

iLO＞

　　3

i1．7）

　　1

iL7）

　19

iG．6）

（1）
310
i41．5）

209
i34．3）

283

i43．9）

229

i53。8）

1王8

i40．0）

　55
i．3L6＞

　　9

i15．3）

12f唇．・

i賦0）

（2｝
420
i56．．2＞

393
i54．．5）

349

i54．11

！90

i44。6）

17嘆

i59．α）

114

i65．5）

　　43

i72．9）

1683

i57．0）

〔1）（2）
　1G

i1．3）

　　7

i1．1）

　12

iL9＞

　　3

i0．7）
一

　　2

iL1）

　　6

i10．2）

40

iL4）

一　106　一



　　　　　　≡菱尋7－9　　28．　フ7ツマノレ・（集）

ほ｝集っで　　　　　（2｝集まって　　　　（3｝二つまって

中学校 高　校
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i0．3）

（1）　（3×4） ｝ … ㎜ 一 一 一 『 …

（2）（3｝（4＞
　　1

io．1）
一 一 『 ｝ … 一

　　1

i0．．0）

（1）12）（3×4＞ 『 ｝ … 一 一 一 一 …

一　120　一



　　　　　i嚢47－36　25．ワリアイ（害鑛・合）

｛1聡ll歪か　　　　　（2｝害璋含紅1　　　　　（3｝害嵯り合 （4）害直り含い

1．｛ξ学校 高　校 大　学
一　般

�ｱ鑓

広報社内

�S当者
教　員 嚢汗究者 合　計

｛魏長　　　ク鴛“P、　　　　　　　蓼．零

　　逸

i0，5／
一

　　1

i0．2）

　　4

i0．q＞

　　4

i1，4）

　　2

i1．1＞

　　1

i1．7＞

　王6

i0．5＞

由
198

i26．5＞

225

i37．0）

274
i42．5）

163

i38．3）

　90
i3G．5）

　61
i35ユ）

　27
i45．8）

1G38

i35．1）

／2｝
王35

ﾙ8．1）

王56

i25．6）

玉55

i24．0）

148

i34．7＞

　88
i29．8）

　47
i27ほ）

　　13

i22．0）

742

i25。1＞

由｛21
　　8

iL1）

　16

i2．6）

　22

i3．4）

　10

i2．3）

　　4

i1．4）

　　4

i2．3）

　　2

i3．4）

66

i2．2）

曲
　93
k12．4）

　42

i6．9）

　28

i4．3）

　44
i10，3）

　16

i5．4）

　11

i6．3）

　2
i3．4）

236

i8．0）

ω　（3｝
　　9

i1．2）

　　6

iLO）

　　7

i1．1）

　　5

i1．2）

　2
i0．7＞

　　1

i0．6）
… 　30

i1，0｝

121〔．3｝
　　4

i0．5）
　 ｝

　　1

i0．2）

　　1

i0．3＞
一 一

　　6

i0，2）

｛1パ2膏3｝ …
．　　｝

一 ｝ 一 一 一 一

鴎
24王

i32．3）

123

i202）

124

i192）

，45

i10．6）

　74
i25．1）

　47
i27．0）

　　王。

i王6．9）

664

a22，5）

（1｝　　（4）
　15
i2．0）

　21

i3，4）

　17
i2，6）

　　1

io．2）

　　1

i0．3）

　　1

i0．6）

　　1

iL7）

　57

iL9）

〔2レ　（4）
　27

i3．6＞

　15

i2．5）

　16
Q．5＞

　2
io．5）．

　13

i4．4）
… 　3

i5．1）

　76

i2．6）

ほ雇2｝　14｝ 一 一 … 一 … ｝ 一 一

13｝④
　　9

i1．2）

　　2

i0．3＞

　　1

i0．2＞

　　3

i0．7＞

　　1

i0，3）
一 一 　16

i0．5）

ほ｝　（3｝｛4｝
，1

i0．1＞
… 一 一

　　1

i0．3）
… … 　2

io，D

（2｝｛3）｛4＞
　　2

i0．3）
　 ㎜ 一 一 一 …

　　2

i0．1＞

（1）②（31（4）
　　1

i0．1）

　　3

i0．5＞
｝ 一 一 一 …

　　4

i0．1＞

一　121　一

f
f



　　表47－37　29．ハライサゲ（払・下）

《1｝払下　　　（2＞払下げ　　　｛3）払い下 （4）払い下げ

中学校 高　校 大　学
一　般

�ｱ員
広報社内

�序f者
教　貴 研究考 合　計

無　　答
　5

iGの
… 一 　2

i05＞
　2
ie．7）

　2

iL1）

　1
i1．7）

　12
io，4）

ω
　13

i1．7）

　4
i0，7）

　5
i0β）

　37

i8．7）

　6
i2．0）

　9
i5．2）

『 　74

i2，5＞

｛2）

33

i4．4）

　57
i9，廷）

　90
i14．0）

163

i38．3）

　76
i25．8）

　33
i19．0）

　　8

i13．6）

460

i15．6）

〔1｝〔2｝ 一 　3
i0．5）

　1
i0．2）

　2
i0．5）

　1
i0．3）

一 ㎜ 　7

i02）

（3／
　61

i8．2）

　18

i3．0）

　8

iL2）

　29

i6．8）

　7
i2．4）

　6
i3．4）

…
129

i婆．4）

｛1｝　〔3｝
　9

iL2）
… 一 ｝ … 一 … 　9

i0．3）

〔2｝｛3｝
　1
i0，1＞

… 一 一 』 一 ｝ 　1
i0，0）

11鼠2｝｛3｝ … 『 一 一 一 一 … 『

14｝
577

o77。2）

484

i79．5）

492

i76．3）

170

i39．9＞

191

i64．7）

．121

i69．5）

　42

i7L2）

2077

i70，3）

α）　　④
　3
io．4）

　1
i0．2）

　4
i0．61

　2
i0．5）

　 　1
i0．6）

一　　　11
@　　　　（0．4）

②　（4）
　37
i5．0）

　40

i6．6＞

　44

i6．8）

　19

i4．5）

　12

q4．1＞

　2

iu｝

　　7

P1L9＞

161

i5，4）

ql121　｛4） ㎜ … 一 ㎜ 一 一 　1
i1．7）

　1
i0，0）

13順）
　8
i王．1）

　2
i0．3）

　　l

撃n．2）

　2
i0．5）

一 一 ｝ 　13
i0．4）

ω　　（3雇｝ 一 『 一 一 … 『 一 一

｛2）〔3｝（4） 一 ｝ 　 一 一 一 一 一

ω〔21｛3）（4） 一 ｝
＿　　　　　　　　　馳

一 ｝ 　 一 一

一　122　一



　　　　pa47－38　24，クミアワセ（縄・含）

｛王採昼｛｝せ　　　　 ｛2｝＊iL話｝だ）せ　　　　 ・3・華巨ε・・∫ナ舷7 （4＞辛経み医学ナ）せ

中学校 高　校 大　学
　　　　　畠

黶@磯
�ｱ最

｝堵菖晒．難酸ミ．1：i養

教　員 研突者 奔　計

．雛　　　　蟹，．、b　　　　　　　　「1

　　凄

k0．5）

　　2

i0．3）

　　2

i0．・3）

　　3

io．？）

　　2

i⑪，7｝

　　3

k1．7）

　　1

iL7）

　17

i0．6）

〔1／ 　97
i13，0｝

i39

i22．8）

196

i30．4）

218

i51，2｝

1⑪0

i33，9）

　43
i24．7）

　　10

i16．9）

803

i27，2＞

（2｝

，　　153、

i20．7｝

ユ13

ﾙ8。6）

　98
i15．2）

　60
i14．1）

　33
i王1，2／

　34
k19，5）

　　5

i8．5｝

496

ﾙ6．8｝

P｝12）
　　9

iL2｝

　　6

i1．①

　　9

iL4）

　　9

i2ユ｝

　　2

io．71

　　1

iQ．6） （！．7｝

1　　　37
@　　　　（1．3｝

｛3｝
　93
i12．4）

　72

i1L8）

125

i19．4）

　　68

i16．ω

　《3

i14，6＞

　17

i9β〉

　　4

i6．8）

422

i14．3／

ω　　13｝
　13

iL7）

　15

i2．5）

　24

i3．7）

　11

k2．6）

　　8

i2．7）

　　1

i0．6）

　2
i3，4＞

　74
i2．5）

！2賂1
　　1

i0．1＞

　　1

i0，2）

　　1

i0，2）

　　1

i0．2｝

　　2

i0，7｝
… 一

　　6

i0，2＞

由｛2推3｝ 一 一 … 一 一 一 ｝ …

14｝
308

i41，2＞

213

P35，0｝i

153

i23，7）

　47
i1LOl

　93

k3L5）

　66
i37．9）

　26
i44，1）

go6

i30，7）

｛1｝　　14｝
　　9

i1．2）

　1・雲　　　9

i2．3／

1、M）
　　3

i0．71

　　1

i0β）

　　2

iL1）

　3
i5．1）

41

i王．4）

〔21　14｝
　38

i5．1）

　23

i3．8）

　13

i2．0）

　　2

io．δ）

　6
i2．⑪〉

　　6

i3．4＞

　　3

i5ユ）

　91

i3．1）

｛1汽2｝　（4｝
■　　

　　1

i0．2）

‘　　一 一
　　1

io，3）
…

　　1

iL7＞

　　3

i0．1）

13嘱）
　13

iL71
　　5

i0．8）

　14

i2．2）

　　4

io．9＞

　　4

iL4）

　　王

i0．6）

　　2

i3．4）

　43

i1．5＞

｛1）〔3｝14）
　　3

i0，4＞

　　3

i0．5）
… 一 一 …

　　1

i王．7）

　7
i0．2）

12）131（4）
　　3

i0．4）

　　1

i0．2＞

　　1

i0。2）
… へ 一 一

　　5

i0．2）

〔1庭2｝13｝（4｝
　3
iO，4）

　　1

i0．2）
… 一 一 一 ㎜ 　4

ioの

一　123　一



褒47－39　40．モウシアワセジコウ（申・合．・轟・項）．

　　段｝昨羅食ミ罫霧｛　［2｝匠軒合せ讐霧蓑　　〔3）畦ヨし虐誉せ尋季責藁　　（4）圧和し合わせ毒中贋

ゆ学校 高　．校 大　学
　　　　L
黶E
ﾊ
公
務
員

広継納・：軽乏担巌鷺

教　．鑓 研究渚 合　計

　　5

i◎．7）
一 …

　　5

i1．2＞

　　3

i1．0）

　　4

i2．3）

　　1

iL7）

　18
i0．6）．

由
　　7

i6．9＞

　　2

i0．3）

　　3

i0．5）

　　45

i10．6）

　11

i3．7）

　　11

E（．6β）

　　1

iL7＞

．80

i2．7＞

（2｝
47
i6．3＞

　35

i5，7）

　　67

i10．婆）

127

i29，8）

　　47

C（15．9＞

　　30

i17．2＞

　　7

i玉1．9）

360

i12．2）

（1｝〔21
　　1

i◎．1）

　　2

iGβ）

　　2

i0．3＞

　　4

io．9）

　　1

i0．3＞

　　1

i0．6＞
一 　11

io．4）

〔3｝
125

i16．7）

144

i23．6＞

233
i36．1）

i37

i32．2）

　　83

i．28．1＞

　　29

i16．7／

　　6

i10．2＞

757

i25．6）

（1｝　（3｝
　　1

i0．王）
一

　　1

i0．2）
一

　　2

iO．7）
㎜ 一

　　4

i0．1＞

（2亘31
　　3

i0．4）

　　7

iu＞
　12

i1．91

　　6

P．4）

　　4

i1．4）
一

　　2

i3．4）

　34
i1．．2）

｛1｝12巨3．1 … 一 　 一 … … 一 一

（4｝
5◎7

i67．9）

382

i62．7）

300

D46．51

　　91

i21．4）

132．

i44．7）

　　96

i552）

　　3嘆

D（57，6． j
1542

q52．2）

P｝　　14｝
　　2

i0．3）
｝ … 一 一

　　1

iG．6）
｝

　　3

i0．．1）

②　！．4／
　　8

i1．1）

　　6

iLO）

　　4　　　3
i0．6．．｝（0．7）　　　　　　1

　　3

i1。G）
一

　　3

i5ほ〉

，27．

i0．9）

「（1｝｛2｝　④
… ｝ 一 一 ｝ 一

　　1

i1．7）

『王

i0．0）

〔31瞬
　39

i5．2）

　31

i5ユ）

　23
k：3⑥／

　　8

i．1．9）

　　7

i2．4）

　　2

i1．1）

　　3．（5．玉） 113

i3．8）

｛1｝（3｝．〔41 … 皿 一 一
　　1

i0．3）
一 一

　　1

i0．0）

（2其3｝｛．4｝
　　2

i．0。3）
㎜ ㎜ 一

　　1

i0，3）
…

　　1

D（1，7．）

　　4

i0．．1．）

｛．1｝（21（3隅1 … 　　　　　… 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

… 一 一
．　　一

t一：　124　一



pa47一一一4041．ウケ・yケガカリ’（受・付・係）

　　　　　　　　　（1｝受付係　　　　　｛2）・受f寸係り　　　　　｛3）受付け係

　　　　　　　　　（5）“x“’け付’係　　　〔6｝受け付’係り　　　｛7）’受け付け係

　　　　　その崔

（4）受f寸けf系り

（8｝受け付けf系り

中学校 ・高　校 大　掌
一　般

�ｱ麟
広報社内

�S甕者
教　鎖 研究者 合　計

鐵　　　　　　　　　　麹nh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に零 　6
i0．8）

一 … 　3
i0．7＞

　6
i2，G）

　5
i2．9）

　1
iL7＞

　21「（0。7＞

lll
1q1

i13．5）

王41

i23．2）

222
i34．姦〉

219

i51．4）

144

i48，8）

　61
i35．1）

　26
i44．1）

．914

i30．9）

②
69

i9，2）

　70
i11．5）

78

i12，1／

　58
i13．6）

　30
i10．2）

　23

i132）
　4
i6．8）

332
i玉L』2）

ほ｝②
　8
i1，1）

　ユ填

i2．3＞

　22

i3。4）

　15

i3，5）

　3
iユ．0）

　2

iL1）

　5
i8．5）

　69
i2．3』／

｛3｝
　71

i9．5）

　85
i1嘆，0）

　91
i14，1）

34

q8．0＞

　29

i9．8）

’18

i1⑪．3）

　3
i5，1）

331

i11，2）．

α｝　｛3｝
　8
i1．1）

　玉8

i3．0）

　29
i蔭．5＞

　9
i2．1）

　3
i1．0＞

　1
i0．6）

　3
i5．1）

　71

i2．41

②i3｝
　　1

i0．i）

　4
i0，7）

　4
i0．6＞

　8
i1．9）

一 ㎜ 　1
i1．7）

　玉8

i0．6）

甑2｝｛31
　3
i0．4）

　 　4
i0，6）

一 　1
i0β）

一 ㎜ 　8

i03｝

（4）
　63

i8．4）

　63
i10．3）

　42

i6．5）

　28

i6．6＞

　19

i6，4）

　　玉7

E（9。8）

　4
i6．8）

236

i8．◎）

山　　　〔41
　　1

i0．1＞

　3
i0．5＞

　2
i0．3）

　3
i0．71

一 皿 ㎜ 　9
i0．93）

②　／4＞
　8
i1．1／

　4
i0．7）、・

　6
i0．9）

　2
i0．5｝

　1
i0．3）

… 一 　21

i0．711

ほ｝②　（41
　2
i0．3）

一 ｝ … へ 一 　1
i1．7＞

　3
i◎11＞

（3照）
　7
i0．9＞

　9

i15）

　7
i1．1）

㎜
　　1

i0．3）
｛ ｝ 　24

i◎．8）

｛1）　｛31｛4／ 一 　 一　i『
　　王

i0β）
一 ｛

　1．

i0．◎｝

／2｝（3｝（4） 　2
i0β〉

　1
i0．2）

　1
i0．2）

…
　　1

iO．3）
皿 … 　5

i0，2）

｛1｝〔2｝（3｝｛4） 　1
io．ユ）

　1
i0．2）

… 一 ㎝ 一 …
・2

i0．1＞

（5｝
　29

i3．9）

　19
i3．1＞

　20

i3．1＞

　16
i3．8’〉

　3
i1．0＞

　1
i0．6＞

一
88

i3．O／「

α｝　　　（5）
　4
i⑪．5）

　6
i1，0＞

　5
io．8）

　1
i0．2）

　2
i0．7＞

… 一
　1’8

io『．6）

②　　〈5）
　3
i0．4＞

　1
iO．2）

　1
i0，2）

｝ 一
一　一

一 　5
i0．2）

〔i｝（2）　　（5＞
　エ

iO，1＞

　1
q』0．2）

一 …
一　π

｛ 『 　2
i0．1）

（3）　（5／

　　5

io。7）・

　4
i0．7）

　　5

i0．8）
｛ ｝ 　2

iu）
… 　16

i0．5）

｛1｝13）　㈲
　2

i0．3）
… … 　1

i0．2＞
一 … ｛ 　3

i0．1＞

／21（3｝（5） ｝ 　 　2
i0．3＞

｛ … 一 一 　2
iG，1）

14）（51
　1
io，1＞

，　 一 ㎝ … 一 一 　1
i0．Ol

／1｝　　剛5｝
　1

i0ユ）
一 　1

i0．21
〔 一 一 一 　2

i0．1）

一　125　一



i表47－40　41．ウケツケガカリ（受・付・．係）

　
　
げ
ホ

　
　
f

‘
ぶ
寸

｛
イ

⊥
」
ふ
ノ

｛
　
‘
身
受
1
　
5

（2）受付f量り

（6｝受け付係り

（3｝受｛寸けf系

（7）受けイ寸け係

その2

（4＞受イ寸1テ｛系り

（8｝受けイ寸けf系り

中学校 高　校 大　学
一　般

�ｱ員

広報社内

�h当饗
教　員 研究管 合　計

｛2）　（41（5＞ 　1
i0．1）

～ 一 … 一 一 『 　1
i0．0）

（6）
　26
i3．5＞

　11

iL8）
　9
i1．4）

　3
i0．7）

　2
i0．7）

　4
i2．3）

… 　55
i1．9）

（1｝　　　　｛6｝ 　1
i0．1）

　2
i0．3）

　2
i0．3＞

一 　2
i0．7）

一 ｝ 　7
i0．2）

P　　／2）　　　（6） 　4
i0，5）

　3
i0．5＞

　2
i0．3）

… 一 噸 『 　9
i0．3）

13＞　　（61
　3
i0．4＞

一 一 一 　1
i0．3）

一 一 　4
i0，1）

②（3）　　！6）
　1
i0．1）

　　1

i0．2）
… 一 一 … 一 　2

i0ユ）

（41　（61 　2
iO．3）

　1
i02）

一 … 　1
i0，3＞

一 『 　4
i0．1）

②　㈲　（6） … 　1
iO，2）

一 … 　1
i0．3）

｝ 一 　2
i0．1）

②（3｝〔4）　（6） 一
　　1

i0．2）
… 一 … 一 一 　1

iO．0）

（5）（6｝ 　1
i0．1）

～ 　1
i0．2）

… 一 一 … 　2
i0．王）

（1）　　　（5｝〔6＞
　ユ

i0．1）
一 一 ｝ 一 … 一 　1

i0．0）

13｝㈲／6）
　1
i0．・1）

一 一 一 一 一 一 　1
ib．0）

（2｝（3｝（5×6） 　1
io．1）

一 一 『 一 『 一 　1
i0．0）

（王l！2陶（4）（5×61 ｝
　1・　．（0．2）

… … 一 一「 　 　1
i0．0）

（7）
100

i13，4）

53

i8，7）

2
与
（
3
．
9
）

1
翠
（
2
．
8
）

　24

i8ユ）

　14
i8．0）

　4
i6．8）

232
i7．9）

（1）　　　　　（7）
　15
i2．0）

　4
i0．7）

　王1

iL7）
　2
i0．5）

　5
iL7）

　2
i1、1＞

　3
i5ユ）

　　42

A（1．4）

（2）　　　⑦
　2
i0．3）

　1
i0．2）

　1
i0．2＞

一 　1
i0．3）

一 　1
i1．7）

　6
iG．2）

（＄）　　（7） 　6
i0．8）

　7

iL1）

　5
i0．8）

　1
i0．2）

一 　1
i0．6）

　1
i1。7）

　21

i0．7）．

（1｝（3）　　（？）
　3
i0．4）

　6
i1．0）

　1

i02）
　1
i0．2）

　2、

i0の
… 　1

i1．7）

14

i0．5）

／4＞　　（7） 　4
i0．5）

　2
iOβ） （0．3）

… 一 一 … 　8
i0．3）

（1）　　（4）　　（7） 一 一
（0．2）

　2
i0。5）

… 一 一 　3
iG．1）

12｝（4）　（7＞
　1
i0ユ）

　2
i0．3）

一 … 『 … 『 　3
i0，1）

（3）（4）　　17｝ 　3
i0．4）

一
（02）

一 皿 一 暗 　4
i0．1）

（1＞　（3）（4）　　（？） 　1
i0．1）

一 一
｝ 一 一 ｝ 　1

i0．0）

｛2）（3）（4）　　（？〉 　1
i0。1＞

｝ 一
一 　1

ﾌG，3＞
一

一　　，
　　2

D（0．1）

㈲　（7）
　3
i0．4）

　2
i0．3） （O．3）

『 一 一 一 　7
i0．2）

（1｝　　　（5）（7） 　1
i0．王）

一 一
一 ｝ ｝ 層

　1

i0．0）

一　126　一
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ボ

　
　
f

5
ボ
寸
f
4

寸
↓
J

f
　
一

受
受
1
　
5

ウケツケガカリ

　｛2）二受｛寸．懸り

　｛6）受け千“ゴ系り

（受1・付・係）

（3＞受4寸ζナ｛系

（7｝こ愛日ナでzj’；ナ・係

　　　　　その3

（4）受イ寸｛ナf系り

（8）丁妥けイ．iナ｛ナ孫り

；

∫・｝・学季交 高　校 火　学
一・．．一

ﾊ
公
務
最

広報社内

ﾔ二二渚
教　熱 ｛iテ院・畜 合　計

｛3｝（5）　（7＞
　3
i0．4）

｝ … 一 一 ｝ 一 　3
i0．1）

（1｝　13）〈5｝　（7）
　1

i0ユ）
『 一 一 ㎜ … 一

　　1

io．0）

｛2｝（3）（5）（7） 一 　1
i0．2）

… … 一 … 一 　1
i0．0）

（1｝13｝（4×5）　（7＞
　2
i0β）

… 一
一　一

　 一 … 　2
^0．1＞

｛6）〈7＞
　2
i0．3）

　1
i0．2）

｝
　　1

i0．2）
一 ｝ 一 　4

ioユ〉

（3）　　（6×71 一 　　1

i0．2）
㎝ ｛ ㎜ 『 ｝ 　1

i0．O／

（4）（6＞（7）
　　1

i0，1＞
一 … 　 ｝ 一 … 　1

i0．0）

（8｝
　77
i1α3＞

　35
i5．7）

　27
i4．2＞

　5

iL2＞

　5
i1．7）

　19
i10．9）

㎜
ユ68｝（5，7）1

ほ｝　　　　　　（8）
　11

i1．5．）

　4
i0．7＞

　4
i0．6）

　1
iG，2）

一 一 　1
i1．7）

21｝
ioの｝

／21　　　　　（81
　2
i0．3）

　3
i0．5）

一　一

… 一 一 一
　5穐　i

i0．2ゐ

｛3｝　　　　（8）
　　1

iOユ〉

　2
i0．3）

… 一 ㎜ 　 一
『
3
（
0
，
1
）

（王｝　　（3）　　　　　　　　　　（8）
　1
i0．王）

… 　1
i0．2）

一 ㎜ … 皿 　2
i倉，1／

（4＞　　　（8）
　11

i1．5）

　5
i0、8）

　2
i0．3）

一 　2
i0．7）

　1
i0．6＞

…
　21

io，7＞

（1＞　　　　　14＞　　　　　　　（8｝ 一 　2
i0．3）

一 　
　　1

i0．3＞
一 ｝ 　3

i0．1）

｛2｝　（4）　　　（8）
　5
i0．7）

　　1

i0．2）

　　1

i0．2）

…　　　　　　　　　e 　1
i0．3）

… … 　8
i⑪．3）

13｝〈4）　　　（8｝
　1
io．1）

一 一 … … 一 一 　1
i0．Ol

12｝（31（4）　　　｛8＞
　1
io，1）

一 一 … ｝ 一 『 　1
i0．0＞

（5｝　　（8）
　1
i⑪．1＞

一 　 一 一 … 一
　1
i0．0）

（3）（5）　　（8）
　玉

i0．1）
一 … 一 一 … …

　玉

i0．0＞

（4）（5）　　（8）
　1
i0．1）

… … 一 一 … 一
　1
io．◎／

〈6）（8）
　5

i0の
　2
i0β〉

一 … 　1
i0．3）

一 …
　8

iO．3＞

（1）　　　　　　　　　（6）　　（8｝ 一 ㎜ … 一 一 　　1

i0．6）
㎜

　　1

i0．0）

②　　　（6）（8｝
　2
i0．3）

一 一 一 一 一 一
　2
i0．1＞

〔3）　　（6｝（8）
　　1

i0．1）
一 … 一 一 ㎜ 一

　　1

i奪．o＞

縫｝（6＞〈8＞
　2
i0，3）

…
　1

i0．2）

… … 　1
i◎，6）

… 　4
io。三）

｛2｝（4）　16）（8）
　4
i0．5）

　2
iO．3）

一 … 一 『 …
　6
i0．2）

（5＞（6｝　（8）
　1
i0．王）

… 一 … 一 … …
　1
io．G＞

／

一　127　一



蒙蔓47－40　　41．

　　　（1｝受付．係

　　　｛：．5）受；ナイ寸係

ウケツケガカリ

　！2）受イ寸・係り

　（6授1ナ付係り

（受。付・係）

（3授付1ナ係
（7）受1’ナ．f寸1す係

　　　　その4．

（4授付け係り
（8｝受Oナ｛す1ナ．望系り

串学校 高　校 火　二．」．一 …　般

�ｱ黄
広報社内

ｮ1壌者
ｳ　澱 研究煮 倉　計

P7！⑧
　17
P．2．3）

　喚

iρ．7＞

　3
i0．5）

「　　　　　　　　　　　　一

『 　1
i0．6）

一 　25
i0、8）

（1）　　　　　　　　　．（7）（8） 　1
iG。1）

　2
i0．3＞

… 一 … 一 酬 　3
io．1）

（2）　　　　　　　　　（7｝（8｝ 　1
i0．1）

一 … 一 ㎝ 一 一 　1
i◎．0）

11｝｛2）　　　　　　　　　（7｝（8｝ 　4
i05）

一 一 ｝ 一 一 一 　4
i0．1）

13）　　　　　　　！7＞18） 一 … 一 ｝
i0．3♪

｝ 一 　1
i0．．0）

〔11　　13｝　　　　　　　（71〈8｝ 　1
i0ユ〉

一 一 … 一 … 一 　1
i0．0．）．

（4）　　17118｝
　3
i0．の

　1
i0．2）

一 … 一 一 一 　4
i0．1）

｛3｝く4）　　　　　（7×8｝
　斗（0．1） 　1

i0．2＞
｝ 一 … 一 一 　2

i0．1）

（1）　　（3×4＞　　　　　（7×8）

■　　　　　　　　＿

一 　1
q0．2）

… 一 一 ～
　1
f　　　　　　　」

垂O．0｝

（6）（7×8｝
　1

iG，1）
　 一 … … 一 ～

　1
ﾋ　　　　　　　　　■

@．Ol

（3）14）　　（6×7×8）
　1
i0．1）

｝ 一 　 … 一 一
　1

i0．O）

15＞（6＞（7）〔81
　1
i0．1）

一 一 一 　 一 一
　1

i0．0＞

〔エ｝12×3×4×5×6×7）〈8｝
…

一
　
免

㎜ 　1
i0．2）

｝ … 一
（0、0）

衰47－41　ii．ハレギ（晴・養〉

　　　　　　（2）晦れ着

巾挙絞 高　校 大　学
一　般

�ｱ員
広報社内
�S…記者 教員 研究者 合計

無　答
　5
i0．7）

　2
i0．3）

一 　3
i0。7）

　4
i工．の

　4
i2．3）

　1
i1．7）

　19

i0．6）

（1）
208

i27．8）

－王83

i30．0＞

262

i40．6）

280

i65．7）

138層

i46．8）

　84
i48．3）

　30
i50．8）

91185．（40ユ）

〔2｝
510

i68．3＞

397
i65．2）

　354
D（54，9）

138

i32．4）

150

i50．9）

　85
i48．9）

．25

k42，4）

1659

i56。1）

（
1
）
（
2
｝
　
．

　24
i3．2）

　27
i4．4）

29

i4。5）

　5
i1．2）

　3
iLO＞

　1
i0．6）

　3
i5．1）

　92
i3．1）

一　128　一



　　　表47－42　41－1，ウケツケ～（受・付）

（1）受付“～　　　　　　2）受f手け～　　　　　　（3｝・tt一けf寸～　　　　　　（4）受1ナ・f寸ζナ～

中学校 高　校 大　学
一　般
�ｱ．鑓

広報社内

�ﾀ惑潜
教　員 研究港 合　計

無　　答
　　6

i0．8）
一 一

　　3

iG，7）

　　6

P「2．0）

　　5

i2．9）

　1
i1．7）

　21
i0．7）

；1）

179

i23．8）

225

i36．9）

322

i49．9）

292

i68．5）

177

ｮ60．0）

　86
i49．4）

　35
i59．3）

玉315

i44。5）

②

1
4
｝
（
1
8
．
9
）

157

ｮ25．8）

140

i21．7）

　62
i14。6）

　楼9

I16．6）

　35
i20」）

　　7

i11．9）

591

i20．0）

（1｝｛2）
　26

i3．5）

　31

i5．1｝

　46

o7．1｝

　22

U，2｝

　　7

P2．4）

　　1

o0．6＞

　　5　　王38

i8．5＞i（4．7）

〔3）
　56

o7，5）

　30

P4，9》

　3G
o嘆．7＞

　19．

e4．5）

　　5

i1，7／

　　5

P2．9＞

一　　　145
@　　　　（4．9｝

｛1｝　131
　14

iL9）

　13

i2．1）

　10
i1．6＞

　　1

i0．2）

　　4

пD4）
…

涙42｛　　　　　／しむ

｛2）13｝
　12

^L6）

　　5

o0．8）

　　5

i0．8）
…

　　2

i0．7＞

　2
i1，1＞
一鵬、

11｝｛2）〔3＞
　　6

io．8）

　　4

i0．7｝

　　3

i0．5）

　　1

i0．2＞

　　1

q0．3）
一 … 　15

i0，5＞

（4）
194

i26．0）

　92
i15．1）

　55

i8．5）

　17

i屡．0声

　29
ｮ9．8）

　34
i19．5）

　4　　　425
i6．8）（14．4）

ほ｝　　（4｝
36

i4．8）

孕4

i2β）

　16
i2．5＞

　　3

i0．7）

　　6

q2．0）

　2

ｿほ）

　　5

i8．5）

　82
i2．8＞

（2）　（41
　30

i4．0）

　ま8

i3．0）

iG

iL6｝

　　1

i0．2＞

　3

iLo）
　2
i1．1）

　　1．　　65

i1．7）　（2．2）

｛1×2）　｛4｝
　14

i1．9）

　11

iL8）

　　5

i0．8）

　　3

i0．7）

　　5

i1．7）
一

　　1

i1．7＞

　39

i1．3）

｛3×4）
　14

iL9）

　　5

i0．8）

　　2

i0．3）

　　1

i0．2）

　　1

i0．3）
… 一 　23

i0．8）

ω　（3｝（4）
　　3

i0．4）
㎜ 一 一 一

　　1

i0．6）
…

　　4

ioユ）

｛2×3）（4）
　10
i玉．3）

　　1

i0，2）

　　1

i0．2）
← 一

　　1

i0。6）
… 　13

io．4）

ほ｝｛2）｛3）｛4）
　　7

i0．9）

　　3

io，5）
一

　　1

i0．2）
｝ 一 一 　11

io．41

（1とヒ1．二1

表47－43 　　6．アガリグチ（上・口）

〔2］1」二りにi　　　　　　　　（3｝」二beりfr二1

中学季交 高　校 大　学
屠竜鍛難i教・・

｛i／院．．者

1で？計i

搬　　然’伽｝b　　　　匹＝1
　　4

i0よ5＞

　　2

i0．3）
一

（o？5）　！　（。曾7）　　1（1争7）
　　1

i1．7＞

　ユ4

i0．5浮

α｝

　13　．（1．7） 　　1

i0．2＞
一

　　4

i0．9）

　　4

i1．4＞

膚　　　2、

iL1＞
… 　24

i0．8）

（2）
444

i59．4）

329

i54．0＞

436

i67．6）

298

i70．0＞

18媚86（62．4）i（49．4＞
　　王7

i28．8＞

1794，（60．7．

p

（1）〔2）
　10

i1．3＞

　　1

i0．2）
一

　　1

i0．2）

　　2

i0．？）
… 一

　14ρ　　　　　　　　　r

i0．5｝

13）
243

i32．5）

255

e41．9）

184

i28．5＞

107　　　94
i25．1）i（31．9＞，

　　81

i46．6＞

　　33

i55．9）

997

i33．7）

〔1）　（3｝
　　2

i0．3）
｝ ｝ 一じ．『

　　　　E

R品〉
（2×3）
　31

i4。1）

　21

i3，4）

　25
i3．9）

、31`、1品）｝ 　　2
ｮu）
、1録ll乳

〔王｝｛2）｛3） 一 皿 …

「一
…　　　　i ㎜

一　129　一



鋤手続

表47－44 19．テツツキ（手・続）

i，21t．：．罫挙売き

中学校 高　校

@　　　　1

i　　　｝ 　　　　　　　」

L綴社内
�纈I妻

教　　 研究．蓄 合　計

簸　　架．←鱒　　　　　‘．こ5 　7
io．9） （0．2＞

1　　　一 　3
i0．7）

　2
i0．7）

　3
iL7．｝

　1
i1．7）

　17

i0．6）

ほ｝
103

i13．8）

　47
i7．7）

　78
i12．1）

167

i39．2＞

　63
i21．婆〉

　42P（24．1｝ 　　8

i13。6）

508

i17．2）

②
627

i83．9）

55｝　　553
i90．5）；（85，7）

249

i58．5＞

227

k76．9）

128

i73．6）

　45

i76．3）

2380

i80．5）

｛1｝！2｝
　10
i1．3＞

　10　　　14F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，q．6｝…｛．2．2）

　7
i1，61

　3
早Ao．．1

　1
i0、61

　5

i8．5）

　50

?７）

　　　　　表尋7－45　36，ヤクワリ（役・翻＞

11股荊　　　　12股重り　　　　（3）善く舗り

r｛．．．．・学校　　　1

高　校 大　掌
一．．．．… 広報社内

鵠??
教　．麟 研究嶺 ．合　1ミ十

甜轟　鍛ρい　　　　　「．．．．二犀

　　4

i0．5）

　　4

iG．9）

　　2

i0．7）

　　3

iL7）

　　1

iL7）

　王4
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表48一紛 42． ウマレル（生）
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X48　一…一　1　2 13．ウケツケル（受・付）
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｛1坤合せ
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（1）誘合せて

表48－15　38．サソイアワセル（誘・合）
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　　2

i11．1）

145
i4．9）

ω　（3｝
32

iL9）

　7
i1．7）

　2
i1．4）

… 皿 一 一
　ゴ
i5．6）

42

i1．4）

（2×3＞
19
i玉．1）

　4

iLO）

　1

i0．7＞

　1
i0．4）

｝ 　1
i0。5）

… 一
26
i0．9）

（1×2×3）
12

i0．7＞

　1

iG。2）

　1

i0．7）
㎝ 　1

i0．4）
｛ ｝ …

15

i0．5）

〔4）
311

i18．6）

36
i8．9＞

13

i9．2）

18

i7．7）

　24
i10．5）

17
i8．5）

　3
i5．王）

　　3

i16．7）

425
i14．4）

（ユ〉　（4）
57
i3．4）

12

i3．0＞

　3
i2．1）

　3
i王．3＞

　3
i1．3）

　3
i1．5）

　1
i1．7）

一
82

i2．8）

（2）（4）
52

i3．1）

　6

iL5）

　1
i0．7・）

　1

i04）

　4
i王．7）

一 一 　1

i5．6）

65

i2，2）

（1×2＞（4）
28
i1．7）

　4
i1『．G）

　1
i0．7）

　1

i0．4）

　4

iL7）
一 　1

i1．7）
一

39
i1．3｝

（3×4）
20

i1．2）

　1
i0．2）

　1

i0．7）

　1

i0．4）
一 〔 ｝

P　．需 23
i0．8）

（1）（3＞（4＞ 　3
iG．2）

一 　 一 　 　1
i0．5）

，　一 一　帰 　4
i0．1）

（2×3×4）
12
iG．7）

一 一 一 『 一
　1　　，

i1．7）
…

13

i0．4＞

1王X2×3×4｝ 　9
iG．5）

一　一

『 ｝ 　1
i0．4）

一 一 　1

i5．6）

11

i0．4）

一　156　一



表48－43 6。アガリグチ（上・潮）

ω上訂 （2｝＿L：り1二‘ （3L【ニフうごり江…

年　　　齢

12～19歳 20～2蟻 25～29歳 30～3磯 35～39歳 40～49歳 50歳～
無　致’n、　　　F茎 言．1．

無　答
　6
i0．4）

　1
iG．2）

一
　ユ

i0．4）

　3

iL3）

　3
i1．5）

一 ｛
14
i0．5）

（1）
13

i0，8）
㎜ 　1

i0．7）

　1
i0。4：｝

　3
i1。3）

　3

iL5）

　2
i3．4）

　1
i5．6）・

24
iG．8）

（2／
987
i59．1）

267
i65。8）

　90
i63．8＞

157
i67．1）

ユ32

i57。6）

117
i58．8）

　36
i6LO＞

　　9

i50．0）

1795
i6G．7）

（1）（2）
10

i0．6）

　2
i0。5）

一 … 　1
i0．4）

㎜ 一 　1
i5。6）

14
i0。5）

（3）
587
i35．1）

三20

i29．6）

　39
i27．7）

　71
i30．3）

　86
i37．6）

70
i35．2）

　17
i28．8）

　　7

i38．9）

997
i33。7）

　　　　　　　●

i1）　13）
　2
io．王）

『 一
餉　一

… 一 ㎜ 一 　2
i0．1）

（2×3）
64
i3．8）

16

i3。9）

11

i7．8）

　4
i1．7）

　4
i1，7）

　6
i3．0＞

　4
i6，8）

一
109
i3．7）

ω／2｝13） ｝ 一 … 一 … 一 一 一 一

衷48－44 19、テツヅキ（手・続）

｛王〉手下 （2呼続き

‘1三

@　　齢 i2～19歳 20～24歳 25～29歳 3G～34歳 35～39歳 4G～49歳 50歳～
無　　蝶紬レし　　　F翔

計

蚕憂1昼　然8・幽・　　　勝1 　8
ﾖ．5＞

　1
i0．2）

　 　1
ｮ。．4）

　4
i1，7＞

　3
i1．5＞

一 一
17．

ﾖ．6）

（1）

183

i11．G）

　52
i12．8＞

　37
i26．2）

　83
i35．5）

　72
i31．4）

　57
i28。6）

　19
i32．2）

　　5

i27．8）

508
i17。2＞

｛2｝
1455

i87．2）

343　　　　　　「　　、

i84．5）

ユ03

i73．0）

145

i62。0）

149

i65．1）

137

i68．8＞

　　37

i62．7）

　　11

i61．1）

2380
i80．5）

〈1｝｛21
窪3

i1．4＞

10

i2．5）

　1

i0．7＞

　5

i2．1）

　嘆

iL7）

　2
i1．0）

　3
i5．1＞

　　2

i1王．王）

50

iL7）

表48一一45 36．ヤクワリ（役・割）

｛1｝重貨害1｝ （2）ぢと害llり ｛3＞itLく害［1り

年　　　齢

12～19歳 20～24歳 25～29歳 30～3蟻 35～39歳 4G～49歳 50歳～ 無　筈 副’

無　答
　4，

i0．2）

　1

i0．2）
一 　2

i0．9）

　5
i2．2＞

　2

iLo＞
… 一

14、

iG．5）

（1）
467

i28．0）

169

i41‘6）

　50
i35≧5）

　89
i38．0）

　70
i3G．6）

　67
i33．7）

　23
i39．G＞

　　2

i11．i）

937
i31．7）

（2）
1G27

i61．5＞

211

i52．0）

　87
i61．7）

131

i56．0）

138

i60．3）

126

i63．3＞

　36

i6LO）
　11
i61．．1）

1767

i59．8）

にX2｝
89
i5．3）

24
i5．9）

　3
i2．王）

　7
i3．G）

11

i4．8）

　2

iLO）

＿　　F 　　2

i11．1）

ユ38
i4．7＞

（3）
73
i4．4）

㎝ 　1

i0．7）

　5
i2，1）

　5
i2。2）

　1

i0．5＞
一

　　3

i16．7）

88
i3．0）

α）　（3｝ 一 ｝ 『 … 一
　1

i0．5）
… 一

　1

iG．0）

（2｝｛3｝ 　9
i0．5＞

　1

iG．2）
一 一 … 一 一 一

10

i0．3）

｛1×2）（3＞ 　 『 一 … 『 一 一 一 一

一157一



表48－46 41－2． ～ガカリ　（係）

｛1｝一一係 （2ト係り

年　　　齢

i2～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50歳～ 無　答 1封’

蛙　　ク虻’P㌧　　　　隅 　6
i0．4＞

　2

iO．5＞

　1

i0．7）

　1

i0．4）

　7
i3．1）

　4
i2．0）

一 一
21
i0．7＞

｛玉）
9G7

i54．3＞

259
i63．8）

　99
i70．2）

173

i73．9）

150

i65．5）

ユ31

i65。8）

　37
i62．7）

　　6

i33．3）

．1762

i59．6＞

②
551

i33．0）

11G

i27。1＞

‘35

i24．8）

　46
i19．7）

　57
i24．9＞

　52
i26．1）

　2G
i33．9）

　10
i55．6）

881
i29．8）

｛1｝（2｝
205

i12．3＞

35

q8．6＞

　6
i4．3）

14

i6．0）

王5

i6．6）

12，

i6．◎）

　2
i3。4）

　　2

i11．1）

291「

i9．8）

表「
S8－47 9．ショウワウマレ（昭和・生）

（1）昭和生 （2｝鋒ヨ添日生2／ （3）日護禾口生ま　2－1．

．年

@　　齢 12～19；幾． 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～49歳 50歳～
由韮　匁’脚Lb　　　峯q

計

鎚　　匁r」n　　　　iコ 　7
i9．4）

　2
i0．5）

一 　1

i0．4）

　3

iL3）

　2

i1．0）

　1

iL7＞
～

16

i0．5＞

①
32

iL9）

　4

iLG）

　5
i3．5）

10
i4．3＞

　8
i3．5）

　6
i3．0）

　5
i8．5）

　　3

i16．7）

73
i2．5）

（2）
591
i35．4）

218
i53．7＞

　84
i59，6）

147
i62。8）

125

i54．6）

1王2

i563）
　33
i55．9）

　　6

i33．3）

1316
i44．5）

（1）（2｝ 　2
io．1）

　1

i0．2）
｝ …

　　2

iG。9）

　　2

i1．0）

　　1

iL7）
㎝ 　8

i0．3）

i　！3）
977
i58．5）

162
i40ゴ0）

　47
i33．3）

　74

i3L6）

　85
i37．1）

　75
i37．7）

　16
i27．1）

　　8

i44．4＞

1444
i48．臼）

α）　（3）
　1
i0．1）

一 一 一 一 一 一 一
　1

i0．G）

②（3）
59
i3．5）

19

i4．7）

　5
i3．5）

　2
i0．9）

　6
i2．6）

　2

iLO）

　3
i5．1）

　1
i5．6）

97

i33）

ω｛2）（3） 瞥 … ｝ … … 一 一 一 一

表48－48 32．ネァガリ （値・上）

（1）値上 ｛2）値上り （，3涌直」ニカ蛭り

．年　　　齢

12～19歳 20～24歳 25～29歳 30～3蝦 35～39歳 40～49歳 50歳～ 無　答 計

ρ無　容 　6
i0．4）

　1
i0．2）

㎜ 　2

i0．9）

　4
i1．7）

　3
i1．5）

一 一
16
i0．5）

α）
37
i2．2）

　6
i1，5）

　8
i5．7）

　6
i2．6）

　9，

i3．9）

　6
i3．o）

　2
i3．4）

　1
i5．6）

75
i2．5）

｛2）
790
i47．3）

239
i58．9）

　66
i46．8）

140
i59．8）

129
i56．3）

10G
i5G．2）

　37
i62．7＞

　11
i6L1）

工512

i51。2）

｛1×2）
　5
i0．3）

　　1

i0．2）

　2

iL4）
… 　1

i0．4）

　2

iLO）
一 一

11
i0．4）

13）
757
i45．5）

143
i35・．2）

　62i
4
4
．
G
）
　
　
國

　81
i34．6）

　74
i323）

　83

i4L7）

　17．

i28．8）

　　4

i22．2）

1221
i4三．3）．

ω　｛3）
11
i0．7）

　エ

i0．2）
… … 　1

iG，4）

　1
iQ．5）

一 一
14

i0．5）

12×3）
62
i3．7）

15
i3．．7）

　3
i含、1）

　5

i2．1）

11

i4．8）

　4
K．o）

　3
i5．1）’

　1

i5，6）

104
i3．5）

（1×2×3｝
　1
i0．1）

一 … 一 一 嶋 一 　1

i5．6）

　2
i0、1）

一　158　一



　　　　表49一1　45．ヤシナウ（養）

（1｝養った　　　　（2｝養なった　　　　（3）養しなった

学歴

無　答

（1｝

｛2｝

Cl＞｛2）

（3）

（1｝　｛3｝

　（2｝（3）

L
「1　（1）（2）（3）

小学校

　2
（22．2）

　5
（55．6）

中学校

1

（1．5）

　11
（16．4）

’47

（70．1）

？．．　1　．s

（22．2）　1　　　　（7．5）

高等学校

8
（1．7）

　98
（2e．9）

284
（60．7）

10

（2．1）

60

（12．8）

大　　学

7
〈1．8）

129

（33．1）

214
（54．9）

IO

（2．6）

無　　答

7
（O．3）

848
（42．0）

957

（47．4）

47
（2．3）

30
〈7．　7）

2
〈e．4）

6

（L3）

mawwrmAwwim．

146
〈7．2）

3
（O．1）

13

（O．6）

糟凱

ﾀ

23
（O．8）

　　　llosg
（36．8）

1507
（51．0）

67
（2．3）

243　1
（g：i＞　1

Q．，）l1

22　l
S！，｝，一Z・7Ll

・一一

　　　　表49－2　2．アラワレル（現）

（111Aれた　　　　　（2）現われた　　　　　13｝現らわれた

高等学司大学

　
）
　
3

戸
0
・

　
1

　
（

　
＞
　
0
4
・
　
1

　
（

無　　答　　計

　
5

Q
ゾ
・
　
0

　
（

　
）9
6
1
0

　
（

＝

「
、
、
［ 　　2　　i

i22。2）

　10

i14．9＞

112

i23．9＞

，，ll，，　i、嘉1号、 ・鯉
『
i
　
（
2
）
i

　　7

i77。8）

　46

i68．7＞

299

i63．9）

　269　　　1　　1394　　　1　　2015　　　｛

i69．・）i（69．・）｛（68．2）1
1
（
1
）
（
2
）
；

一
　　1

iL5）

　8

iL7）

　7

i1．8＞1

1　　　凌1　　（2．0＞

57　｝

i1．9）1

（3｝ … 　10

i14．9）

41

i8．8）
18　154
i4．6＞旨2．7＞

123i（4．2）i

｝
（
1
＞
（
3
｝
‡ 一 一 ｝ ＿　1　一

@　　　　！

一　　i
@　　　　i　　　　　塁

目
2
｝
（
3
）
｝
一｝一
@　　　　｝

　2

i0。2）

　1

iG．3＞

　4

i0．2）

　7　　i
iG．2！i

｝
（
1
｝
（
2
×
3
｝
i

一 一 … 一 一
＿　　i
@　　　　i　　　　　t

一　159　一一一



　　　表49－L　3　16．コトナル（異）

｛工隈って　　　　　（2）異なって　　　　　（3贋となって

小学校 中学校 高等挙校 大　　学
鉦　　　匁“」等、　　　　　　阻

計

蜘…　匁．，い　　　　F邑 一 　 　5
i1．1）

　5

iL3）

　6

i0．3）

16

iG．5）

｛1｝ 　4
i44．4）

　13

i19．4）

102

i21．8）

　92

i23．6）

653

i32。3）

864

i29．2）

（2｝
　5
i55．6）

　53

i79，1）

344

i73。5＞

282

i72．3）

1285

i63．6）

1969

i66。6）

ほ｝② 一
　1

i1．5＞

　4

i0．9）

　8

i2．1）

《9

i2．4）

62

i2．1）

（3） 一 一
13

i2．8）

　3

i0．8＞

25

iL2）

41

iL4＞

／1）　｛3｝ 一 一 一 … 　2

io．1）

　2

i0．1）

｛2）〔3｝ 一 一 一 一 　1

i0．1）

　1

i0．G）

芒
h
1
｝
｛
2
｝
（
3
｝
…

一 一 一 一　　　… 一 一

　　　表49－4　23．アラワス（表）

｛1俵した　　　　｛2｝表わした　　　　（3駿らわした

小掌校中学校 高等学校 大　　学無　　答 計

…
i
無
　
答
…

一 …
　　5

iL1）

　5　　　　7

iL3＞1（0．4＞

17

i6．6）

［

」い1）
　　3

i33．3＞

　10

i14．9）

　32

i6．8） き

　27　　　　　　　192　　　　　　264

i6．9＞　（9．・5） （8．9）
…
i
　
｛
2
｝
ζ

　　5

i55．6）

　49

i73．1）

356

i76，1）

325

i83．3＞

1690

i83，6）

2425

i82．1）
i
i
｛
1
×
2
）
…

　　1

i11．1＞

… 　8　　　　6
i1。7）】（1．5＞

28

iL4）

43

iL5）
1　　　　　　（3）

一
　　7

q10．4）

　66

i14。1）

26　｝88
i6。7＞i（4．4）

187

i6．3）

ω　（3〕 一 一 　1

q0。2）
一　12
@　　　　i（o．1）

　3

i0．1＞

②（3｝ 一 　1

i1．5）
一　　1　i14
@　　　　　　　〈0．3）　（G．7）

16

i0．§）

（1×2×3｝ 一 ｝ 一
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

…

．甲160rP



衰49－5　43．オコナウ（行）

く王｝鴛つた ｛2｝膏なった （3｝f予こなった

小学季交
中学校　　　　　　　　E

高等学校 大　　学 蕪　　箸 計
1
｝
1
．
・
ヒ
肥
・
｝
1

無・i一，∴，，■，．，， 　5

PL3｝

　　　　10

堰iG．5＞

25

i0．9＞

　　7

^10．4）

　59
iユ2，6）

5？　i　429
ｽ6）｝（21．2）

1　553
@　（18．7） 3

　　　　　　i　7②　　i　　　　　　　　乱77．8）

　54

i80．6） （80．1＞

3ボ「31rl、、8。．5］lll：，腰，｝

；1｝（2）
一　　　　　1
@　　　　i（1．5）

　4

i0．9）

5　｝49
i1．3）口2．4＞

59

i2．0）

13｝
　　1

i11．1）

1，、㌔， 19

i4．1）

　7

i1．8）

97

i4．8）

128

i4．3）
1
ω
（
3
｝
幽

＿　　｛　＿
　　　　… 一　　　　　1，

@　　　　　　　（0，1）

　1

i0．0）

｛2）（3｝ 一 ㎝
　2

i0．4）

　　2

A（0．5＞

10

i0．5＞

14

i0．5）

（1｝（2｝13｝ 一 一 一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一

pa49一　6　1G．オワル（終）

〔1終ます （2終ります （3）終わります

小学校 中学校 高等学校 大　　学
≦搬　　簸一，、　　　　　F凋

計

無　答 一 一
　7

i1．5）

　3

i0．8）

　9

i0．4）

19

i0．6）

｛1｝ … 　2

i3，0）

12

i2．6）

　2

i0．5）

48

i2．4＞

64

q2．2）

｛2｝

　　7

i77．8）

　59

i88。1）

360

i76．9）

267

i68．3＞

1075

i53．2）

1768

i59．8）

ω（2｝ 一 ｝ 　4

i0．9＞
一

　9

ie．4）

13

i0．4）

（3）
　　2

D（22．2）

　4

i6。0）

　76

i16．2）

107

i27．4）

777

i38．4）

　966

i32．7）

（1｝　（3｝ 一 一
　1

i0．2＞

　1

i0．3）

　3

i0．1）

　5

i0．2）

…
i
　
（
2
）
｛
3
｝
…

『
　2

i3．0＞

　8

iL7）

10

i2。6）

95

i4．7）

115

i3．9）

（1）｛2）（3｝ 一 一 一 一
　5

iG．2）

　5

i0．2）

一　161　一



　　表49一　7　14．アワセル（合）

（ll合て　　　　　（21金せで　　　　　（3｝合浮っせて

　　　　　　　　」

ｬ学校 中日校 高等学校 大　　学 無　　答 計

鉦　匁，．い　　　　Fコ

一 一 　5

i1．1）

　2

i0。5）

　7

i0．3）

14

i0．5）

11＞ 　 ｝ 　3

i0．6）
一 　3

i0．1）

　6

i0．2）

（2｝
　　8

q88．9）

　42

i62．7）

249

i53．2）

161

i41．3）

647

i32．G）

1107

i37．5＞

（1＞（2｝ 一 一 　1

i0．2）
一 … 　1

i0．G＞

｛　（3） 　　ユ

i1工．1）

　24

i35、8）

2G4

i4き．6）

210

i53．8＞

1298

i64．2）

1737

i58．8）

…
ω　（3＞ 一 一 一 一 一 一

1｛　（2＞（3）

ﾌ

一　1　1
@　　　　i（1．5）

　6

i1．3）

17

i4．4）

66

i3．3）

90

i3．1）
｛
．
ω
｛
2
）
（
3
1
｝

一
一　1　一　　　　　｝

@　　　　｝

＿　　i　＿
@　　　　1 一

　表49－8　　18．　　アガノレ　（上）

（1）上りました　　　　｛2｝．i：．がりました

小学校 中学校 高等学校 火　　学
搬　　　蟹，日、　　　　　ト．畢 計1

独…　難ハn　　　　獄 一 一 　7

i1．5）

4
（
1
．
0
）

　8

i0．4＞

19　　1

i0。6）

｛1｝
　5
i55．6＞

32

i47．8＞

210

i44．9＞

153

i39．2）

813

i40。1）

1213

i4L1＞

｛2｝
　4
i44．4）

　35

i52，2）

249

i53．2）

224

i57．4＞

1171

i57．9）

1683

i57．0）

｛1）（2） 一 一
2　．

i0．4＞

9
（
2
．
3
）

29

iL4！

40

iL4）

　　　衷49－9　28．　アッマル（集）

（1）集って　　　　　（2喋まって　　　　　（31集つまって

小学校 中学校 高等学校 大　　学 無　　答 計

無
　
答
　

一 一
　8

iL7＞

　2

q05）

　？

i0．3）

17

i0．6）

ほ1
　　4

i44．4）

　　18

i26．9）

131

i28．0）

104

i26．7）

398

i19，7）

655

i22．2＞

（2｝
　　5

i56．6＞

．42

i62，7）

303

i65．O）

268

i68．7＞

．1514

i74．9）

2132

i72．2）

（1×2｝ 一 　2

i3．O／

　7

iL5）

　7

iL8）

5王

i2．5）

67

i2．3）…
　
　
　
　
　
　
〈
3
｝
… 一 　4

i6．0）

18

i3．8）

　9

i2。3）

42

i2．1）

73

i2．5＞

｛1）　（3） ｝ ｝ 一 一
　2

iG．1）

　2

i0．1）

②（3｝ 一 　1

iL5）

　1

i0．2）
㎜ 　7

i0．3）

　9

i0．3＞

｛1｝（2×3） 一 一 … 一 一 一

一162一



　　　表49－1042．ウマレル（生〉

ほ）生る　　　　｛2｝翫れる　　　　｛3｝坐まれる

小学校 ゆ学挙交 高等学校 大　　学 無　　答 計

無　答 一 　1

iL5）

10

i2，玉〉

　5

iL3＞

　9

i0．5）

25

i0．9）

（1）

　　1

i11。1）

　王　　　　3

iL5＞　（0．6）

　2

i0．5）

10

i0．5）

17　　i

i0．6＞

〈2｝

　　6

i66．7）

　44
i65．7）

284

i60．7＞

187

i47．9｝

761

i37．7）

1282

i43。4）

（1）（2） 一 1　i　1
iLs！l（0．2）

　1

i0．3）

一 　3

i0。1）

（3｝

　　2

i22．2＞

　17

q25．4＞

158

i33．8）

182

i46．7＞

1113

i55．1＞

1472

i49．8）

ω　　（3） 一 … 　1

i0，2）

一 一 　1

i0。0＞

｛2）（31 ｝ 　3

i4．5）

1王

i2．3）

13

i3。3＞

128

i6．3）

155

q5．3）

〔以2×3｝

P

一 『 一 … 一 ㎜

111害i｝巌られ．た

張i49－1．i　4．　ワリァテル（翻。当）

（2）割当てられた　（3｝割り当られた　（4｝割り当てられた

芦
…
…
…
一
f

小学校 巾学校 高等学校 大　　学 無　　答 計

無　　惣ρ卜．ヒ　　　　　F二．1 一 …
　7

iL5）

　3

i0．8）

　4

i0．2）

14

i0、5）
ト
i
・
・

　　1

i1王．1＞

　17

i25．4）

　74
i王5．8）

33

i8。5）

105

i5．2）

230

i7．8）

「2，　　3
〈33．3）

　19

i28．4）

　94

i20。1）

　72

i18．5）

202

S．O）

390

iユ3．2＞

ﾙ1｛2｝
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 　4

iG．9）

　2

i0．5）

　7

i0．3）

13

i0，4）

i
　
6
｝
E

一 　10

i14，9＞

　71

ｿ5．2）

　44

i11．3）

267

i13．2）

392

i13．3）

｝ゆ〔3｝
一　　　　一　　　　6

@　　　　，　　　　（1．3＞

　2

i0。5）

16

i0．8）

24

i0．8＞

海 一 … 　3

i0．6）
… 　4

i0．2）

　7

i0．2）

値の｛2）13｝

一 一 … 一 一 ｝

（4｝
　　5　　　　ユ6　　　193
i55．6）　　　　（23．9）　　　　（41．2）

213

i54．6）

1269

i62．8）

1696

i57．4）

ゆ　　　｛4） ～ ，∴、1、ゐ 一
15

io。7）

18

iG，6＞

（2｝　（4） ～ 　2

i3．0）

13　　　　19

q2，8＞　（4．9）

114

i5．6）

148

i5．0）

一｛1｝〔2｝　｛4）
　　　　　i
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

… 『 一 ｝

・　　（3｝縫）

m
一 　1

i1．51

一　　　　2
@　　　　　　（0。5）

エ7

iG．8）

20

i0．7）

lP　（3×4｝ ｝　　i　『 一 一 　1

i0．1）

　1

iG，0）

｛2／13｝｛4）
一　　　　　1

（L5）

　1

i0．2）

… 一
　2

i0．1）

b2・・3・〔・・ 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

一 ｝ 一 一

一　163　一一



　　　裏49－12　！3．ウケッケル（受・付）

（1｝ft付て　　　　　（2｝受：付けて　　　　　（3）受け付けて

小三校 中学校 高等学校 大　　挙 無　　答
言．卜

鉦　　笈」い、　　　　　口 一 … 　7

iL5）

　5

iL3＞

　5

i0．2）

17

i0．6＞

　　　　　　　　　　　　1（1）　　　　　　　　　　（1L1） 　　玉4

i20．9）

　68

i14．5）

30

i7．7＞

262

i玉3．0）

375

i12．7）

（2｝

　　5

i55．6）

　36

i53。7＞

272

i58。1）

2GO

i5L3）

874

i43。2＞

1387

i46．9）

（1｝／2｝

　　1

i1L1）

　2

i3．0）

　8

i1．7）
一

33

i1．6）

44

iL5）

（3｝

　　2

i22．2＞

　14

i20．9＞

　98

i2◎．9》

137

i35，1）

739

i36．6）

ggo

i33．5＞

ω　　（3｝ 一 　1

i1．5）

　2　　　　王

ko．4月（o．3）

14

iG．7＞

18

i0。6）

（2×3｝ … 一
13i17（2．8）i（4．4＞ 92

i4．6）

122

i4。1）

（1×2｝（3） 一 一 一 ｝ 　2

iG．1＞

　2

i0．1）

　　表49－1346．ウリダス（売・串）

（1）売出た　　　　（2）売出した　　　　（3涜り出した

小挙校 中学校 高等学校 大　　挙 無　　答

　
　
　
　
　
i
計

無　答 一
　　1

i1，5）

　9

i1．9＞

　5

iL3）

　9

i0．4）

24

i0．8＞

（1｝ 一 皿 　1

iG．2）
一 　6

i0．3）

　7

i0．2＞

（2）

　　7

i77．8）

　28

i41．8＞

171

i36．5＞

106

i27．2）

318

i三5．7）

　63G

i2L3）

（1）（2） 一 一 　1

i0．2）
一 　1

i0，1）

　2

i0，1）

（3）

　　2

i22．2）

　34

i50．7）

275

i58．8）

260

i66．7）

1564

i77．4）

2135

i72．3）

ω　（3） ｝ 一 　1

i0．2）

　3

iG．8＞

　3

i0。1）

　7

iG．2）

（2）（S） 一 　4

i6．0）

王0

i2、1）

16

i4。1＞

119

i5．9）

149

i5．0）

（1×2）（3） ｝ 一 一 … 　1

i0．王）

　1

i0．0）

一　164　一



菱49－14　1．モウシアワセル　　（申・合）

（1）申合せ　｛2｝申合わせ　｛3｝申し合せ　｛4＞申し合わせ

小挙校 中掌校 高等挙校 大　　学
毎　　　匁’，n　　　　　　Fコ

計

無　答 一 　1

i1．5）

　8

i1．7＞

　3

i0．8）

　5

iG．2）

17

i0．6）

（1）
　　1

i1L1）

　　9

i13．4）

40

i8。5）

26

i6．7）

35

i1．7＞

111

i3．8）

（2）

　　3

i33．3）

　
5
、
（
7
．
5
）

17

i3．6）

11

i2．8）

37

i1．8）

73

i2．5＞

〔1｝（2｝ 一 …
　4

i0．9）

　1

i0．3）

　2

i0．1）

　7

i0。2＞

（3）

　　2

i22．2＞

　23

i34．3）

176

i37．6＞

　94

i24。1＞

512

i25．3）

　807

i27．3）

（1）　（3｝ 一
　1

i1．5）

　5

i1．1＞

　4

iLO＞

11

i0．5）

21

i0．7）

（2）（3｝

　　王

i11．1）
一 …

　1

i03）

　3

i0．1）

　5

i0．2＞

｛王）（2）（3） ｝ 一
　1

i0．2）

一 　1

i0．1）

　2

i0．1）

（4｝
　　2

i22．2＞

　24

i35．8）

193

i41．2）

223

i57．2＞

1295

i64．0）

1737

i58．8）

｛11　　（4） … 　1

i1．5）

　1

i0．2）

　4

i1．0）

12

i0．6）

18

i0。6）

｛2｝　（4） 一 一
　5

iH＞

　6

i1．5）

12

i0．6）

23

i0．9）

〔1｝｛21　（4） 一 一 … 　1

i0．3）

一
　三

i0．0）

（3｝（4） … 　3

i4．5）

18

i3．8）

16

i4。1）

94

i4．7＞

131

i4。4）

（1）　（3｝（4） 一 一 一 … 　1

iG．1）

　1

q0．0）

｛2）（3×41 一 一 … …
　1

i0．1＞

　1

i0．0）

〔1｝（2×3）｛4｝ 一 一 ｝ 一 一 ㎜

一165一



　　　衷49－1538．サソイァワセル（誘・合）

（1誘舎せて　（2｝誘舎わせて　（3｝誘い合せて　｛4誘い合わせて

小挙校 中学校 高等学校 大　　挙 無　　答
三十

鐵　　蝶，幽い　　　　　隅

＿　　，

一 　7

iL5＞

　6

i1．5）

　6

i0．3）i

19

i0，6＞

｛．王｝

　　3

i33。3）

　　7

i1G．4）

　　　　玉8

P（3．8／

　9

i2．3）

2
6
　
　
i
　
6
3
　
　
　
　
　
　
i
（
1
．
3
）

（2．1）

②
一 4　i24

i6．0）　　1　　（5．1＞

15

i3，8）

72

i3．6＞

115

i3．9／

（1｝（2） ｝ 　1

iL5＞

，　1
@　（0．2＞

　1

i0．3＞

．2

i0．1／

　5

i0．2＞

｛3）

　　5

i55．6）

　37

i55。2）

285

i60．9）

169

i43．3）

687

i34．0）

U83
i4G．0）

1．1｝　（3｝ … ｝　　　　　… 　3

i0．6）
3　t4
iQ．8） （0．2）i

1G

iO．3）

｛2｝（3｝ 一 一　i　l
@　　　　i（o．2）

『
　6　　1

i0．．3）

　7

i0．2）

11｝｛2｝！31 一

　　　　　…’一『　i　｝

@　　　　　

　1

i0．3）

…
　王

i0．0＞

（4｝
　　1

i11，1＞ （23．9＞

16　1119
@　　　　　　（25．4）

168

i43．0＞

UO3
i54，6＞

1407

i47，6）

！l口・・ 『 ｝ 　3

i0．6）

　1

i0．3＞

　3

i0．1）

　7

i0．2＞

i（2｝（4） 一 ｝ ｝
　　　　　　」@1
i0．3）

　8

i0．4）

　9

i0．3）

ω（2｝　（4） 一 一 一 一 一　i　－
@　　　　i

（3×4） 一 　2　　　　7
i3．0） （1．5＞

15

i3．8）

101

i5，0）

i　125
@　（4．．2）

｛．1｝　（3｝（4｝ 一 　 一 ㎜ 　1

i0．1）

　1

i0．0） ｝

（2）（3）（4｝ … 一 … 　1

i0．3）

　1

i0ユ〉

　2

i0．1＞

｛1｝12｝（31（4｝ 一 一 一 … 　1

i0．1）

　1

i0．0）

　　　　　表49一一16　8．ムカイァゥ（向・合）

｛ll向合って　　 （2腕1い金って　　 （3）向かい合って

F

小学校 中学、校 高等学．．番交 火　　挙
繍　　　然σ辱n　　　　　　　にB

計

叶
i
無
答
§

一　一 　ユ
i
L
5
）
　
F

　6

iL3）

　3

i0．8）

　8

i0．4）

18

i0。6＞…
｛
｛
1
｝ …

　　8

i1L9）

26

i5。6）

19

i4．9）

5王

i2．5）

104

i3．5）ヒ
｝
　
1
2
｝
r

i　9
@　（10◎．0＞

　49

i73，1）

363　　　　　馳

i77．2）

264

i67．8）

1426

i70．1）

2111

i7L4）i
卿
｛
2
1
1

一 　1

iL5）

　4

iG．9）

　2

i0．5）

28

iL9）

35

i1．2）

131　　　　… …
　　7

i10．4）

　64

i13，7）

　　93

i23．8）

450

i22。3＞

614

i20．8）
　　　　　　　　　i＿｛1｝（3｝i

顧　闇　一

｝ 一 　1

iG．1）

　1

i0．0）

　　　　　　　　P
ﾈ　　（2／｛3｝ 一 　1

i1，5）

　5

i1．1）

　9

i2．3）

57

i2．8）

72

i2．4）

1（1｝（2｝（3｝1一

一
皿　一 ．　一　一

　 一 一

一　166　一



　　　表49－1733．ウマレカワル（生・変〉

［P生れ変る　〔2）生れ変わる　｛31生まれ変る　く4｝生まれ変わる　．

小学季交 中学番交 高等学校 大　　学 無　　答 計

鎌　　致．，い　　　　悶
㎜　一 　王

iL5）

10

i2．1）

　4

iLO）

10
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　　　　　表49－18　　44．

、q｝浮び上る　〔21浮び上がる

ウカビァガル（浮・上〉

（3）浮かび上る　（4｝浮かび上がる
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　　表49－1927．　トナリ
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表49－21

（1｝幸

30．

12｝幸い

サイワイ 倖）

｛3｝』鯨き孝）t、

小学校 中学校 高等学1交 大　　学 無答e一
鐡　　嫁σ．h　　　　　「＝‘ … ｝
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衰49一一22 39． ナサケ（情〉
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　蓑49一．．一23　7．　ウシraガワ（後・側）
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11

i2．8）

68

i3．4）

90

i3ほ〉

（1）（2）｛3） 一 　 　 … ㎜ …

表49－305．ッギ（次）

（1）次　　　　　（2）次ぎ

小禽校 中挙校 高等学垂交 大　　学 無　　答 計

無　答 ｝ ｝
　6

i1．3）

　3

i0．8）

　7

i0．3）

16

i0．5）

ω
　　7

i77．8）

　60

i89．6）

435

i92．7＞

37娃

i95，9＞

1938

i95．9）

2814

i95．2）

（2｝

　　2

i22，2）

　　7

i10．4）

27

i5。8）

12

i3ユ）

66

i3．3）

114

i3．9＞

（1）　（2） … 　 … 　1

i0．3）

1G

i0．5）

三1

i0．4＞

衰49－3126。ハナシ（話）

　（1）話　　　　　｛2｝話し

小学校 中学校 高等挙校 大　　学
笹　　　架．●噛辱　　　　　F】

計

勲E　架r幽い　　　　　F｝ 一 一 　5

i1．1）

　2

i0．5）

　5

i0．2）

12

i0．4）

（1） 　4
i44．4＞

　29

i43．3）

281

i60．0）

276

i70．8）

12G1

i59．4）

1791

i60．6）

（2） 　4
i44．4＞

　38

i56。7）

180

i38．5）

104

i26．7）

746

i36．9）

1072

i36．3）

ω　｛2｝
　1
i1L1）

　 　2

i0．4）

　8

i2。1＞

69

i3．4）

80

i2．7）

一　173　一



（1｝集

衷49－32　12．アッマリ　（集）

（2）集り　　　　　　｛3｝集まり　　　　　　（4｝集つまり

小学校 中学校 高等学校 大　　学
鋤…　　妓一随　　　　　　仰

口

無　答 … 一 　5

iL1）

　3

i0．8）

　5

i0．2）

13

i0．の

（王） 一 　1

i1．5＞．

　6

iL3＞

　2

iG．5）

12

iG．6）

21

i0．7）

（2｝
　　6

i66．7）

　39

i58．2）

217

i46．4）

154

i39．5）

524

i2§．9）

940

i31．8）

（蝋2｝ … 一 　1

i0，2）

　3

i0．8）

　2

i0．1）

　6

i0．2＞

（3）

　　3

i33。3）

　25

i37．3）

215

i45．9）

212

i54．4）

1325

i65．6）

178G

i60．2）

〔1｝　｛3｝ … 一 一 一 　8

i0．4）

　8

i0．3）

｛2｝（3） … 　2

i3．0）

13

i2．8）

11

i2．8）

113

i5．6）

139

i4．7）

（1×2）（3） 一 ｝ ｝
　1

i0．3）

　3

q0．1）

　4

i0．1）

（4｝ 一 一 　9

i1．9）

　1

iG．3）

19

io．9）

29

i1。0）

｛1｝　　（4｝ 一 ｝ 『 一 一 一

（2｝　（4｝ 一 ｝ 　1

i0．2）

　2

i0．5＞

｝ 　3

i0．1）

（1）〈2｝（4｝ … 一 一 一 ．1

i0．1＞

　1

i0．0）

（3）暢 ｝ ｝ 　1

i0．2）

　1

iG．3）

　8

i0．4）

10

i0．3）

〔1）　｛3｝｛4） 一 一 一 一 　1

i0．1）

　1

i0．0）

（21（3×4） 一 ｝ … … … …
’
　
．

（1）12）（3｝（4｝ 一 　 … … … 『

　表49－33　3f．　オコリ（起）

｛1）起　　　　　｛2）起り　　　　　（3）起こり

小挙校 申学校 高等挙父 大　　学
鐵　　　笠炉n隔　　　　　　同 言．卜

無　答 一 　 　6

i1．3）

　3

i0．8）

　7

i6．3）

16

i0．5）

（1） ｝
　エ

i1．5＞

　6

i1．3）

　6

i1．5）

26

i1，3）

39

i1．3）

12｝
　　8

i88．9）

　55

i82．1）

353

i75．4）

255

i65．4＞

1正26

i55。7）

1797

i60．8＞

く1｝（2） 一 ｝ 　2

iG．4）

一
　　7

A（0．3）

　9

i0．3）

（3）
　　1

i1u）

　10

i14．9）

　95

i20．3）

117

i30．0）

799

i39。5）

1G22

i34．6）

ω　（3｝ 一 一 一 一 　1

i0，1）

　i

i0．G）

12｝13｝ ㎜ 　1

i1．5）

　6

i1，3）

　9

i2．3）

55

i2．7）

71

i2．4）

llX2）（3｝ 皿 ｝ 一 一 … …

一　174　．



　　衷49－3437．オワリ

（1三冬　　　　　 （2孫冬り

（終）

（3｝終わり

小学校 巾学校 高等学校 火　　学 無　　答 謙

i無　答 一 ㎜
　8

iL7）

　5

i1．3）

　8

i0．4）

21

i0。7）

ω
　　1

i11．1）

　1

iL5）

25

i5．3）

22

i5．6）

硅7

i2．3）

96

i3。3）

｛2｝

　　7

i77．8）

　57

i85．1）

358

i76。5＞

268

i68．7）

1U6
i55．2）

1806

i61ほ）

〔1｝｛2｝ ｝ ｝
　5

iL1）

　6

iL5）

13

i0．6）

24

i0．8）

（3）

　　王

i11．1）

　　9

i13．4）

　67

i14．3）

　82

i21．G）

732

i36．2）

891

i30。1）

ω　　（3） 一 『 … 一
10

iG．5）

10

i0。3）

（2｝（3）

◎　　　　＿

… 　5

i1．1＞

　7

i1．8）

87

i4．3）

99

i3．4）

ω｛2｝（3） ㎜ 　 ㎜ 』 　8

i0．4）

　8

i0．3）

衷49－35　15．オオウリダシ（大・売・出〉

α沃売出　（2｝大売下し　（3次売り出　（4｝大売り弔し

小学校 中学校 高等学校 大　　学
鉦　　　然，．．、　　　　　　1．．．碍

計　　i

無　　蝶「n亀　　　　只 … … 　5

i1。1）

　3

i0．8）

　5

i0．2）

13

i0．4）1

11）
　　1

ill．1）

　1

iL5）

15

i3．2）

　7

iL8）

18

i◎．9）

42

iL4／

｛2｝

　　6

i66．7＞

　35

i52，2）

214

i45．7）

158

i40，5＞

435

i21．5＞

848｝
i28．7／1

〔1）（2） 　 皿
　2

i0，4）

一 　5

i0．2）

　7
io．2｝i

（3｝ 一 　2

i3．0）

　6

i1，3）

　3

i0．8）

36

i1．7＞

47　i（L6／i

鋤　（3） 一 ｝ 一 ｝ 　4

i0．2）

4　　i
iG窪■

（2×3＞ … 　 　2

i0．4）

　2

i0．5）

　3

i0．ユ）

7　｛

i0．2｝1

｛1）｛2）（3） … ｝ … ｝ 　1

i0．1＞

1　i
io。1）i

（4）
　　2

i22．2）

　28

i41．8）

206
i44。o）

188

i48．2）

1309

V．8）

1733i
i58．7■

｛1）　　（4） 一 一 ㎝ ㎜ 　4

i0。2）

4　1
ioユ目

（2）　（4） 一 　1

iL5＞

18

i3．8）・

29

i7，4＞

190

i9．4＞

（lll一

〔1｝（2｝　（4｝ 一 ｝ ｝
一　開

一 一　i
@　　　　i

〔3｝（4） 一 一 … 一
10

iG5＞

、1亀一

〔1｝　｛3｝（4｝ 一 一 ｝ 一 一 一　國

〔2｝（3）｛4） … 一 … 　1

iG．1＞

　玉　　1

io．G）i

｛1｝｛2）〔3｝（4） … ｝ … 一 一

＿　　i　　　　　…

@　　　　i　　　一

一　175　一



　合
　
●割（イアリワ

い合胸備合10脚給

5236　一49表

い合劇氾合綱ほ

｝

小挙校 中学校 高等学校 大　　学
鉦　　　妓nい　　　　　　　R

計

餓　　類，脚い　　　　‘．ミ 一 　 　8

i1．7）

　3

i0．8）

　5

iG．2＞

16

iG．5＞

（1）
　　4

i44，4）

　26

i38．8）

154

i32．9）

149

i38．2）

705

i34．9）

1038

i35．1＞

（2｝

　　3

i33．3）

　15

i22．4）

158

i33．8＞

　112

i28．7＞

454

i22．5）

742

i25．1）

（1｝（2｝
㎜　一 　2

i3．0）

　8

i1．7）

10

i2．6）

46

i2．3）

66

i2．2）

　　　　　｛3｝
　　1

i11．1）

　　9

i13．4）

42

i9，0）

19

ｮ4．9）

165

i8．2＞

236

i8．0＞

…
i
1
1
）
（
3
｝
…

酌　一　一 　王

i1．5）

　4

i0。9＞

　3

i0．8）

22

i1．1）

30

i1．G）

、
i
　
　
／
2
｝
（
3
｝
ヒ

而　㎜　“ 　2

i3．0）

一 ．　一 　4

i0．2）

　6

i0．2）

〔1｝｛2｝｛3｝
　　一 ｝ … … 一 …

｛4｝
　　1

i11」）

　　10

i14．9）

　82

i17．5）

　81

i20．8）

490

i24．2＞

664

i22．5＞

li｝　　〔4｝ ㎝ 一 　1

i0．2＞

　3

i0．8＞

53

i2．6）

57

i1．9）

　　12｝　〔4｝
ﾆ

㎜ 　2

i3．G＞

　7

q1．5）

　9

i2．3）

58

i2．9）

76

i2．6）i
〔
1
｝
〔
2
｝
（
4
｝
き

｝ … 一 一 一 一

（3｝（4｝ 『 一 　3

i0．6＞

　1

q0。3＞

12

i0．6）

16

i0．5）

｛1｝　〔3×4｝ ㎜ ｝ 　1

i0．2＞

　 　1

i0，1）

　2

i0。1）

（2｝｛3｝〈4｝ 一 一
…　．國

一 　2

i0．1）

　2

i0．1）

①12×3｝（4） ｝ 　 ｝ … 　4

i0．2）

　4

i0．1）

一　176　一



表49－3729．ハライサゲ（払・下〉

（1）払下　（2）払下げ　｛3）払い下　（4｝払い下げ

小学校 中学校 高等学校 大　　学
垂旺　　　架rn辱　　　　　　ト可

言内i‘

　　　　　　　　　　　一ﾞ　　磐“h、　　　　　「巾1
　5

iL1＞

　2

ﾄ05）

　5

q0．2＞

12

i0．4＞

ω
一　一 　5

i7．5＞

27

i5．8＞

18　1　24
E4．6）1（1。2）

74

i2．5）

（2）

　　6

i66．7＞

　24

i35．8）

147

i31．4） ／25，7＞

100　i　183
@　　　　　　（9．1＞

　460

i15．6）

（1｝（2） 一 ㎜ 　2

ｮ0．4）

　1

i0．3）

　4

i0．2＞

　7

i0．2＞

（3｝
｝　一 　4

i6．0）

31

^6．6／

　5

i1．3＞

89

i4．4＞i

129

i4．4）

〔1｝　（3） ㎝ 一 … ｝ 　9　　　　9
@　　　　　…
i0．5ノ （O．3）

｛2）13｝ 一 一
一　而

｝ 　1

i0．1＞

　1

i0．0）

（1×2×3｝
｝　㎜ … … ㎜ … 一

（4｝

　　3

i333＞

　31

i46．3）

238

i50．9＞

239

i6王。3）

1566

i77．5）

2077

i70．3）

〔1｝　　｛4｝ 一 一 一 　3

i0。8）

　8

i0。4）

11

iG．4）

12｝　（41 ｝ 　3

i4．5）

17

i3．6）

20

i5．1）

ユ21

i6．0）

161

i5．5）

ω｛2｝　（4｝ 一 一
一　｝ 　1

i03）
一 　1

i0．0）

（3）（41 ㎜ 　
　王

i0．2）

　1

i0．3）

11

iG．5）

13

i0．4）

〔1）　（3×4｝ 一 一 ㎜ ｝ ㎜ ㎜

｛2｝〔3×4） … … 一 一 一 一

（1×2）（3｝（4｝ 一 『 一 … 一
｝　㎜

一　177　一



　表49一一：38　24．ク．ミ．アワセ．（組・．会）

（1闇合せ（2憩脅わせ（3組み合せ（4闘み叡・せ

小学校 中学校 高等挙．校 ．大　　挙
鉦　　　架，P辱　　　　　　F遷

計

無　答 一 ｝ 　6

iL3＞

　3

i0．8）

　8

i0．4）

17

i0．6＞

i1｝
　　　　6

堰i66．7＞

　32

^47．8＞

186

i．39．7）

　138

i35．4＞

441

i2L8）

8G3

i27。2＞

，・2・
@i，1∴1、 　　9

i13，4）

　　　？5

P（16．0）

　42

i10．8）

369

i18．3）

496

i16。8＞

1．1｝｛．21
1　＿p 　2

i3，G）

　3

i0。6）

　8

i2．1）

24

iL2）

37

qL3＞

・3齬H
　　8

i11．9）

　74

i15．8）

　46

i1L8）

293

i14．5＞

填22

i14．3＞

。，（3■　　　　　　　　　…

　　三

o11．1＞

一
13

i2．8）

　8

i2。1）

52

i2．6＞

74

i2．5）

｛2｝（3／
1　＿ 一　一 　3

i0．6＞

｝ 　3

i0．1＞

　6

iG．2）

｛11｛2｝〔3｝ ｝ …
一　一

㎜ 　 國　一

〔4｝ ｝ 　13
iま9，4）

　95
^2◎．3）

121

i3LO）

677

i33．5）

906

i3⑪．7）

｛1｝　　／41 一 一 　5

iL1）

　4

iLO）

32

i1．6）

鰻
（
1
．
4
）

｛．2｝　14｝
@　　　　　i

一 　3

i4，5）

　　　　2

P（0，4）

12

i3．．1）

74

i3．7）

91

i3．1＞

1睡・4／
…　　　『

d

　1

i0．2）．

　1

i0．3）

　1

i0．1）

　3

i0．1）

　　　　i　＿　　　　ト

i3｝④l　　　　I … 　5

i1．1）

　6

i1．5）

32

iL6）

淫3

i1．5）

｛．1｝　（3×4｝ ｝ 『 一 　1

i0．3＞

　6

i0。3）

　7

iO．2＞

（2｝｛3｝14｝ 一 ㎝ 一 一　一 　5

i0．2）

　5

iG．2）

ほ｝〔2｝（3｝（4｝ 一 一 … … 　4

i0．2）

　4

i0ほ）

一　17S　一一，



　　蓑49－3940．モウシアワセジコウ（申・合・事項）

①申含事項　（2B’4i：1合せ癖項　（3坤し合せ事項　（4癖；1し合わせ事項

小学校

無　答

（1｝
　2
（22．2）

（2　1， 　2
（22．2）

ほ蔑2｝

｛3） 　4
（44．4）

｛1）　1131

12昭｝

…
ll　1｝｛2｝｛3｝

じ

…

　　　　1
（4）

　　〈11．1＞

ゆ挙校 高等学校

　
＞
　
7
8
・
　
1

　
（

　9
〈13．4＞

　
＞2
3
3
6

　
（

大　　学

　
）
　
3
F
O
．

　
王
　
（

　16
〈23．9）

　17
（25．4）

　
＞4
譲
2
6

　
〈

108

（23．1）

　
ラ
　
9

4
　
，
　
0

　
（
　144

〈30．8）

　
＞
　
0

2
　
・
　
3

　
（

　
＞　
6

り
0
　
．

　
0

　
（

　21　　　玉56
〈31．3）　i　〈33L3）

ii　l］　｛tu
l
．

　i2．｝　｛4i

と

｛11｝〔21t　（4！

　　　｛3｝〔4｝

　
）
　
4

2
　
．
　
0

　
（

　
＞0
1
1
2

　
（

－
一

一
　
　
一

C3」（4） 　
＞
　
2

1
　
　
0

　
（

（2｝（3）（4｝

（1）｛2）（3｝（4｝

　77
〈19．7）

　
ラ
　
5
2
．
　
0

　
（
　87　・

（22：3）

　
）
　
5
2
・
　
0

　
（

　
＞
　
8
7
．
　
1

　
（

167

〈42．7）

　
）
　
2

1
　
　
0

　
（
．

　7

（1．8）

　1

〈O．3）

　8

〈2．1＞

　
）　
5

2

・

　
0

　
（

無 答

　
＞
　
2

5
　
・
　
0

　
（

　
）
3
沿
1
0

　
（

　
）7
8

5
　
陰1
7

　
（

　
幻5
翫

　
（
5e5

（25．0）

　
＞　
1

2

・

　
0

　
（
22

（1．1）

18

（O．6）

　
）0
3
8
2

　
（
36e

〈12．2）

11

（O．4＞

757

（25．5）

　
＞
　
1
4
．
　
0
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）荏
2
3
1

　
（

l197

・〈59．2）

　
）
　
1

2
．
。
　
G
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）8
9
1
G

　
（

1542

〈52．2＞

　
＞　
1

り
0
．

　
0
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）3
6
9
4

　
（

　
）
　
1
2
。
　
0

　
（

27

〈O．9）

　1

〈o：o）

l13

（3．8）

　
）
　
0

1

陰

　
G

　
（

　
〉
　
ま4
．
　
0

　
（
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表49－40　11．ハレギ（晴・着）

　　〔1）晴着　　　 ｛2｝晴れ着

小学校 中学校 高等挙校 火　　学 無　　答 計

蜘…　然」，卜．　　　　　口 一 　1

i1．5）

　7

i1．5）

4
（
1
．
0
＞

　7

i0．3）

19

i0．6）

（D
　2
i22．2）

　41

i61．2＞

262

i56．0）

215

i55．1）

665

i32．9＞

1185

i40．1）

（2） 　7
i77．8）

　24

i35．8）

194

i4L5）

165

i42．3）

1269

i62．8）

1659

i56．1＞

（1｝　（2｝ 一 　1

iL5）

　5

i1．1）

　6

iL5）

8G

i4．0）

92

i3．1）

　表49－4141－1ウケツケ～（受・付）

α｝受付’～　　（2）受イ寸け～　　（3｝受：け付～　　14｝受けイ寸け～

’

小挙校 申学校 高等学校 大　　学
掘　　　倣．，い　　　　　　四

三

無　答 一 　1

i1．5）

　9

iL9＞

　5

iL3）

　6

i0．3＞

2i

i0．7）

｛王｝

　　8

i88，9）

　47

i70．1）

　290　　　　　　235　　　　　　735

i62．0）　　　　（60。3＞　　　　（36．4＞

1315

i44．5＞

（2｝
　　1

i1U＞

　10

i14．9）

　78　　　　59

i三6。7）　（15．1＞

443

i21。9）

591

i20．0＞

11｝（2） ｝ 　1

i1．5＞
15　i18
i3．2＞旨4．6）

104

i5護）

138

i4．7）

（3） … 　2

i3。G＞

19　　　　8
i4．1）　（2．1＞

116

i5．7）

145

i4．9＞

｛王｝　（3） 　 一 　4　　　　1
i0．9＞　　｛G。3＞

37

iL8）

42

iL4）

（2｝（3） … 　
2i2（0．4）i　　　　　　　　（G，5＞ 22

iL1）

26

i0．9）

（玉｝（2×3） ｝ 一
，。㌧，i、、i、， 13

i0．6＞

15

i0．5）

14｝ 一 　2

i3．0＞

39　　　　39

i8．3）i（10．0＞

345

i17ユ）

425

i14．4）

（1）　（4｝ 一 一 　3　　　　13

i0．6）　（3．3）

66

i3．3＞

82

i2。8）

（2）　（4｝ … … 4　　　　3
i0，9＞i（0．8）

58

i2。9＞

65

i2．2）

（1×2）’（4｝ … 　2

i3．0）

　3　　　　4

i0．6＞　（LO）

30

i1，5）

39

iL3）

（31（4｝ 一 　1

i1．5）

一　　　　　1

@　　　i（o．3）

21

i1．0）

23

iO．8）

11｝（3｝（4｝ … ｝ 一 　1

iG．3）

　3

i0．玉）

　4

iGほ）

｛2｝（3｝（4｝ 一 　1

i1．5）

12

i0．6＞

13

iG．4）

｛王｝〔2×3×4） 一 … 　1

i0．2＞

｝
10

i0．5）

11

iG．4）

一180一



　　表49－42．6．アガリクチ（上・口）

（P．．．｝＝ll：1　　　　〔2L1こり日　　　　　｛3）上がり［：：1

小学．校 中学校 高等挙校 大　　掌
舳…　　笈r｝い　　　　　　　μ茎

厳

罰　答
＿　　　　5
@　　　　i（L1＞

　3

i0。8）

　6

i0．3＞

14

i0．5）

ω
…圏@i　4@　　　　i（o．9＞

　5

iL3）

15

i0．7＞

24

qG．8）

｛2｝

　　6

i66．7＞

　43

i64．2）…

　296
i63．2）

229

i58．7）

1221

i60．4）

1795

i6G．7）

｛1｝1．2｝ 一 一　il
@　　　　i（o．2）

　2

i0．5）

11

i0．5＞

14

i0．5）

131
　　2

i22，2）

22　i　146
i32，8）i（3L2）

138

i35．4）

689

i34．1）

997

i33．7）

〔D　｛31
一　i　一 　2

i0．1＞

　2

i0．1）

（2｝（3｝
　　1

i1u＞

　2

i3．0＞

16

i3．4）

13

i3．3）

77

i3，8＞

109

i3．7）

｛1｝｛2×3／
…　晒 ㎜　　　　　§ 一．．・

沿鼈黶

@　　　　i
…

…　一

表49－43　19．テッヅキ（手・続）

　　　｛1｝乎奉尭　　　　　　ぐ2｝手口党き

小学校 中挙校 高等学．季交 大　　学 無　　答 費．i’

無　答 … 一 　6

iL31
　3

i0．8）

　8

i0。4）

1
7
」
｛
0
．
．
6
）

（1）
　　3

i33．3＞

　14

i20．9）

136

i29．1）

118

i30．3）

237

i1L7）

508

i17．2＞

（2｝
　　6

i66．7）

　52

i77．6＞

320

i68．4）

260

i66．7＞

1742

i86，1）

2380

i80．5）

（1）　（2｝ 一 　1

i．L5）

　6

iL3／

　9

i2．3）

34

iL71

50

i1．7＞

　表49－4436．ヤクワリ．　（役・割）

〔P役割　　　　（2｝役割り　　　（31役く害1｝り

小掌校 中学．校 鳶≡等学日交 大　　等．
蝕E　　難r陀幽」　　　　　　50．．婁

計

鉦　　難，冒r㌧　　　　‘コ 一 一 　6

早D3）

　4

iLO）

　4

i0，2＞

14

i0．51

ω
　　4

i44．．4）

　17

i25．4）

137

i29．ユ／

164

i42．1＞

615

i30．4）

937

i3L7）

（2｝

　　5

i55．6）

　47

i7G．1＞

306

i65。4）

204

i52．3）

王205

i59．6）

1767

i59．8｝

ほ｝〔2｝ 　 　2

i3．G＞

　6

iL3）

18

i4．6）

112

i5．5）

138

i4．7）

｛3） 一 　1

iL5）

11

i2．4）

一
76

i3。8＞

88

i3，0）

ω． o3） 一 一 　1

i0．2）

一 …
　王

i0。0）

｛2）（3） 　 　 　1

iσ．2）

… 　9

i0．4）

10

iG．3）

〔1｝｛2｝（3｝ ㎜ ｝ … … 一 一
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衰49－45　41－2　～ガカリ　（係）

｛王ト孫 （2｝～・係り

小学歩交 中学校
き高等学亭交

大　　学
鍼　　　妓，h．　　　　　R

計

｛旺　　盤．u噛　　　　躍凄
　1

iL5）

　9　　1　5
eL9）
L（・3｝

　6

i0．3）

21

i0．7）

　
1
1
｝
1

　　7

i77．8）

　43

i64．2＞ 67，3＞

315　｝　272
@　　　　　　　（69．7）

1125

i55．7）

1762

i59．6）

1　　　（2｝
　　1

i11．1）

　20

i29．9）

　117

ｮ25．0）

　87

i22．3）

656

i32．5）

881

i29．8＞

　中　　（2｝
　　1

i1L1）

　3

o4．5）

27

i5．8）

26i234
i6，7）｛ロ1，6）

291

i9．8＞

X49－46　9．

（1｝昭和生

ショウワウマレ（昭和・生）

〔2＞II護矛［｛蛋三斎t （3｝｝i郵貯鐸三｛．三まオτ

…
　
…
　
し
　
匿 小学校 中学校 高等学絞 大　　学 無　　答 計

1

無　答 一
　1

iL5）

　5

iL1）

　2

i0．5＞

　8

P0．4）

16

i0．5）

｛ ｛．1｝

　　1

i1L1）

　6

q9．0）

2王

i4．5）

　8

i2．1）

37

iL7）

73

^2．5）

〔2｝

　　6

i66，7＞

　41

i6L2）

283

^6◎．5）

206
or

T2．8）

780

i38．6）

1316

i荏4．5＞

q｝（2） 『 　1

iL5）

　4

i⑪．9＞

　王

ｭ0．3）

　．2

iG．1｝

　8

i0．3）

（3）

　　2

P22．2）

　17

i25．4）

145

^31．0）

ユ63

i4L8）

11王7

^55．3）

1444

i48．9）

｛1｝　（3） 一 一 　 一
　ユ

ko．1！

　1

i0．G／

｛2｝13） 一 　1

i1．5＞

10

i2．1）

1G

i2．6）

76

I3，8＞

97

^3．3）

ほ｝（2｝13｝ … … 　 一 　　雨 胃　…　i

衰49－47　32。ネァガリ（値・上）

〔i遡上 （2｝f〔貢＿圭二り ←3ノ縦｛」ニカiり

小学絞 ；4・し学校 高等学校
ブく　　　　ミ｝乱　舞蓉　　　　餐　　　　　言†

驚　　然r・h　　　　　「胃

一　　　L ｝　」幽 　6

iL3）

　4　　　　6　　　　16
i1。O／　（0．3＞ （0．5＞

111
　　玉　　　　　1

S．1）　（L5）

19

i4．1）

1』2

i3．王／

42

i2．1）

75

i2．5）

〔2・

　　7

i77，8＞

　4G

i59．7）

264　　　196
i56．4）　（50．3）

1GG5

^49．7＞

1512

i51，2）

q｝〔2；
一　．　L

｛ 4　　　　1
iG．9）　（93）

　6

iG，3）

11

iG．4）

｛3｝
　　1

P1L1）

　24

i35．8）

ユ65

i35。3）

　157

i4G．3＞

874

i43．3）

1221

i41．3）

ゆ　　｛3｝ 一
　ユ

i1．5）

　1

i0．2）

　ユ

i0．3）

11

i0．5＞

14

iG．5）

（2｝（3｝ …
　1

i1．5）

　9

iL9）

19

i4．9）

75

i3．7）

玉04

i3．5）

ほ）｛2｝〔3｝ 一 ｝ 一 　 　2

i0．1＞

　2

iG．1）
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表62 関係ある語の緯み合わせの平均値と分散
　　　　　　（上段単均誼，下段　分散）

粛｝
男li

汐
鵬毛
ノ
■ 齢 Si1

12～19歳

単
純
動
詞
と
複
合
動
網

アワセル

ーモウシァワセル

0．G7玉

O．885

アワセル

ーー Tソイアワセル

一e．072

　　1．oe6

ウマレル

ーー Eマレカワル

O．134

0．925

アガル

ーウカビアガル

Gほ76

1．e82

　
　
複
舎
名
詞

単
純
名
詞
と

ハレ

ーハレギ

一〇．274

　　1．117

ワリ

ーヤクワリ

。．3es

l．318

　
　
単
純
名
詞

単
紬
動
詞
と

オコナウ

ーオコナイ

一〇．587

　　1．433

2G～24歳

。．es4

0．952

一e．153

　　e．896

O．133

0．830

e．esg

1．194

一e．160

　　1．397

e．es2

L廷05

一〇．599

　’1．176

25～29歳

O．092

1．083

一〇．228

　　1．147

O．300

1．432

o．es6

1．王07

一e．oss

　　1．297

一〇．eso

　　l．148

一〇．542

　　1．5e5

　　　　　　　　ダ

30～34歳i35～39歳
。．ogb　ii

1．017　l

　　　　　　i’

O．227

0．926

一e．193

　　e．854

o．Ie4

0．884

一e．043

　　1．3e8

一〇．256

　　1．269

一e．os7

　　1．499

一〇．65玉

　　1．140

一〇．107

　　1．139

O．107

e．848

一e．186

　　1．310

一e．281

　　1．468

e．g76

1．374

一e．889

　　1．822

40～49畿

O．162

0．866

一〇．2es

　　e．973

O．092

1．148

Q．062

1．110

一〇．164

　　1．409

O．244

1．692

一〇．942

　　1．552

50歳～

O．276

e．992

一〇．152

　　0．976

O．186

1．033

一e．e34

　　1．592

一〇．338

　　王。050

O．153

1．689

一e．947

　　1．947

集 一
」
ヲ

中
子
高 ．校 火 ．，t｝r． tt・ ﾊ 広 「

く
幸 教 研究考

子 鷹 別

オワル

ーオワリ

一〇．045

　　e．779

アツマル

ーアツマリ

一〇．194

　　1．068

アワセル

ークミアワセ

一e．132

　　1．e6e

参
考
1

アワセル　　　　　一0．060

一モウシアワセ1事項　　1。067

アガル

ーアガリグチ

一e．474

　　1．957

アガル

Lネァガリ

一e．288

　　1．333

ウマレル

ー昭矛i：1ウマレ

一e．041

　　1．045

参
考
2

ワリアテル

ーワリ

一〇．557

　　1．235

ワリアテル

ーワリアイ

一〇．862

　　1．152

ワリアテル

参

考

3

ウカビアガル

一〇．249

　　1．128

一〇．335

　　1．493

e．012

0．951

一〇．6eg

　　1．382

一〇．179

　　　　159

一〇．651

　　1．264

一ネァガリ

一〇．469

　　1．370

複
合
動
詞
と
複
合
名
詞

ウケッケル

ーウケツケガカリ

一〇．142

　　1．080

ム
u
『
P
▼
ナ

点
縫
立
“
ラ

後
部
分

前部分
　　と

後部分

ウリダス

ーオ　オ　ウ　V　 ターシ

モウシアワセル

ー一 Dモウシアワセ事項

ウケツケル

ーウケツケガカ

ウリダス

ーオ　d一　「ン　5ノ　ダシ

モウシァワセル

ーモウシアワセ：嚇項

アガリグチ

ーネアガリ

O．179

1．262

一〇．OS4

　　0．513

一〇．262

　　1．169

一〇．299

　　1’1　e56

一〇．181

　　1．172

一e．441

　　1．154

一e．358

　　1．e44

一〇．094

　　e．871

一〇．507

　　1．535

一1．03e

　　1．093

一〇．458

　　1．364

一〇．376

　　1．008

一〇．027

　　1．034

一〇．212

　　0．987

一e．218

　　0．962

一〇．507

　　1．349

一〇．439

　　1．15e

一〇．37ユ

　　1．e20

一〇．265

　　1．e86

一〇．王50

　　0．627

一1．e54

　　1．135

一〇．e22

　　e．075

一〇．268

　　i．119

O．089

1．264

O．042

0．636

一〇．432

　　1．480

一e．219

　　1．093

一〇．312

　　1．391

一〇．531

　　1．e14

一e．375

　　1．979

一〇．121

　　1ほ07

一〇．158

　　1．298

・一 Z．686

　　1．187

・一 ?．207

　　1．264

一e．314

　　1．458

一〇．071

　　1．382

O．021

1．064

一e．3ge

　　1．2王0

一〇．607

　　1．239

一一 Z．464

　　1．706

一〇．431

　　e．936

一〇．170

　　1．12e

一〇．264

　　0．737

一・一 P．043

　　1．69i

一〇．e14

　　e．030

一e．421

　　1．487

O．156

1．692

一e．268

　　0．se2

一〇z435

　　1．72e

一〇．197

　　0．914

一〇．349

　　1．3！9

一〇．517

　　1．154

一〇．471

　　1．279

一〇．2e3

　　1．eol

o．eg4

1．663

一e．725

　　1．l18

o．ooo

1．595

一〇．288

　　0．970

一e．155

　　1．120

o．oe4

0．703

一e．31e

　　1．097

一〇．472

　　1．348

一〇．427

　　1．546

一〇．314

　　0，914

一〇．293

　　1．155

一〇．435

　　e．927

一1．172

　　0．963

一e．os6

　　e．191

一〇．435

　　1．367

O．047

1．364

一e．113

　　0．885

一〇．551

　　1．620

O．008

1．031

一e．343

　　1．149

一〇．433

　　玉．075

一〇．541

　　1．329

一e．089

　　0．906

o．es7

1．469

一e．643

　　1．176

e．143

1．453

一〇．224

　　e．847

一〇．244

　　1．542

0．王12

0．987

一〇．191

　　0．830

一〇．224

　　1．349

一〇．360

　　1．357

一〇．219

　　0．856

一〇．351

　　1．l15

一〇．317

　　0．977

一玉．141

　　1．oes

一〇．王04

　　0．192

一〇．583

　　1．338

一〇．129

　　1a363

e．121

0．870

o．oe6

0．821

一〇．e66

　　1．e34

O．096

0．869

e．226

1．e44

一e．319

　　Q．997

G．3g1

1．271

一e．607

　　1．677

一〇．124

　　0．634

一〇．4eo

　　l．6e4

一〇．elo

　　O．979

一〇．432

　　1．493

一e．389

　　1．191

一〇．3eg

　　l．460

一〇．27e

　　O．893

一〇．088

　　1．612

一〇．492

　　1．057

O．143

1．698

一〇．173

　　1．031

一e．244

　　1．473

一〇．237

　　0．723

一e．621

　　1．822

一〇．016

　　e．627

一〇．338

　　1．240

o．e26

0．684

一〇．156

　　1．玉85

O．048

0．844

O．066

1．065

一〇．423

　　0．922

一e．441

　　1．263

一〇．gs6

　　0．974

e．017

1．43Z

一〇．678

　　1．100

O．196

0．993

一e．279

　　1．216

一〇．433

　　1．228

一〇．352

　　1．646

e．207

1．543

一〇．293

　　g．897

一〇．186

　　1．337

0．玉36

1．e66

一〇．276

　　1．372

一〇．390

　　1．560

一e．287

　　0．932

一e．268

　　1．e21

一〇．41g

　　O．789

一1．138

　　1．186

一〇．067

　　0．124

一〇．600

　　1．512

O．　123

1．513

一〇．407

　　1．597

一〇．2e3

　　e．568

一〇．322

　　1．3e3

一〇．328

　　0．772

一1．271

　　1．045

一e．136

　　e．253

一e．621

　　1．822

一〇．en

　　1．236

一〇．498

　　1．027

一e．225

　　1．488

一〇．le3

　　1．095

一e．40s

　　1．173

一〇．550

　　1．160

一〇．024

　　1．e47

一〇．728

　　1．303

O．133

0．936

O．116

e．974

一〇．207

　　1．180

一1．140

　　1．470

一〇．462

　　1．468

o．e39

1．046

一〇．144

　　e．693

一〇．es4

　　e．328

一e．402

　　L玉32

一〇．13e

　　O．265

一e．os7

　　1．128

O．261

1．375

一〇．106

　　e．925

e．167

0．993

O．115

1．048

一e．226

　　1．e79

O．240

1．38e

一〇．546

　　1．284

一〇．110

　　e．918

一〇．226

　　0．974

一〇．245

　　1．124

一〇．144

　　1．049

一e．429

　　1．065

一e．298

　　1．189

o．ooo

LO王3

一〇．636

　　1．168

一1．120

　　1．e22

一〇．395

　　0．985

一〇．254

　　2．030

一〇．378

　　1．e45

一〇．14e

　　2．195

一〇．168

　　1．048

一〇．547

　　1．3e9

一〇．416

　　1．233

一〇．287

　　1．e45

一e．181

　　e．976

一〇．059

　　0．322

一〇．839

　　1．eos

一〇．021

　　0．048

一〇．154

．O．919

O．127

0．197

O．062

0．97王

一〇．093

　　0，993

O．164

0．929

e．147

1．230

一〇．218

　　1．402

e．Iso

l．331

一〇．644

　　1．248

一e．06s

　　O．595

一〇．256

　　1．077

一e．296

　　1．157

一〇．217

　　1．165

一〇．492

　　玉．128

一e．40s

　　1．王28

一〇．031

　　e．957

一〇．621

　　1．463

一1．037

　　1．067

一〇．471

　　1．372

一〇。36王

　　1．ose

一〇．133

　　0．941

一〇．2es

　　e．987

一〇．193

　　LO喋7

一〇．623

　　1．289

一〇．536

　　1．263

一〇．350

　－1．e46

一〇．184

　　1．e62

一〇．163

　　0．397

一1．026

　　1．Iel

一〇．017

　　e．e47

一e．281

　　1．034

e．os7

1．王21

O．162

1．047

一〇．190

　　1．118

O．242

1．017

一e．ee7

　　1．532

一〇．247

　　1．329

G．玉G5

1．562

一〇．gse

　　l．558

一〇．107

　　0．778

一e．615

　　L83王

一〇．玉06

　　1．120

一〇．425

　　L36玉

一e．388

　　1．152

一〇．463

　　1．580

一〇．王64

　　0．95王

O．176

1．665

一〇．542

　　1．208

O．280

1．646

一e．27玉

　　1．057

一：一 Z，24e

　　1．554

O．088

0．826

一〇．409

　　1．230

一e．376

　　L4嘆0

一e．444

　　1．824

一〇．095

　　0．721

一〇．268

　　1．4e8

一e．444

　　1．063

一1．193

　　1．g54

一〇．li2

　　e．226

一e．597

　　1．510

一〇．e67

　　1．535

e．188

1．07e

一〇．082

　　1．015

O．065

1．Ie9

e．oo3

1．132

一〇．131

　　1．3S9

e．oo3

1．346

一〇．465

　　1．187

一〇．l13

　　0．593

一e．361

　　1．427

一〇．109

　　e．971

一〇．185

　　1．264

一〇．561

　　1．e75

一〇．421

　　1．450

一〇．106

　　1．060

一e．oo6

　　王．299

一〇．662

　　1．037

o．ooe

1．295

一e．298

　　1．181

一〇．113

　　1．299

一〇．343

　　1．053

一〇．167

　　0．972

一〇．555

　　1．25嘆

一〇．427

　　1．411

rO．446
　　0．939

一〇．258

　　e．996

一〇．237

　　e．561

一1．183

　　0．939

一〇．055

　　0．lo7

一〇．364

　　1．304

e．124

1．5R

O．116

0．839

一〇．323

　　0．818

o．en

e．964

一e．036

　　1．034

一〇．131

　　1．316

e．eg3

1．63e

一e．859

　　1．682

一〇．181

　　0．878

一e．lso

　　l．287

一〇．146

　　0．812

一〇．391

　　1．433

一e．423

　　1．208

一e．347

　　1．214

一〇．178

　　1．027

一g．464

　　1．486

一〇．871

　　1．Ie6

一〇．317

　　1．287

一〇．259

　　0．847

一〇．079

　　1．560

e．183

0．978

一〇．203

　　1．e62

一〇．357

　　1．396

一〇．292

　　1．230

一e．260

　　1．033

一〇．287

　　0．7猛

一e．278

　　0．757

一〇．869

　　1．225

一〇．048

　　e．og3

一〇．503

　　1．587

e．076

1．450

小学校

O．052

e．471

1．eoo

O．889

一e．os6

　　0．733

一e．osl

　　O．463

一〇．Ie3

　　0．507

一e．568

　　1．349

一〇．ess

　　1．168

一e．2so

　　O．402

o．ooe

o．ooe

e．222

1．283

一e．222

　　1．283

O．333

e．445

e．667

1．778

一1．lll

　　1．876

一〇．362　1

　　e．645

一e．293

　　e．655

一〇．137

　　e．843

一e．175

　　1．022

一〇．310

　　0．800

一〇．293

　　0．793

一〇．086

　　0．492

一〇．789

　　1．oes

一1．3王G

　　e．731

一〇．862

　　0．946

一e．211

　　0．657

一〇．es6

　　0．458

一e．034

　　0．482

一〇．034

　　e．792

一〇．2e7

　　0．888

一〇．172

　　e．913

一e．894

　　0．936

一〇．542

　　e．926

一〇．281

　　0．518

一e．444

　　e．691

一〇．444

　　2．469

／

一〇．444

　　0．591

一1．385

　　0．658

e．oee

o．ooo

e．ooo

e．oeo

O．111

0．877

1　一1．444

い．69・

一〇．222

　　0．388

一巳：畿「1：端

0．0王7

e．914

一〇．556

　　2．025

校耐
糎

に

e．197

e．734

一〇．089

　　0．887

e．215

e．845

一〇．079

　　1．374

一〇．045

　　1．8el

e．402

1．793

一〇．seo

　　1．667

一〇．149

　　0．335

一〇．821

　　1．222

一e．262

　　0．778

一一 Z．167

　　1．412

一〇．303

　　0．757

一1．431

　　1．218

一e．ogl

　　e．173

一〇．545

　　1．581

O．015

1．136

高 校 大　学

e．lo7

1．007

一〇．232

　　1．e63

O．163

0．931

一e．os3

　　1．270

一〇．2eg

　　1．246

e．ICi6

1．491

一e．792

　　1．452

一〇．098

　　0．723

一e．471

　　1．6！3

一〇．167

　　0．858

一〇．263

　　1．235

一〇．3se

　　e．858

一1．103

　　1．077

一〇．092

　　e．174

一〇．434

　　1．360

G．OOO

o．ooo

0，王73

e．949

一〇．122

　　1．029

e．lel

l，015

一〇．e39

　　1．e60

一〇．269

　　1．439

一e．e60

　　1．374

一〇．673

　　1．323

一e．253

　　e．726

一e．346

　　1．529

一〇．444

　　1．27e

一e．336

　　e．9？8

一〇．354

　　e．7se

一1．223

　　0．961

一e．e4g

　　O．114

一〇．521

　　1．396

O．081

1．498



表63 類語間の組み合わせの平均値と分敵
　　　　　　　　　　（一．．1．二段平均績，下段　分散）

類鋼

懸
純
動
罰
1

単
純
動
詞
2

複
合
動
詞
王

複
合
動
罰
2

名

司
蒋
’
鐸

組み合わせ

7］ij

アラワレル

ーアラワス

コトナル

ーオコナウ

コトナル

ーアラワス

アラワス

ーオコナウ

オワル

ーウマレル．

アワ．ヤル

ーウマレル

オコナウ

ーヤシナウ

ワリアテル

ーウリダス

ウケツケル

ーウリダス

ワリアテル

ーウケツケル

サソイァワセル

ームカイアウ

モウシアワセル

ームカイアウ

モウシァワセル

ーサソイアワセル

ウマレカワル

ーウカビアガル

トナリ

ーナサケ

オタガイ

ーナサケ

サイワイ

ーウシロガワ

オタガイ

ーサイワイ

オタガイ

ーウシロガワ

サイワイ

ーナサケ

ナサケ

ーウシロガワ

弄
ノ
エ 齢 辱弩 集 別

12～19歳　　20～2崔議

O．357

1．127

O．413

1．198

25～29歳

O．319

：し522

e．309

1．343

O．208

’1　．269

O．530

1．240

e．547

1．258

一e．218

　　1．279

一〇．342

　　1．317

O．335

1．421

e．61e

L2王0

一〇．148

　　1．244

一〇．211

　　1．162

一〇．366

　　1．710

一〇．357

　　1．049

e．oe3

0．859

一〇．056

O．229

ユ．e4S

O．504

夏．356

一〇．393

　　1．e71

O．528

1．035

一e．221

　　L4el

o．ose

L616

1 O．035

O．842

1．玉52

G・ m」・606

O．777

1．139

一e．838

　　’L2王4

一e．832

　　1．162

O．576

1．e24

O．293

e．661

O．542

0．983

e．347

0．6i2

e．6e7

1．238

一〇．741

　　1．098

O．335

e．932

e．485

e．g7s

一〇．033

　　e．289

e．os4

e．269

O．151

0．459

一〇．691

　　1．294

一〇．556

　　1．259

一e．467

　　1．069

O．110

1．766

o．e2g

l．352

e．128

1，612

一〇．139

　　1．506

一〇．595

　　1．788

O．278

1．377

一〇．313

　　　　624

一G．421

　　1．552

一e．207

　　1．64e

一〇．931

　　1a654

9
C
U

5
4
3
1

n
U
－
一〇．573

　　1．748

一〇．565

　　1．332

o．e3s

l．524

一〇．567

　　1．763

O．277

　　193

一e．291

　　2．235

一〇．241

　　1．360

一e．171

　　1．756

一〇．364

　　1．662

一e．336’

　　1．899

30～34歳

O．483

1．474

35～39歳

O．458

1．457

e．io7　l

O．997

O．511

1．159

一e．4e3

　　1．133

O．306

1．321

e．551

1．43e

一〇．247

　　1．217

40～49歳

O．258

1．655

e．281

1．275

O．383

1．397

一e．188

　　1．449

o．360　l

IIIg61
o．3s6　1

110ss

一e．151

　　1．2e3

一〇．Ol2

　　1．433

6．086

1．292

O．735

1．181

一a．642

　　e．936

O．383

0．943

O．437

1．e53

一e．165

　　e．887

一〇．211

　　1．539

e．og4

0．914

O．716

1．043

一e．627

　　e．969

O．572

1．262

e．657

1．251

O．416

1．066

一e．118

　　1．156

一〇．243

　　1．55Z

O．118

1．269

e．671

！．236

一〇．561

　　1．226

O．421

1．e33

O．517

1．213

50歳～

e．339

1．oe4

O．136

1．066

O．362

1．335

一〇．254

　　1．579

O．047

e．484

一〇．339

　　王．158

O．352

1．568

O．095

i．574

一〇．558

　　1．583

O．076

0．784

一e．446

　　1．12e

e．597

1．236

O．374

1．199

O．246

1．639

一〇．sge

　　1．623

e．372

1．552

O．152

0．943

一〇．237

　　0．859

e．osl

l．947

一〇．068

　　1．148

O．559

e．992

一e．637

　　1．024

O．517

玉．111

O．824

1．162

o．eg2　I

O．596

O．362

0．955

一〇．484

　　1．228

O．231

1．579

一〇．160

　　1．e99

o．22e

l．243

一〇．182

　　1．768

一e．268

　　1．284

一e．212

　　1．716

一〇．145

　　1．282

一e．olo

　　1．76e

一〇．365

　　1．633

0．3王3

1．53S

一e．046

　　1．962

一e．335

　　1．305

一〇．e33

　　1．524

O．067

1．724

一〇．298

　　1．982

一e．4so

　　1．471

一〇．046

　　1．654

O．169

1．293

O．237

2．079

一〇．203

　　1．043

O．552

1．667

P 学

O．322

1．327

e．394

1．511

o．se3

1．378

一e．lol

　　1．382

o．3el

1．465

一〇．046

　　1．346

一〇．177

　　2．e86

O．151

e．877

O．85玉

1．158

一〇．701

　　1．280

e．672

1．121

O．602

1．e51

一e．070

　　0．33e

一〇．733

　　0．697

一〇．023

　　2．287

一〇．095

　　1．876

高　校

O．345

e．992

e．248

1．226

o．47e

l．101

一〇．222

　　1．192

O．286

1．446

一〇．234

　　1．158

一〇．543

　　1．503

一〇．121

　　0．767

e．so2

1．127

一〇．924

　　1．117

O．649

王．19王

O．611

1．026

学火 ﾊ
O．459

1．065

O．212

1．259

O．625

1．248

一〇．414

　　1．288

O．579

1．238

一〇．214

　　1．231

一〇．420

　　1．158

一〇．051

　　0．938

O．826

1．157

一〇．877

　　1．174

O．277

0．685

e．289

0．681

O．008

e．3el

一〇．672

　　1．258

O．012

0．236

一〇．592

　　1．282

0．23王

1．336

O．063

1．3e7

一e．443

　　2．e59

e．351

1．958

一〇．095

　　1．710

一〇．436

　　2．113

一〇．146

　　1．123

一〇．497

　　1．496

一e．02s

　　1．865

O．163

1，002

一〇．328

　　1．422

一〇．312

　　1．040

一e．178

　　1．602

一〇．263

　　1．565

一〇．992

　　1．440

O．332

0．994

一〇．660

　　1．574

一〇．595

　　1．233

一e．397

　　2．234

0．4弓3

1．539

0．ユ？8

1．289

O．496

1．464

一〇．315

　　1．351

O．413

1．ll3

一〇．209

　　1．206

O．105

1．536

O．059

1．237

e．757

1，181

一〇．696

　　1．094

O．293

e．985

O．440

1．146

O．138

0．6eo

一〇．375

　　1．145

e．322

1．593

e．213

1．787

一e．498

　　1．865

O．382

1．552

一〇．ll6

　　2．王06

一〇．189

　　1．343

一e．337

　　1．904

広 疑幸

O．322

1．499

e．207

1．398

e．441

1．261

一〇．232

　　1．092

e．453

1．168

一e．168

　　1．262

一〇．IOI

　　1．122

e．027

1．2ie

O．61i

1．227

一〇．589

　　1．160

O．411

e．g20

O．455

0．86．4

e．044

e．393

一〇．454

　　1．247

O．262

1．373

e．e27

1．459

一〇．680

　　1．627

O．341

1．135

一e．343

　　1．810

一e．306

　　1．198

一〇．387

　　1．701

教 鍛

O．310

1．383

e．470

1．273

e．649

1．257

一〇．179

　　1．182

O．439

1．222

一〇．101

　　0．964

一〇．4es

　　1．614

　o

e．821

O．792

1．028

一e．795

　　1．052

O．658

1．165

O．’V54

1．308

o．eg4

e．488

一e．572

　　1．148

O．417

1．700

一e．ll3

　　1．850

一〇．351

　　1．994

O．241

1．560

一e．lol

　　l．783

一〇．365

　　1．538

一〇．eo6

　　1．899

研究考

e．seg

O．671

O．211

0．342

O．321

0．682

一〇．123

　　e．388

O．344

0．88玉

一e．712

　　e．729

一e．965

　　1．275

一〇．169

　　0．548

O．403

1．153

一〇．631

　　0．864

1．0！7

0．930

1．e35

0．928

O．035

0．玉38

一〇．155

　　0．751

O．526

1．127

一〇．052

　　0．892

一〇・．684

　　e．918

O．175

0．776

一〇．464

　　0．999

一e．259

　　0．537

一〇．421

　　1．121

学 慮
柱
㌔

墨 ，別

小学校

一e．333

　　0．445

O．889

1．877

e．lll

l．432

O．778

1．728

一〇．222

　　1．284

　o

O．899

　e

O．889

il｝・1挙校

一〇．e60

2．146　1

高校1大学
O．448

e．775

e．303　1

e．ggg　1

　　　　　　／

e．218

1．251

O．328

1．743

　
6
1
0
0

　
乞

O．525

i一．368

一〇．312

　　1．238

e．424　1

6．g，，　1．

　　　　　　：

e．412

1．07e

一〇．197

　　0．825

芒
　
ー
　
」
　
“

I
l

一〇．030

　　1．635

一〇．182

　　L玉62

一〇．eo2

　　1．470

e．383

1．662

O．215

1．043

e．473

1．346

一〇．251

　　1．e26

e．392

6．907

一〇．161

　　1．133

一e．274

　　1．463

i

／

ノ

／

g



　　　　　　　　　　表6S各組み合わせの平均値と分散

○単純語と複合語

⑲単純動詞と複合動詞　　　　　平均
　　　アワセル・モウシアワセル　　　　　　0．096

　　　アワセル・サソイアワセル　　　　　一O．　115

　　　ウマレル・ウマレカワル　　　　　　　O．　136

　　　アガル・ウカビアガル　　　　　　　　0，105

⑲単純名詞と複：合名詞

　　　ハレ。ハレギ　　　　　　　　　　 一O．243

　　　ワリ・ヤクワリ　　　　　　　　　　0．200

0動詞と名詞

㊨磁純動詞と単純名詞

　　　オコナウ・オコナイ　　　　　　　　一O．　6SO

　　　オワノレ・オワリ　　　　　　　　　　　一0．076

　　　アツマル・アツマリ　　　　　　　　一O．　283

　　参考1

　　　アワセル・クミアワセ　　　　　　　一O。14e

　　　アワセル・モウシアワセジコウ　　　　一0．167

　　　アガル・アガリグチ　　　　　　　一0．465

　　　アガル・ネアガリ　　　　　　　　　　一0．342

　　　ウマレル・ショウワウマレ　　　　　一0．079

　　参考2

　　　ワリアテル・ワリ　　　　　　　　　一0．　388

　　参考3

　　　ワリアテル。ワリアイ　　　　　　　　一0．818

　　　ワリアテル・ヤクワリ　　　　　　　一O．221

　　　モウシアワセル・クミアワセ　　　　一0．238

　　　サソイアワセル・モウシアワセジコウー0．195

　　　サソイアワセル・クミアワセ

　　　ゥマレカワル・ショウワウマレ

　　　ウカビアガル・アガリグチ

　　　ウカビアガル・ネアガリ

醗複合動詞と複合名詞

　　　ウケツケル・ウケツケガカリ

　　　ウリダス・オオウリダシ

　　　モウシアワセル・モウシアワセジコウ

○複合謡の前部分と後部分

　　　アガリグチ・ネアガリ

一〇．　e2s

－O．　215

－O．　565

－O．　447

　莇部分
一〇．　217　L　023

－O．　206　O．　977

－O．　178　O．　512

　O．　139

一　183　一

分散
O．　921

0．　998

0．　954

1．　151

1．　226

1．　390

1．　438

0．　733

1．　264

1．　039

1．　i76

1．　089

1．　331

1．　el1

1．　423

1．　160

1．　307

1．　007

e．　607

1．　029

1．　101

1．　313

1．　398

　後部分
一〇．　865　1．　156

－O．　065　O．　137

－O．　263　1．　185

1．　302
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